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～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～ 

午前 ９時００分 開議 

～開 会 宣 告～ 

○議長（江守 勲君） 各議員におかれましては、何かとご多用のところご参集いた

だき、ここに１８日目の議事が開会できますこと、心より厚くお礼申し上げます。 

 本日の会議事件の説明者として、町長、副町長、教育長並びに各課長の出席を

求めてあります。 

 ただいまの出席議員は１４名で定足数に達しております。これより本日の会議

を開きます。 

 本日の日程ですが、お手元に配付の議事日程表により議事を進めてまいります。 

 なお、質疑につきましては、会議規則第５５条の規定を遵守していただきます

ようよろしくお願いします。 

～日程第１ 議案第 ６号 平成３１年度永平寺町一般会計予算について～ 

○議長（江守 勲君） 日程第１、議案第６号、平成３１年度永平寺町一般会計予算

についてを議題とします。 

 これより第２審議を行います。 

 最初に、職員福利厚生事業に関する事前の通告に対する補足説明を求めます。 

 総務課長。 

○総務課長（山田孝明君） それでは、職員福利厚生事業に関するご質問について説

明させていただきます。 

 今年度、自己都合により年度途中、去年の４月からこれまでですけれども年度

途中に退職した者は調理員２名がおります。また、今年度末、３月末の定年退職

者につきましては、一般事務職３名、保育士１名、調理員２名の６名がおります。 

 なお、３月末で普通退職をする職員は６名であります。その普通退職の内訳と

しまして、５０代の女性職員１名は自己都合による勧奨退職。また、２０代の女

性職員２名につきましては、他の職種への転職先が決まったとか確定したという

ことによる退職。また２０代男性職員１名、また４０代の男性職員１名につきま

しては、自己都合による退職であります。また、保育士としまして３０代の女性

の保育士ですけれども、この方についても自己都合による退職となっております。 

 なお、本町の職員採用試験に関して見ますと、これまでも町内外からの応募が

あり、民間企業勤務を経験した方の応募者も多く、統一試験、また２次試験等を

経て職員を採用してきました。また、財務とか建築資格を有する者など、専門職
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の採用も随時行っております。 

 長年、当町に勤務し、経験を重ねた職員が早期に退職するということにつきま

しては、行政サービス、また町の職員管理運営をする面においても大変な損失で

あります。これから職員の定員管理計画、また採用計画等の見直しを進めていき

まして、適正な職員配置に必要な職員数の確保に努めていきたいというふうに考

えております。 

 次に、ストレスチェック、またメンタルヘルス関係の質問でございます。 

 ストレスチェックにつきましては、労働安全衛生法に基づきまして職員健康診

断と同時に実施をしております。今年度、平成３０年度の受診者は、正職員２１

７名、非常勤職員１１２名の計３２９名であります。その結果、ストレスチェッ

クの診断、健診におきまして、高ストレス者という判断なり指導を受けたのは２

１名、率にして約６．４％となっております。 

 この高ストレスという形で診断を受けた方に関しましては、本人の申し出によ

り町がお願いしています産業医の先生、医師の方ですけれども、産業医との面接

指導を受ける機会を設けております。 

 また、メンタルカウンセリングにつきましては、平成２７年度から全日本メン

タルカウンセラー協会と委託契約をして実施をしております。正職員、また非常

勤職員が個人負担なしで予約して受診できるような体制を整えております。 

 平成３０年度、去年の４月から今までの実数ですけれども、延べ７８回の報告

を受けております。相談内容につきましては、メンタル不調で勤務を続けていく

ための相談、また上司との人間関係の調整、ハラスメントに関する相談、管理職

として部課とのコミュニケーション、管理、指導法など、また自分自身の認知の

傾向に関する相談、また家族関係の悩み事など多岐にわたっているというふうに

報告を受けております。個々の相談内容につきましては、個人が特定されないよ

うな範囲で、可能な範囲で協会のほうから報告を受けているところでございます。 

 また、働き方改革関連ですけれども、現在、働く環境面に関して、時間外労働

勤務時間の把握、また長時間勤務の抑制と指導、また有給休暇取得の推進、健康

管理、指導などを含めた働き方改革を進めています。今、各課の事務分掌に基づ

き、職員が担当する事務分掌を整理、確認し、効率的な行政事務運営ができるよ

うに各所属ごとで取り組むこととしています。 

 また、総務課としましては、各所属の状況を十分把握し、効率的な事務が遂行、

実行されるよう指導、管理していくこととしております。 



 －795－ 

 以上で説明とさせていただきます。お願いします。 

○議長（江守 勲君） これより質疑を許可いたします。 

 質疑ありませんか。 

 ５番、滝波君。 

○５番（滝波登喜男君） ありがとうございます。 

 この質問は複数の議員がしておりますので、ほかの方もいらっしゃると思いま

すが、私のほうから今ほど３０年度の普通退職の方の内訳をお聞きしましたが、

多分昨年もこういった状況があったかと思うんですけれども、それはわかります

かね。普通退職。わからなかったらいいです。わからない？ 

○議長（江守 勲君） 総務課長。 

○総務課長（山田孝明君） 昨年度、２９年度末ですけれども、保育士の方が、年度

途中で自己都合なり体調不良ということで退職された方とか、また調理員の関係

で途中で退職されたという方がおりました。 

 今、済みません。細かい数字お示しできないので、申しわけないです。 

○議長（江守 勲君） ５番、滝波君。 

○５番（滝波登喜男君） 今回の質問は２つ意味がありますといいますか、一つは昨

今の傾向ですけれども、若い方が退職されて、そして次の職場に移るという方が、

永平寺だけじゃないんです。本町だけじゃなくて傾向としてあります。私もこん

な仕事していますからそういうのはわかるんですけれども。特に郡部の町のほう

の若い職員が、同じ県内ですけれども市のほうの職員に、しかも試験を受けて入

るという方は毎年何人かいらっしゃいます。このことを、退職理由幾つかあるん

ですけれども、要は同じ公務員から地方公務員に移るということは、職種が問題

ではなくて、労働の環境とか、あるいはその回りのある意味人間関係とか、いろ

いろなことがあって、働きたいけれどもここじゃなくて次のところを選択する。

大きい市やと多分給与もそれなりに上がるのかなということとか、あるいは超過

勤務のこととかっていろいろあるのかなって思うわけです。それはある意味私の

想像なので想像の部分で聞いていただきたいんですが。 

 ただ、そういったせっかく採用させていただいて、そして何年間か先輩の方、

あるいは上司の方が育ててきて、やっとというところで退職されるということは

非常にもったいないし、これから少子・高齢化になりますと、今、民間でもそう

ですけれども人材確保というのはかなり難しくなっていくだろうと言われます。

特に県外の大学行ってから福井へ戻って仕事したいと。そんな中で、選択肢とし
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てこの永平寺町の環境がいいんやって、環境とか働きがいがあるんやって思わせ

ることが大事なんでないかなと思うんですけれども、せっかく育てた方を逃がし

てしまうというところに何か今、働き方とか労働の環境とか、なかなか給与は上

げられないのはわかっておりますけれども、そういったことを少し原因を探りな

がら改善していくことが大事なんでないかなというのが１点です。 

 それともう一つは、メンタルとストレスチェックですけれども、今ほど高スト

レスの方が２１名、６．４％いらっしゃるということですが、ストレスチェック

の分析の中で高ストレスのほかに、例えば高いのがあるなら低いストレスを持っ

ているとかってそういう分析はしているのかどうかわかりませんけれども、その

数値が高いのかどうかはちょっとわかりません。その辺の分析は何かされている

のかな。 

○議長（江守 勲君） 総務課長。 

○総務課長（山田孝明君） まず最初に、おっしゃられた内容です。 

 先ほどもちょっと説明させていただきましたが、そういう転職というか新しい

職場につこうとする方がふえてきている。一方で、町の採用試験の募集を行った

ところ、町内外から多くの方がいつも応募されてきます。その中には民間の企業

で業務を現にしている方、またやめられた方、そういった方も含めて試験に応募

いただいている状況でございます。そういった中で試験を行うわけですけれども、

例えば２次試験につきましては面接試験、そういったのを行っております。その

中で候補者の人間性とか考え方、そういったのを十分見きわめるとか聞きながら

採用の合否を決めているわけです。そういったことを重ねる中で、本人さんの意

思というか意向、そういったのを十分、短い時間ですけれども、それを図ってお

ります。 

 また、町としてもいろんな形で人事評価という形で前半、後半、２回やってお

ります。その中で本人の申告というか、上半期、下半期を振り返ってどう取り組

んだか、どういうふうなことで対応しているか。そういった文章で書く欄等もあ

ります。そういった中でのそれぞれの確認というか、意思、そういったものも把

握はしているつもりでございます。 

 なお、この人事評価等におきましては、その職員の上司、課内の上司、また総

務課も含めてですけれどもいろんな形でその報告、面接をしながら報告を受けて

いるというふうな形で、今、３０年度後半の評価も各課、各自から出てきました

ので、それを取りまとめている状況でございます。 
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 なお、先ほど言いました最近の傾向といいますかそういったことに関しまして

は、やはりそれぞれ個人の考え方なり思いもあるかと思うんですけれども、確か

に例えば今、役場公務員として勤務しておられる方が違う、同等というか同じよ

うな公務員なりよく似た業務の会社のほうに変わられるというか、そういった傾

向というのは多分にあるかと思います。それも試験に受かってないとなかなか対

応できないと思いますけれども、そういったことを希望したり取り組んでいる職

員がいるということは少なくはないかなというふうに考えております。 

 また、先ほどストレスチェックの件です。 

 これにつきましては、先ほど高ストレス者が２１名、６．４％という形を報告

させていただきました。これについては、このストレスチェックそのものは結果

の区分というのはそんなに多くはないんですけれども、たしか３か４つの項目に

分かれています。そういった中で、受けた時期にも変わりますけれども、その診

断項目の中で高いというふうに判断された方の数字であって、またそういった方

には、全員に結果を通知、返すわけですけれども、それを見て何か相談なり、ま

た指導が受けられないかなという形で産業医の先生にもお願いしながら、こうい

った面接指導、そういった場を設けておりまして、積極的に受診できるような体

制を整えております。 

 以上です。 

○議長（江守 勲君） 河合町長。 

○町長（河合永充君） 今、若い職員さんの転職について、この数年かで何人かそう

いった方がいらっしゃいました。今、採用の中で町外の方もどんどん永平寺町の

職員として入ってきております。 

 今回の件は細かなことは総務課長とか担当課長からしか、本人からは聞いてな

いんですが、数年前に、２年前に退職した総務課の若い職員さんも違う市役所に

行きました。一つの例なんですが、その方はやっぱり永平寺町の役場にいたい。

ただ、家庭の関係であったり、地元がそっちなんでということでというそういっ

た話もありました。 

 地元とかそういったところの市役所を受けるというのもありますし、もう一つ

は県のそういったところに受けていくという方もいらっしゃいます。ただ、うち

の採用のときにでも、今、Ｉターンとかそういった枠ということで、年齢制限は

５０でしたかね。ちょっと今あれですけど、上げまして、例えば東京で実績積ま

れた方、地元に帰ってきたい、地元で後継ぎたいとかそういった人のための受け
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皿にもなればいいなと思って、そういうふうに採用については幅を持たせた採用

をさせていただいておりますし、今回、永平寺町に受けてこられる方も結構民間

にいた方が転職という形でこられる方。 

 先ほど滝波議員おっしゃられたとおり、今の若い皆さんはそういうふうにどん

どんどんどん自分が生かせる職場といいますか、次のとかって、そういったのは

昔と言うと怒られますが、勤めたら最後まで行くという時代ではもうなくなった

のかなというのはひしひしと感じているところもあります。 

○議長（江守 勲君） ５番、滝波君。 

○５番（滝波登喜男君） ある意味職員を採用している町長が、せっかく採用したの

に、一番残念がっているのは町長やろうなとは思っているんですけれども。ただ、

転職される人がいけないとかそんなことを言っているわけではありませんし、そ

ういう職業も選択の時代ですから仕方ないんですけれども、ただやっぱり民間も

同じように人材不足は否めないんでいろいろな工夫をしております。 

 私のおつき合いしている会社というのは異動がありますから全国いろいろ行く

んですけれども、やっぱりある企業は異動したくないという、転勤したくないと

いう社員というのは全体で多分七、八割あるらしいんですよ。そうするともう異

動させないという職種にできるだけ異動させて、そして異動してもいいという人

に全国回ってもらうというようなふうに、働く側の意向をできるだけ即した職場

環境を変更しているということがあります。 

 ぜひ本町も、ただ単純にはいかないんだろうと思いますけれども、やはりでき

るだけ一人一人の職員の意向を調査しているんだろうと思いますけれども、それ

に即した労働環境というのをぜひつくっていただいて、せっかく本町で働こうと

いう意思で入ってこられたんですから、その人材をぜひ大事にしてほしいなと思

います。その改善の一歩を、ぜひ本年度、何か取り組んでいただきたいなと思い

ます。 

 もう一つは、心のことでありますけれども、これもどこの働くところにもいら

っしゃるのは現実であります。ただ、そのことがいけないということではなくて、

そういうふうに誰もがなりかねないので、今回の質問で議員がされておりました

メンタルヘルスという相談業務というのをできる限り全員が受けられるように、

そういうような仕組みもつくって、誰でもが気安く相談して、軽いうちにケアで

きるというような取り組みもぜひしてはどうかなと思います。 

 提案ばかりですけれども、よろしくお願いします。 
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○議長（江守 勲君） 総務課長。 

○総務課長（山田孝明君） メンタルヘルス関係です。 

 これにつきましては、やはり近年、最近、心の病も含めて結構多くなっており、

３０年の現時点におきましてはお一人の方が病気休暇で、そんな長い期間ではな

いですけれども休暇をとっておられます。また、過去にそういった形で病休とっ

た方で、また通院をしている職員、これも何名かいるのは事実でございます。 

 そういった中で、やはりこういう制度については職員に随時周知しております

が、せっかくの制度なんでそういう機関を利用というか受診というかしていただ

くことによって、本人そのもの、またそれも含めて周りにサポートというか、い

る職員も含めて対応ができるかと思いますので、積極的な利用をより呼びかける、

また推進していきたいというふうに考えております。 

 以上です。 

○議長（江守 勲君） ほかありませんか。 

 ４番、金元君。 

○４番（金元直栄君） 簡単に。 

 皆さんもご存じのように、これまで産業医なんかを中心にストレスチェックま

ではやられたはずです。それでなかなか対応し切れない現実があるからメンタル

ヘルスというのが新たに導入されたという経過をやっぱりしっかり捉える必要が

あると思うんですね。 

 特にこういう問題では教員の職場がたくさんそういう心の問題を含めて、精神

的な問題を含めて通院される簡単が多いということも含めて、これらは職場に導

入されてきたんだと思っています。 

 それで、今お聞きしまして、メンタルヘルスの内容というか、先ほど報告され

たのがそうだとすれば、初めてその内容が少し示されて、僕はそれ大事なことや

なということで捉えました。 

 一つは、公務員の職場って、いわゆる極端に言えば年功序列とかって一般的に

言われています。そういう中で大きな問題で、さっき若い人たちがやめていく問

題も含めるとどう育てていくかというところで、いま一つはどうなのかなって思

われるところもあるんかなと思っています。その一つの例としてあらわれたのが

地域おこし協力隊なんかもそうではなかったかな。全く同じじゃないですよ。で

もそういう面があったんじゃないかということを考えると、どう育てるんかと。

職場環境を改善していくんですけれども、その前にやっぱりどう入ってきた職員
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を育てきるんかという幹部研修なんかやっていると思うんですよ。やっていると

思うんですが、それは僕はお金を惜しまずにという言い方は悪いですけど、そう

いう専門の、心の問題も、働き方改革の問題も、また若い人たちをどう育てるか

というそういう専門的な人たちをやっぱり職場に呼んで幹部研修をきちっと年何

回かやるとかいうのは定式化せなあかんと思っているんですね。それをどう考え

ているのか。 

 あと、対策としては当面どうしていくのか。要するにすぐに対応せなあかんこ

とがあると思うんですね。時間をかけて取り組むもの、課題をきちっと分けて取

り組む必要があると思うんです。 

 やっぱり僕もいつも言っているんですが、パワハラ、ハラスメント、ここらは

なかなか職場の仕事の内容が多岐にわたっている。さらに住民との接点が限らず

生まれてくるということで、ここはストレスが湧かないはずがないというか、持

たないはずがないと思うんで、その辺をどうするかということも含めて、僕はい

いメンタルヘルスでの教訓が示されましたので、そういう中から解決を探ってい

くことも大事なんじゃないか。ここを本当に大事にしてほしいなと思っているん

です。 

○議長（江守 勲君） 総務課長。 

○総務課長（山田孝明君） ありがとうございます。 

 やはり今おっしゃられた研修というか、私も含めてですけれども管理職、上司

としての指導監督、それを行うための研修、またそういったことも当然進めてい

かないけないと思いますし、また職員間同士での自由に、課内は当然ですけれど

も、それを超えた形での意見というか考え、そういったことを交換するような場

の設定というのも心がけていかなければいけないかなと思っております。 

 また、先ほどハラスメントという言葉が出てきました。そういったのはどこか

らどこまでがハラスメントか、なかなか難しい判断もありますけれども、やはり

各自それぞれの取り方等もあります。そういった中で、やはりお互いが気をつけ、

またお互いがどのような対応していくか。そういったことについても研修的なも

のも機会を設けて、職員研修の中等でも入れていきたいというふうに考えており

ます。 

 また最後におっしゃられましたストレス関係。やはり業務は多岐にわたります。

直接町民の方とかかわる業務は当然ですし、またそれ以外に職場内でのいろんな

人間関係、また仕事の進め方、そういった中での悩み、そういったこと等もあり
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ます。 

 そういった中で、今、町として年に１回ですけれども自主申告書という形で各

個人から報告を受けています。これは家族の構成、これは個人情報関係もあるん

ですけれども、また今の業務が自分にとって向いているか向いてないか。また、

ほかにどういうふうなことをしてみたいか、どういうふうな研修なんかも受けて

みたいか。そういったことを一人一人から申告をいただいております。 

 これにつきましては、ほかに公表するものじゃなくて、総務課のほうで預かっ

ているわけですけれども、そういったことなんかも見ながら、より職員に対する

気配りというか目配り、そういったことに十分心がけていきたいというふうに考

えています。 

 以上です。 

○議長（江守 勲君） 河合町長。 

○町長（河合永充君） この近年、取り組んできていますのか年功序列、先ほどおっ

しゃいましたが、それはあるんですが、今それではなしに、やっぱり能力に応じ

てということで、毎回、勤務評価も上げていただきながら、それに応じて進めて

おります。 

 ただ、その役職になったことによってプレッシャーになるとか、そういったこ

とはやっぱりあると思います。毎年、役職を下に下がるといいますか、降任希望

というのも毎年とっておりまして、そこの役職がプレッシャーになるという場合

もあるときがあります。そういった方には年に２回、降任希望というのもとって

いますし、もう一つプレッシャーだけではなしに、例えば子育てであったり、親

御さんの介護であったり、そういったときにも希望をとって役職を一時的にでも、

そういうふうなことも今皆さんに年に１回、そういった希望をとりながら、役職

に応じてもプレッシャーにならないように、そういったことも進めさせていただ

いております。 

 いずれにしましても、やはり先ほど滝波議員おっしゃられたとおり、小さな目

といいますか、何かちょっと大変そうやなとか、そういったときにやはり私も含

めて管理職の各課の課長はそこの現場の職員をまとめていますので、大変やなと

思ったらみんなでサポートする体制をつくるとか、そういったことが大事になっ

てくるかなと思いますので、しっかりとそういったことは進めていきたいと思っ

ております。 

○議長（江守 勲君） ４番、金元君。 
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○４番（金元直栄君） 各人から自己申告していただくということも言われましたけ

ど、それでなかなか難しい問題もそこから出ると思うんですね。だから、そうい

う人口申告書の扱いの体制の絶対化。安心してそういうのに書いて出せるという、

それをほかに見せない。何人かできちっと管理するということも含めて、そこは

やっていかないと、意外と公務員の職場ってそうなってない面があるんですね。

ここ大事です。しているとは思うんですが、さらにそこは厳密にしていかないと、

安心して出してこない。 

 もう一つ心配なのは、若い人がやっぱり長年流出しているということも含めて、

構造的な問題がないかということを、僕は職員で考えるのも大事です。でも、専

門家を入れて、働き方改革も含めた専門家も入れて、しっかり分析しておくこと

を望みます。自分らだけでやっているとなかなか大変です。このことはやっぱり

集中して取り組んでいかないとなかなか。それも長期にわたって対応しないとい

けないと思いますので、そこはぜひ言っていきたいと思います。 

○議長（江守 勲君） 総務課長。 

○総務課長（山田孝明君） 今おっしゃられました各自から自己申告書を提出してい

ただいております。それに関しましては、それぞれの個人の個人情報も含めて示

されておりますので、それにつきましては私のほうで管理しておりまして、課の

ほかの人が見られるようなことはないように対応しております。 

 また、今ほどのメンタルヘルス関係も含めて今後のあり方というか取り組みで

すけれども、先ほど言いました産業医の先生、またメンタルヘルス協会、そうい

った委託をしていますが、随時そういう報告を受けているんですけれども、その

方も含めた傾向というとおかしいですけれども、その実態というのをより詳しく

お聞きするような場を、担当者とその方はしてはいるんですけれども、私らも含

めてそういうふうな機会というのも今後持っていくように検討して進めていきた

いというふうに考えております。 

 お願いします。 

○議長（江守 勲君） ほかありませんか。 

 １番、松川君。 

○１番（松川正樹君） 先ほど滝波議員の質問の中にもあったことですけれども、高

ストレスが２１名ということで、パーセント的には６．４％。この６．４％とい

う数字がほかの市町村の団体、あるいはほかの業界でもいいんですけれども、そ

れに比べてどのくらいの意味があるんかと。これが普通の正常な、正常というと
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おかしいけど、普通のパーセントなのか、あるいは異常なパーセントなのかとい

う質問があったと思うんですが、それにお答えになってないんで、私のほうもち

ょっと気になるところです。 

○議長（江守 勲君） 総務課長。 

○総務課長（山田孝明君） まず、ストレスチェックの先ほどおっしゃられました報

告しております高ストレス者の数、今年度２１名、６．４％という割合です。こ

れにつきましては、これは過去３年間のデータを見ますと、毎年上がり下がりは

あるんですけれども、２８年ですと７．７６％、去年、２９年度ですと６．０４％、

ことしが６．４％。変化がないのが現状です。 

 また、ほかの市町等の状況ですけれども、済みません、これについてはほかの

市町の状況はちょっと把握なり調べてないので申しわけないと思っております。 

 以上です。 

○議長（江守 勲君） 暫時休憩いたします。 

（午前 ９時３８分 休憩） 

────────────── 

（午前 ９時４２分 再開） 

○議長（江守 勲君） 休憩前に引き続き再開いたします。 

 ほかありませんか。 

 １２番、酒井秀和君。 

○１２番（酒井秀和君） 話を聞いていて、私もちょっとお願いという形で伝えたい

なと思うんですが、ここにいる皆さんが周知していることとは思いますが、私た

ちが仕事を学ぶときとは時代というのは変わっています。伝える側がわかるだろ

うという思い込みで対応するとしっぺ返しを食らうということもあります。私も

以前の職場であったんですけれども、挨拶一つにしても、挨拶は基本やろうと、

しなさいというふうな話をしただけで、あの人は怖いということでやめてしまっ

た職員がおります。大事なのは、なぜ挨拶が必要かということを理由づけをして

伝えていくことが大事だったんだなというふうに私もそのとき反省をしました。

一つ一つ丁寧に、一回ではなく、その方が理解していただいて実践していただい

て、さらに周りの方にプラスの影響を与えるようになるまで伝えていくというこ

とが必要なんだというふうにすることが、今の若い世代の方には求められている

んではないかなというふうに以前の職場で痛感しております。 

 このことは、伝える側も大変ストレスだと思います。以前言ったやろうという
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ふうに思うんですけれども、そういうことが伝える側のストレスにもなるんです

けれども、これは伝える側も時代に合わせて順応していく必要があるんではない

かなというふうに思います。 

 以前から話しておりますが、行政が笑顔でなければ町民は笑顔になれません。

なれ合いではなく、笑顔になっていただきたいなと思います。その笑顔になるた

めに、難しいことやと思うんですけれども、小さいことから一歩ずつ前に改善し

ていただきたいなと思います。 

 メンタルヘルスに関しましては、以前の職場でも感じていたことで、これも私

反省すべきことが多いなと思ったんですが、やっぱり一人一人が点になっている

状況があるのでメンタルヘルスが必要になるんじゃないかなというふうに思いま

す。今の時点ではやっぱりそういったストレスをメンタルヘルスによって改善し

ていくことは必要なのかなと思うんですけれども、人と人とのつながりを職員間

で何が好ましいかというのを今後も継続して、これもどんどん時代の変化合わせ

て変わっていくと思いますので、検証は進めていきながら、一歩ずつ改善してい

ただきたいなと思います。 

 ちなみに私が以前いた職場では、やりがいとか居心地、そういった気分を、気

持ちを前向きにするためには、一人一人の成功体験をふやすことであったり、達

成感を味わうことというのが、私がいたスポーツ業界では数年前まで求められて

いました。今はどういうふうに変わってきているか、ちょっと私も把握していな

いんですけれども、ここもやっぱりニーズも変わってきますので、ぜひそのあた

りも含めて今後も取り組んでいただきたいなと思っております。 

 済みません。長くなりました。 

○議長（江守 勲君） ほかありませんか。 

 なければ、次にＩｏＴ推進事業に関する事前通告に対する補足説明を求めます。 

 総合政策課長。 

○総合政策課長（平林竜一君） それでは、ＩｏＴ推進事業につきまして、どのよう

な成果を目指すか、地元企業の取り組み、行政内の導入について示してほしいと

いうご質問をいただいております。 

 まず、昨年１０月に地元企業４社さんと地元のＩＴ企業、地元のＩｏＴ推進ア

ドバイザーの吉岡様、福井銀行さん、まちづくり会社と勉強会を行っております。

その勉強会で製造の過程で、どうしても手作業が多くて人手に頼らざるを得ない

というようなことがあって、それを何か改善できないかというような提案をいた
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だきました。その後、アドバイザーの吉岡さん、あるいは福井銀行さん、地元の

ＩＴ企業さんが企業に行きまして現場の状況を把握、確認させていただいて、課

題を整理しまして、改善に向けた話し合いが始まったというような動きがござい

ます。 

 こういった流れといいますか、それをさらに進展させるということで、行政の

ほうでできることを支援していきたいと。それによって成功事例につなげていき

たいというようなことを考えています。 

 あくまで行政がＩｏＴの製品をつくって、その企業さんにそれを普及させると

いうことではなくて、企業それぞれに抱えている課題というのはそれぞれに違う

と思いますので、そういった課題とその改善の方法というものをマッチングさせ

るというようなことを行いながら、地元企業の活性化につなげていきたいと、そ

ういったことを目指していきたいということでございます。 

 小さいことからでもそういった成功事例を積み上げまして、企業の機運も盛り

上げていきたいというようなことで、ＩｏＴ導入の効果を実感していただけるよ

うな企業をふやしていきたいということでございます。 

 ３１年度につきましては、ＮＰＯ法人の福井県情報化支援協会さんにもご協力

をいただいて支援をお願いしていきたいなというふうに考えております。これは

３１年度からの取り組みとして、この協会は経営と情報に強い専門家ということ

で、中小企業のＩＴ系を支援する活動を行っている協会でございます。そういう

ところから勉強会を含めて生まれた課題改善に向けた流れを進展させるお手伝い

をしていただきたいというふうに考えております。 

 ＩｏＴにつきましては、いろいろな分野での可能性があるというふうに考えて

おります。今週末、３月１７日日曜日ですけれども、四季の森文化館で行われま

す農業者向けのＩｏＴセミナーもございます。こういった農業分野での導入とか、

いろいろな分野での導入も考えられますので、いろいろな使い方ができるという

ふうに思っております。ぜひ３月１７日のＩｏＴセミナーにもご参加いただけれ

ばというふうに思っております。 

 行政内の導入についてということでございますけれども、昨年、国体期間中に、

国体の会場と駐車場を結ぶシャトルバスの運行を見える化ということでＧＰＳの

装置を取りつけまして、スマホで地図上でバスがどこを走っているかという位置

情報を示すようなことを行っております。そういったことを、例えば除雪車に転

用できないかということで準備をしておりましたが、今シーズンは積雪がなかっ
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たということで実証には至っておりませんけれども、そういった実績もございま

す。 

 また、職員の基幹の業務パソコンですけれども、それも資産管理ソフトといっ

たものを導入して遠隔で操作するといったようなことも行っております。 

 また今後、行政内の導入に向けては、災害時の対応ですとか、例えば小規模、

本当に小さい打ち合わせぐらいでしたらテレワークを活用しながら、例えばウエ

ブカメラを使ったテレビ会議とかそういったことも可能性としてありますし、Ｒ

ＰＡの導入に向けた各課の打ち合わせを含めて今実証に向けて取り組んでいると

ころでもございます。 

 また、各課からの提案の中でマイナンバー登録事務への活用とか、一部の小中

学校の体育館で電子施錠のシステムを導入するというようなことも計画もござい

ますし、上水道事業においてクラウド化するというような事業も３１年度計画を

されております。 

 使い方はいろいろあると思いますけれども、単に新しいものを追いかけるので

はなくて、どういった使い方をするかということを整理しながら、進めていきた

いなというふうに考えております。 

 以上です。 

○議長（江守 勲君） 河合町長。 

○町長（河合永充君） 行政内のＩｏＴの導入につきましては、本当に職員の中から

こういうふうにしたほうがいい。実はもうスマホとかそういったタブレットとか

というのは当たり前に使われる世の中になっておりまして、そういうふうないけ

んも出てきております。 

 また、今タブレットとかそういう導入を考えているんですが、やはりペーパー

レス化。これは紙の印刷を、もちろんＣＯ
２
削減という意味もありますが紙を印刷

する、また紙を資料としてとっておく、保存しておく、それを整理する。そうい

ったこともあわせて、一気にというのはなかなか難しいかもしれませんが、そう

いったペーパーレス化というのはもう時代の流れかなと思っております。 

 今、１番目の職員の働き方の中での質問もございましたが、やはりそういった

作業を少しでも減らしていく。これから少子・高齢化、なかなか働き手が、いろ

いろな時代にもなってきていますので、そういったことも今から取り組んでいか

なければいけないなと思っております。 

 ぜひ議会のほうでもペーパーレス化を進めさせていただきますと、これは議会
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が決めていただくことになると思いますが、役場での働き方改革の中で大きくデ

ータで提案させていただくとか、そういったことにもつながって、結構大きくま

た働き方の部分でプラスになってくるところもあるかと。 

 ただ、これにつきましては、議会のほうでいろいろな会議規則とかそういった

ものもありますで、また議論していただいて導入をしていただければ行政として

もいろんな面でプラスになる面もあるということもまたご理解をいただきたいな

と思います。 

○議長（江守 勲君） これより質疑を許可いたします。 

 質疑ありませんか。 

 ５番、滝波君。 

○５番（滝波登喜男君） いろいろ紹介をしていただきましてありがとうございます。 

 企業のところの中で今、４社、１０月にやって、いろいろ改善するって。そう

いった例、具体的な例じゃなくて数としてはどれくらい今そういうような感じで

町がお世話して導入しそうやとか、今相談も含めてどれくらい件数あるんでしょ

うか。 

○議長（江守 勲君） 総合政策課長。 

○総合政策課長（平林竜一君） そういった勉強会から生まれてきたのは今のところ

１件でございます。 

○議長（江守 勲君） ほかありませんか。 

 ４番、金元君。 

○４番（金元直栄君） このＩｏＴ推進ということで農業の分野でもという話あった

んですが、合併の当時、下水道の遠隔管理操作というのを随分提案しましたが、

これを進めなかったのは行政なんですね。あそこに事務所を置くんでなしに、永

平寺の支所あたりで管理できるようにしてはどうかとかいう提案を議会が随分し

たんですけど、できない、できない。 

 そういうことを考えると、僕は非常に保守的ですけれども、提案したのは私な

どなんですね。そういう意味で何か、本来、効率よくやるべきところと、タブレ

ットさえ持てば何でもできるというのにちょっと矮小化されているんじゃないか

と思うんですね。例えば今こういう論議しているんですけど、私やとタブレット

何台ぐらいと見比べられないですね。そこはペーパーレス化ということを簡単に

言うんではなしに、何のために何が必要なんかということを、今、事務の省力化

で何が求められているんかということを、もっと大事なところを残さなあかんと
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思うんです。そういう検証がきちっとやられて進められているのか。 

 それと私が言いたいのは、行政、これ結構旗振り役を今やろうとしているんで

すね。それはいいと思うんです。でも、分野によっては期待だけ振りまくだけで、

その後にそれに係るコストが膨大なものになる可能性があるという中でどうなの

か。農業の分野でって今言いますけど、例えばこういう機器を積んだ機械を、自

走も含めてさせようと思ったら１台１，０００万ではその機械の期待ばっかりに

なるんですね。それは期待を持たせるだけで、現実的にはなかなか難しいんでな

いか。それをやっぱり使おうと思うと、例えば吉野の上のいわゆる担い手育成の

ための田んぼの区画を大型化する問題なんかも含めてやっていかないと効率化さ

れていかないんですね。だから、短期、長期にどうしていくかも含めて、どこま

で支援できるかもあわせて示していただくと、少し具体的に見えるんじゃないか

な。 

 前から言っていますように、温度の管理とかいろんな水の管理とか、そういう

なのはスマホでできるようになっています。殊さらあれこれ言う必要ないと思う

んですね。そんなことも含めてどうなのか。 

○議長（江守 勲君） 河合町長。 

○町長（河合永充君） ＩｏＴの金元議員が導入を訴えられたとき、多分そのときに

僕かちょっとわかりませんけれども、多分今、こういうのを導入するに当たりま

しては水道課も監視のほうを入れるんですけど、いろいろな機材の更新の時期が

来たりそういったときに、じゃ、次はこういった新しい設備を入れようというの

も一つの考え方だと思いますし、もう一つ、ペーパーレスにつきまして、何も全

てをペーパーレスにするのではありません。今、行政の中ではどちらかというと、

こんなんもう紙でやっているときではないよね。そういうふうな流れにもなって

いますので、そういった部分はデータとかは保管しておこうかとか、そういうふ

うにやる。もちろん紙でしっかりとっておく、紙で議論する、そういったことも

しっかりとしなければいけません。 

 この前も言いました永平寺町のここの下にある輪転機、年間１５３万枚の印刷

をしております。それは各戸配布であったりいろいろ。もう一つは、そこの前に

いる職員、輪転機に係る職員が９６０時間、何らかそこで印刷をして、またそれ

を配布して、また閉じて。また、いろいろそういった時間的なことも出てきてお

ります。 

 何も今、その９６０時間をゼロにしようとか、百五十何万枚を１００万枚にし
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ようとかそういったのではなしに、一つ一つ仕事をしながら、これはこのほうが

いいよね。それはなぜそういう意見が出るかといいますと、もうスマホとかタブ

レットは普通に日常で、またいろんなところで使われてきている中で身近なもの

になっている。当たり前のものになってきている。そういったのをやはりしっか

りと導入していくこともこれから進めていかなければいけないなと思います。 

 決して金元議員が心配されているように一気に変えるとか、逆に一気に変えて

しまいますと、今度それを使いこなすとか、それでまた大変な労力になってしま

いますので、求められているところからやっていきたいというのが一つと、農業

について高い経費がかかるんじゃないか。ぜひ金元議員、そのＩｏＴに参加して

ほしいんです。いろんな技術者と農業の課題、そういったのを結びつけて、いや、

実はこれぐらいランニングでできますよというのができるかもしれません。 

 これはうちのＩｏＴセンターでできたんじゃなくて、もともとそういうのを取

り組んでいた永平寺町内の会社の方と上志比の農家の方がハウスをやりました。

スマホで、高齢な方なんですがスマホで温度管理とかいろいろなことがわかるよ

うになるということで、それも大手メーカーの設備を入れると物すごく高くなる

んですけど、そこの方と２人で開発して、本当に必要なところだけ、何が管理の

中で省力化になるか。そういったお話をすることによって物すごく安くでき上が

……、まだ実験の段階らしいです。それをこの前、うちのＩｏＴ研修会で発表も

していただいたときに、またいろんなところから、その企業さん、福井の、今１

人でやられている方なんですけど、引き合いが来て全国に説明に行くとか、そう

いった話も聞いておりまして、ぜひ。実は技術者も農家の方もお互いに誤解をし

ているところがあったりするので、ぜひ参加をしていただいて、農家の課題とか、

これはちょっとお金かかると思っていたのが実はかからないとか、実は簡単にで

きると思っていたのがなかなか難しいとか、そういったことをぜひ参加をしてい

ただいて、永平寺町の農業のこれから担い手不足であったり、いろんな省力化の

中で、金元議員の今までの蓄積された農業の技術を生かしていただければなと思

いますので、ぜひ参加を心からお待ちしております。 

○議長（江守 勲君） ほかありませんか。 

 ２番、上田君。 

○２番（上田 誠君） ここの第２審議に持ってくる中で、３年目を迎える本年とい

う言葉があると思うんですが、やはりこの推進事業というのをどういう形でいつ

まで進める。その時点で、例えばこういう成果。今言ったように数字的に企業さ
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んが５件あるとかそういう数値目標も必要かもしれませんが、ある程度例えば５

年後にはこういう形に盛り上がりができるよと。１０年後はこうだよ。１０年続

けるためにはこんだけの費用投入も必要やし、こういう形態で進めますよと。そ

れらが、今３年たった時点でまだ、私ども議会側とすれば見えてこないというか、

そんな気がちょっと私どもは理解度が悪いんかもしれませんがちょっと見えてな

いわけですね。 

 ですから、例えば費用投入のところが、今、地方自治体でやっていますね。当

然今それは国とかの助成とかもらってやっていますが、それがずっと続くのかと

いうと、果たしてそうでないと。そうなったときに、我が町はどうするのか。ど

ういう形でそれを継続するのか、そこまでそこの土壌に入っているので、そうい

う推進事業はある程度縮小していくのか。そこらあたりがあんまり見えてない。 

 ただ、今はまだ予算があるから、ある程度助成があるし、それで進んでいるわ

けですが、そこらあたりが若干見えてないんじゃないかなというふうに私は思う

わけですね。 

 それをちょっとお考えがあったらお示しいただき。お考えあったというよりも、

それをもう示していかなあかん時期に、もう３年目ですから来ていると私は思っ

ているわけなんですが、そこらあたりの見解をお願いしたいと思います。 

○議長（江守 勲君） 総合政策課長。 

○総合政策課長（平林竜一君） ＩｏＴ推進につきましては、今、取っかかりという

かきっかけは地元の企業さんの活性化といいますか、商工業の振興ということで

スタートしております。そういった中で、３１年度予算につきましてはまちづく

り会社への事業補助という形で３５０万、予算を持ちました。これは単独事業で

すけれども。 

 繰り返しになりますけれども、そういったＩｏＴ推進事業を進めていく中で、

地元の企業さんの業務改善とか課題の改善といったことを町が旗振り役にはなっ

ていますけれども、まちづくり会社も含めまして、先ほど言いました地元のアド

バイザーの方ですとか、先ほど紹介しましたＮＰＯ法人の方ですとか、そういっ

た方々に協力していただいて、地元のその企業と何かＩｏＴのセンサー、デバイ

スをつくるＩＴ企業さんと結びつけるような取り組みを続けていきたいという中

で、５年後どうなる、１０年後どうなるというのは、それを継続していく中で、

当然、町の予算の中ではまちづくり会社がある意味それをまとめていただくとい

うような旗振り、また違った旗振りをしていただくというような形で思っており
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ます。 

 そのときに、そのＩｏＴの例えば製品が必要なときに、例えば県の事業ですと

か金融機関から融資をもらうとか、そういったことはあるかと思いますけれども、

町として推進をしていく中でその製品をつくる、町がつくるということではなく

て、やっぱり結びつけるというそれを進めていきたいという思いでやっています

ので、５年後にどれだけの成果が出てというのは正直今のところ、そういった動

きを常にやっていきながら、少しずつでもいいですから成功事例、ＩｏＴを導入

して地元の企業さんが、こういうことができるんや、こういうことが省力化でき

るんやというのを成功体験として積み上げていただければなと、そういう思いで

やっております。 

○議長（江守 勲君） ２番、上田君。 

○２番（上田 誠君） 今ほどご説明の中にありましたように、一応ことしはまちづ

くり会社さんに事業補助としてやっている。 

 いろんな第１審議のときにも出ていたと思うんですが、私も話ししたと思うけ

ど、そのまちづくり会社さんが、事業補助がなくなった場合、まちづくり会社の

運営形態の中には今の事業の補助であったりとか、それからＩｏＴの推進事業の

これのほか、その事業補助だけじゃなくて笑来の指定管理料が入っていたりとか

いろんな形で運営形態をつくっているわけですね。そこらあたりも含めて、それ

は今度はまちづくり会社が考えることかもしれませんが、そこでぜひとも事業補

助が終わった後、まちづくり会社が縮小していってまうんではどうしようもない

んで、思いはよくわかりましたので、これが育つように、ぜひ考えもやっぱりあ

る程度必要かと思いますので、ぜひそこらあたり今後気をつけていただきたいと

いうふうに私は思っているわけです。 

○議長（江守 勲君） 河合町長。 

○町長（河合永充君） 考え方としましては、この前ご説明しました観光物産協会の

事業補助の考え方とよく似ているかなと思います。今、こういうふうに補助して

いますが、まちづくり会社さんには中心的になってやっていっていただく。そし

て、ＩｏＴを通じて収益を上げていただく、そういったことも考えていただく。

そういったのはやはり話をしながら、何年後にはこういうふうな体制にしていき

ますよというのをしっかりと話をしながら進めていくということが大事かなとも

思っています。 

 議員が心配されますように、毎年毎年ずっと一緒なだけ、一緒なだけでは、何
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かそれではちょっと尻すぼみになっていくとかなったときでも、本当に当初の目

的というものが忘れられてしまう、そういったこともあるかもしれませんので、

そういったのはしっかりと話をしながらやっていきたいなというふうに思ってお

ります。 

 いずれもまちづくり会社がこれからは中心になってやっていただくようなお話

もしていきたいなというふうに思っております。 

○議長（江守 勲君） ほかありませんか。 

 １１番、酒井和美君。 

○１１番（酒井和美君） 永平寺町ＩｏＴ推進ラボということで、ＩｏＴ推進ラボと

いうのは各県に二、三の自治体ぐらいが取り組んでいることだと思うんですけれ

ども、その中でそれぞれの特色を出されている状態であると。例えば鯖江なんか

はよくされているのは、学校教育のプログラミングができる人を集められたりと

か、サテライトオフィスですとかＩＴ系企業を誘致するとかそういうことをして

いるのかなと思って見ているんです。加賀市のほうです。今、ブロックチェーン

システムを行政内のシステムで何とか活用できないかみたいな開発をサポートす

るみたいな方向性を打ち出されていると。 

 永平寺町はどうするのかという部分で、この予算書を拝見すると、されている

ことの事業のレベルが商工観光課の創業支援みたいなもんなんですよね、これっ

てブランド戦略であるとか。その商品開発であるとか。これっていうのは、やる

ことが当たり前のことであって、推進ラボということの方向性ではないと思うん

ですね。 

 どの自治体もこれからこれは普通にやるだろうというレベルのことであると思

うんです。永平寺町としてはどうするかという部分で、それが自動走行であると

か、ＭａａＳなのかもしれないんですけれども、地方創生の鍵ということを総合

政策課さんが今、永平寺町で握られている状態であると。地方創生とういと大体

観光戦略かそういうＩＴ系の最先端の技術かということになるのかと思うんです

けれども、目的とするのは人を呼ぶこと、人にたくさん住んでもらうこと、経済

的に豊かになること、企業をたくさん誘致することだと思うんですが、その結果

を出してほしいのであって、何か変わったことをしてみましたということではな

いと思うんですね。 

 その結果を出すために、永平寺町としては何をするのかという方向性というこ

とをはっきり見せていただきたいんですけれども、それがその予算の中でちょっ
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と見えにくいなというところで、その方向性はまちづくりが決めるのではなくて、

永平寺町のほうで決められてまちづくりに仕事してもらうということだと思うん

ですけれども、昨年はカンザダあみるさんもいらっしゃっていた中で、永平寺町

こそができることということも彼は提示していたと思うんですが、あみるさんに

その仕事を任せるのではなくて、永平寺町としてそれを受けとめて、永平寺町と

して何ができるかなということ、私はそれを出していかれるのかなと思ったんで

すけれども、そういう方向性も見えないので、ちょっとお示しいただきたいなと

思います。 

○議長（江守 勲君） 総合政策課長。 

○総合政策課長（平林竜一君） まず、地方版ＩｏＴラボ、永平寺町ＩｏＴ推進ラボ

を選定を受けた経緯、背景ということをちょっとご説明させていただきますと、

永平寺町は自動走行の実証実験に取り組んでいます。その時点で、自動走行関連

のいろんな企業さんが県外、県内から永平寺町に訪れて、いろんな意見交換、あ

るいはこういった技術があるというふうな紹介をいただいております。 

 そういった機会を、ただ実証実験をして終わって去っていくということではな

くて、できればそういった方々と地元の企業さんが何かマッチングするような形

がとれないかという中でＩｏＴ推進ラボという枠組みをつくりまして、その中に

福井銀行さんですとか、商工会ですとか、まちづくり会社ですとか、そこに参画

する企業さんを含めてＩｏＴ推進ラボというような枠組みをつくるといったこと

で経済産業省のほうに選定をいただいたという背景がございます。 

 そういった中で、自動走行に限らず地元の企業といろんなビジネスチャンスを

つくっていく上では、町内の企業と、自動走行に限らずいろんな困り事があると

思いますので、そういった形でのビジネスチャンスというものも一方では探って

いくということもＩｏＴ推進という形の中でやっていきたいということでござい

ます。 

 一方、ＩｏＴを活用したまちづくりという意味で、ＩｏＴ推進ラボをきっかけ

に西岡先生とか、その方に関係する方々で、まずは永平寺町の第２次総合振興計

画がありますが、そこに７つの基本目標がございます。その７つの基本目標に沿

って、ＩｏＴでそれらを何かできないかということで、パッケージみたいな形で

考えたときに、例えば文化、自然という意味での心の豊かさのＩｏＴですとか、

医療、福祉の部門のＩｏＴですとか、モビリティの部分でのＩｏＴですとか、先

ほど話出ました農業とか新しい産業においてＩｏＴとか、その７つの基本目標に
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沿ったＩｏＴのパッケージというものを考えて、ただそれを一遍に全部やろうと

いうのはなかなか難しいので、その中で何を優先すべきかということをみんなで

考えたときに、やはり防災・防犯というようなこと、これは繰り返しになります

けれども行政の業務の効率化、そういったことを優先に取り組もうというような

ことで今進んでいるということで、ＩｏＴ推進につきましてはそういったまちづ

くりの部門と企業を応援するラボの中での動きと、そういった形で今進めている

ということで、永平寺町としてはそういう進め方をしているということでご理解

いただきたいと思います。 

○議長（江守 勲君） 河合町長。 

○町長（河合永充君） ＩｏＴ、町が何をするのか。そうじゃなしに、僕はこの永平

寺町で民間の方が何かをする、何かをしたい、それをしてもらって、いろんな方

がこの永平寺町に集まっていただいて、そこで交流が生まれて、そして先ほどか

ら課長が言っています町民の皆さんとつながってもらう。それが大事かなという

ふうに思っております。 

 今の東京大学の西岡先生もいろいろな提案いただきながら、ただ、その提案も

行政としてできるのかどうか。ここは今、行政が求めているから、求めていると

いうか、これからのＩｏＴの時代で、先生のいろんな知識、経験を生かしていた

だいてやっていただきたい。 

 今、防災ってありましたが、町としての今の究極の、究極といいますか、その

ＩｏＴ化の目標はやはり住民の皆さんと町がスマートフォンでつながりたいとい

う思いがあります。これは１００％つながるんでなく、もちろん紙媒体もありま

すし、ただ、防災情報とか観光情報、いろいろな情報がアプリという名のもとに

何個もできて、例えば防災の情報も災害が来たときに初めて見る。そのアプリが

どこかもわからなくなってしまう。そうじゃなくて、一つの一本化の町の情報発

信として住民の皆さんとつながることによって、本当に住民の皆さんが知りたい

情報とか、いざというときには町から強制的にということはあれですけど、絶対

送れるようにするとか、それができないか。そして、スマートフォンとかそうい

ったものも町と、そういったシステムができ上がれば、物すごく住民の皆さんに

いろいろな情報発信もできると思いますし、つながることができる。 

 ただ、１００％それを絶対にするのではなしに、しっかりとした広報永平寺と

かそういったものも大事にしていかなければいけないというのも今取り組もうと

しております。 
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 もう一つは、今、自動運転を始めたことによって、もちろん禅もやっていて、

あみるさんみたいな方も来ていただける。自動運転では西岡先生もそうですし、

各大きなというとあれですが、いろんな県内外の企業さんも今、永平寺町で何か

ができないか、こういうことができないかというのもあります。ただ、それもそ

の単体の企業さんだけじゃなしに、入ってきている皆さんの企業さんで一ついろ

んなつながりの場を持っていただくのも一つのＩｏＴラボの役割かなとも思って

おります。 

 その企業さんが、この永平寺町で来るかどうかというのはまだ確定ではないの

で何も言えませんが、そういう引き合いは今物すごく多くなってきています。先

日も政策課の職員が除雪車の、あれは５Ｇですけどそういったのを提案したこと

によって、あれが地域課題解決賞になりました。実はその地域課題解決賞をとっ

たときには、多くの企業がそこに来ていたんです。ここで選ばれたのはある程度

実証を目標とするというそういったコンテストでしたので、そういった点でもま

た永平寺町でああいった雪とか、それに関心がある企業さんが実証実験をしてく

れる。そういった実証実験と実証実験をしている皆さんをまたつなげていく。そ

して、住民の皆さんとつなげていく。また、商売をされている、農業をされてい

る皆さんとつながっていく。これこそが大事で、民間の皆さんが開発に交流がで

きる。そして、新しい知識をこの永平寺町の産業にも落とし込んでいけるように

していくというのが、このＩｏＴ推進ラボの最大の目的だと思っております。 

○議長（江守 勲君） ほかありませんか。 

 １１番、酒井和美君。 

○１１番（酒井和美君） 民間の企業さん、ＩＴ企業さんというのは常にアンテナを

張っているわけですね。その中で自分たちが行って、すごく活躍できる場所を求

めていると。得意分野に応じて分かれているわけですよね、今。加賀市やったら

ブロックチェーンって言っていると、ブロックチェーン、僕たち得意やでそっち

集まろっさと。プログラミングつくる、プログラミング得意な人たちは鯖江集ま

ろっさってなっている状況で、永平寺町としてのカラーは何かと。今のお話を伺

っていると、やっぱり交通であるとか、移動手段のＭａａＳがメーンになってい

るんじゃないかなと思ったんですけれども、除雪のことであるとか、全部道路関

係のことであるし、あと農業ですとか、物すごく大きくして中山間地問題解決と

いうことをいえば、農業でＩｏＴ活用したいという人が集まったり、交通問題解

決でＩｏＴ、自分のところの企業活躍させたいと思う人が集まってくるわけです
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よね。そういう特色をもっとはっきりとされたらいいんでないかなと思うんです

けれども、今ちょっと防犯でって、防災でっていうことをおっしゃられたので、

あれっと思ってしまって。その防災でということは、もうそれをＩＴでやるなり、

ＩｏＴでやるなりというのは当たり前のことであって、それはもうやるべくして

やってくださいという次元の話であって、それを特色として全国レベルで永平寺

町は防災のＩｏＴやりますので防災ＩｏＴやりたい企業さん集まってくださいと

いう話ではないんじゃないかなと思うんですけれども、そこらあたりの差異につ

いてどうかという部分と。 

 あともう一つ、四季の森文化館の活用なんですけれども、はっきりと私はあれ

をＩｏＴ推進事業に活用するということで方向性を打ち出していただきたかった

んですけれども、改修をされるのであれば何のために必要な改修か、これはこう

いうことで改修しますということの事業計画書みたいなものとか、設計書みたい

なものというのが見せていただけるんではないかと思っていたんですが、普通に

危険な部分を直しますよとか、そういったことが改修なのかなという部分で……。 

○議長（江守 勲君） 酒井さん。四季の森文化館、後で出てきます。 

○１１番（酒井和美君） わかりました。 

 総合政策課さんのご意見をお願いします。 

○議長（江守 勲君） 総合政策課長。 

○総合政策課長（平林竜一君） 繰り返しになるかもわかりませんけれども、ＩｏＴ

推進に関しましては、ＩｏＴを活用したまちづくりとしてのＩｏＴ推進という部

分と、ＩｏＴ推進ラボの中での動きとして、地元の企業を応援するという、支援

するというような動きと２つありまして、その中で特徴というお話ですけれども、

ＩｏＴ推進と自動走行もそうですし、地域未来投資促進法とかいろんな取り組み

をやっている中で、最終的にはやっぱり持続可能な行政サービスを続けていく中

では、やはり今、企業誘致ですとかそういった今後自主財源を確保するというよ

うなことを進めていく中でいろんな取り組みをやっていて、いろんな取り組みの

中で永平寺町でいろんなことができるという一つの選ばれる条件を、環境を取り

そろえていくという中のＩｏＴも一つだというふうに思っております。 

 そういった中で、特徴ということですけれども、自動走行をきっかけにそうい

ったＩｏＴを推進する。地元の企業さんにとってみると、逆に言うとＩｏＴでど

ういった課題が解決できるのというようなことをまだわからない部分もあろうか

と思いますし、そういった形で機運を高めていただく、気づきを持ってもらうと
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いうことも一つ、行政として支援していく部分ではないのかなというふうな思い

でやっているということでご理解いただきたいと思います。 

○議長（江守 勲君） ほかありませんか。 

 なければ、暫時休憩いたします。 

 ３５分より再開します。 

（午前１０時２５分 休憩） 

────────────── 

（午前１０時３５分 再開） 

○議長（江守 勲君） 休憩前に引き続き再開いたします。 

 次に、自動走行推進事業に関する事前の通告に対する補足説明を求めます。 

 総合政策課長。 

○総合政策課長（平林竜一君） 自動走行推進事業、実用化に必要な実証内容。解決

すべき課題と課題解決に必要な時間はというご質問をいただいております。 

 まず、自動走行につきまして、平成２８年度末、２９年の３月に国の選定を受

けまして、今日まで、永平寺町にとっていろいろな効果があったということをま

ずご理解いただきたいなというふうに思います。 

 直接的ではございませんけれども、平成２９年に推進交付金を活用しまして永

平寺参ろーどの機能強化の整備を行っております。舗装の補強ですとか、橋梁の

補強、道路拡幅といった機能強化を行っております。１億２，０００万の事業費

の中で、国、県も特別に応援していただいて、町の負担が４分の１という少ない

負担で、工事に関しましては町内の事業所に発注をし、地域経済に波及効果があ

ったというふうに考えております。 

 また、平成３０年度の１カ月の実証実験におきましては、まちづくり会社が実

施主体となりまして、地元の雇用ですとか飲食関係、また福井県立大学の学生を

アルバイトとして雇用したりとか、あるいは細かいことでいいますと事務用品的

なもの、あるいは備品の購入といったものを含めまして、町内での購入、消費と

いうことで、約７００万ほどの地元への経済効果があったというようなことで、

またそれに事業主体そのものがまちづくり会社が委託契約を受けているというよ

うなことで、まちづくり会社そのものが実施主体になり得るというようなことが

証明できたといいますか、存在として明らかになったというふうに考えておりま

す。そこで１カ月の実証で培ったノウハウを、今後、長期実証あるいは実用化に

向けて生かしていけるのではないかというふうに考えております。 
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 実用化に必要な実証内容ということでございますけれども、今、国の事業採択

が正式に決まれば、長期間の実証、サービス実証が必要だというふうに考えてお

ります。実証に向けては、台数をふやしたり、予約あるいは配車のそういったシ

ステム化、あるいは運行のシステムの安定的かつ効率的に運用できるような、ま

た採算性も考慮した長期の実証、そういったことを行っていくために、やはり長

期の実証が必要になってくるというふうに考えております。 

 実際、３０年度の１カ月の実証実験では、まちづくり会社が予約を受けて配車

スケジュールを組んで行うといったようなことを、手作業で行っているというよ

うな状況ですので、これをやはり省力化をするためにもそういったシステムの構

築というのは必ず必要になってくるのかなというふうに考えております。 

 今後、国のそういった正式な実証実験が決定すれば、６カ月程度の長期実証を

行うということから、これからもこれまで以上の地元経済への波及効果が期待で

きる、見込まれるものというふうに考えております。 

 解決すべき課題ということにつきましては、これは繰り返しになりますけれど

も、自動走行推進する上で少子・高齢化ということが当然、そういった社会であ

る中で、移動弱者、買い物弱者、あるいは人手不足といったようなことへの対応

というものが大きな課題であり、それを解決するために自動走行という一つの技

術を使っているということでございます。 

 人生１００歳時代と言われる中で、１００歳以上の９割が女性の方だというふ

うに言われております。女性といいますと、どうしても運転免許の保有率が男性

よりも極端に少ないといったようなこともございますので、そういった社会への

貢献といったことも含めて地方の過疎地には必要な移動手段だというふうに考え

ております。 

 そういったことも含めまして、自動走行について今後ですけれども、今、一般

車両が混在する道路環境の中で自動走行が全てにおいてその課題を解決するとい

うことはなかなか困難であるというふうに考えております。そういった中で生ま

れてきたのがＭａａＳというような考え方です。 

 ＭａａＳというのは、いろいろな移動手段、自動車に限らず、電車であるとか、

バスであるとか、自転車もそうですし、スクーターとか、ちょっと位置づけが難

しいところありますけれどもシニアカーみたいなそういったものも、極端に言う

と徒歩も移動ですので、そういったことをうまく組み合わせながら、自動運転と

連携しながら移動を考えていくというふうなことをこれからの取り組みの中で進
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めていきたいというふうに考えております。 

 ただ、その必要な時間ということになりますと、やはりそういった関係する事

業者でありますとか、住民の皆さん方の熱意といいますか思いも大変必要になっ

てきますので、そういったことも含めてできるだけ早い時期に進めていきたいと

いうふうに考えております。 

 以上です。 

○議長（江守 勲君） これより質疑を許可いたします。 

 質疑ありませんか。 

 ９番、長岡君。 

○９番（長岡千惠子君） 今、せっかくご答弁いただいたんですけれども、お聞きし

ている内容は自動走行の実用化に必要な実証内容をお聞きしたいということと、

それから解決すべき課題というのは、少子・高齢化とか交通弱者等が解決の課題

であるというんですけれども、これではなくて自動走行を実用化するための課題

が何かということがお聞きしたいんです。 

 それと、もう既にこの自動走行の実証実験を始めて何年かたっております。地

区の方々にとりましては、目の前で実験をしている車を見ているわけです。いつ

になったら私たちの足として使えるのかということに対して町民の皆様、すごく

興味を持っていらっしゃると思います。 

 ですから、いつからそれが実用化できるのかということがお聞きしたいという

ことなので、その点についてお答え願いたいと思います。 

○議長（江守 勲君） 総合政策課長。 

○総合政策課長（平林竜一君） 実用化に必要な実証内容ということですけれども、

先ほど申し上げた、繰り返しになりますけれども、１カ月の実証実験で得た実用

化に向けての課題というのは、先ほど言いました予約でありますとか、配車をす

るそういったシステムを構築するといったようなこと。あるいは運行のシステム

そのものが、誰でも操作できるような、簡略的で安定的なシステムであるという

こと。また採算性を考慮するというようなこともあります。 

 そういったことをさらに実証を積み重ねることによって実用化に向けた取り組

みをしていきたい。そのためにはやはり１カ月ではなくて、さらに長期の実証実

験が必要になってくるだろうというふうに考えておりまして、そういった考えの

中から産総研のほうに永平寺町としてさらに継続したいということで、産総研の

ほうもそれを事業計画案としてつくり、国のほうに申し上げていると、申請して
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いるという形で、今、第三者委員会の中でその結果を待っているというような状

況です。 

 いつになったらということでございますけれども、今言ったようなシステム

云々ということとは別に、やはり今の現状では道路交通法でありますとかいろい

ろな法律というものも一つクリアしなければならないものとしてあります。今現

状のガイドラインでは、自動走行の車に運転席にやっぱり緊急のために人を置く。

あるいは人を置かないんであれば遠隔の監視側に人を置いて走行を監視するとい

ったようなガイドラインがあります。やはりどうしても安全ということを考えま

すと、限定された区域でというような形になってきます。 

 ですから、先ほど申し上げましたように一般車両と混在するような道路環境の

中で、なかなか自動走行が、皆さんのご自宅まで迎えに来て、目的地まで行くと

いうようなことは、今の永平寺町がやっている小型のモビリティ、電磁誘導線タ

イプで全てを解決しようというのはなかなか難しいと考えています。 

 そこで、繰り返しになりますけれども、いろんな移動手段を組み合わせて、切

れ目のない移動ができるようにするために新たなモビリティサービスというよう

なことを考えていくという取り組みも同時に行っているということで、一つの目

標としては国が示している２０２０年中に限定された区間での実用化をというふ

うに国は指針を出しておりますけれども、目指すところは一つの目標ではそこか

もわかりませんけれども、やはり永平寺町全体を考えたときに自動走行だけで移

動を全て解決するというのはなかなか難しいので、ＭａａＳというような大きな

くくりの中で自動走行も含めて皆さん方の移動をスムーズに行えるような方法が

ないかということを取り組み始めたところですので、そういったことも含めてご

理解いただきたいなというふうに思います。 

○議長（江守 勲君） 河合町長。 

○町長（河合永充君） 補足で、この実証実験は過疎地モデル、もう一つは国の法律

を変えていくといいますか、自動走行って実は世界どこでもまだ実用化されてい

ません。政府は、この実用化に向けて、永平寺町も含めていろんなところで実用

化、実証実験をして、安全確保ができるか、課題は何か、それを一つ一つクリア

していって法律を変えていくというふうな取り組みになっています。 

 この自動運転につきましては、国際の中でもいろいろな取り決めがありまして、

昨年は、ようやく国連のほうで自動運転が日本でも取り組みやすいような改正も

ありました。徐々に徐々に改正していって、国は東京オリンピックまでに実用化
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をさせたい。それは一部区間でもいいから走らせたい。ただ、その一部区間でも

走らせるということは、実用化ですので、そこから物すごくいろんな取り組みに

生かされていく。ただ、安全対策はどこまでしなければいけないのか、道はどう

いうふうにしなければいけないのかという取り決めもされると思いますが。 

 今、永平寺町では言いましたとおり、そもそもの目的、過疎地をこれからどう

いうふうに最先端技術を使って解決していくか。今回の一般質問でありました買

い物の方の足であったり、そういったのの一つに自動運転を生かしていくという

中で、ＭａａＳというのが実はそれの解決。そして、一部区間でも走らせること

ができることによって、そのＭａａＳに自動運転を短い区間からでもいいから取

り入れていく。それがどんどんどんどん安全性が確保されていくことによって、

自動運転の距離が延びていくことによって、人手不足とかそういったのにも対応

していくというふうな流れになるのかなというのは、まだ私が今までかかわって

きた中での一つの考えといいますか、そういうふうな流れになっていくなという

ふうに今考えておりまして、最初もともとは自動運転がこの過疎地モデル、地域

の足にというのがあったんですが、よりいろんなところでやっていくことによっ

て、日本政府も、これだけではなかなか課題解決にはつながらない、人手不足と

いう課題も出てきた中で、ＭａａＳというので、そこでＡＩを使ったり、既存の

公共施設を結びつけて、より効率よく、また貨客混載、経費をどういうふうに落

として持続可能なサービスにするかというのが、今、永平寺町でその実験が行わ

れようとしています。 

 いつできるのかといいますと、自動運転につきましてはオリンピックまでを一

応、一応と言うと怒られますが、政府の目標なので、それに向かって僕らも取り

組んでいく。そして、交通の皆さんの足になるのは実は来年度、志比北地区でデ

マンドバスを実験的に、これもＭａａＳの一環として走らせることによって、ほ

かの地域にもどういうふうに落としていくか。それはより実現的な話になってく

ると思いますので。 

 長い目で見ますと、デマンドバスと自動運転、また電車、こういったものをど

ういうふうにＡＩとかを使ってつなげていくか。こういったことがなりますので、

目に見えてくるのは志比北地区のそういったところからまずは地域の皆さんに見

えてくるのかなというふうには思っております。 

○議長（江守 勲君） ９番、長岡君。 

○９番（長岡千惠子君） 町長と担当課長と今ご答弁いただいたんですけど、済みま
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せん。予約システム、それから運行システムにつきましては、予約につきまして

はもう既に開発されたものがございます。皆さんもご利用になっていると思いま

すけど、ＪＲの切符もコンピュータ、ネットで予約ができます。それから高速バ

スもネットで予約ができます。飛行機の座席もネットで予約ができるようになっ

ております。これはもう実用化というか実際に運用されている部分ですし、それ

をうまく利用すれば、確かに自宅から云々ということになると、その予約システ

ムの中で改善しなくてはいけないことはたくさんあると思います。ただ、停留所

からということになると、これは十分に活用できる、別に開発の必要なものでは

ないと思います。 

 運行につきましても、特定の期間を定めてということであれば、もう既に神戸

等で行われています新交通システム、これは運転手がいない電車です。電車です

から軌道を走っていますので、ほかに邪魔されるものはありませんけれども、そ

ういったものが実例として既にもうでき上がっているということから考えます

と、それほどシステム改修に時間のかかるものではないというふうに思います。 

 それを含めますと、オリンピックまでって町長おっしゃいましたけど、きのう

でしたか、オリンピックまで後５００日という報道がされておりましたので、５

００日の間にできる限り実用化に向けての実証というのをやっていただければと

思いますし、町長がおっしゃっていましたＭａａＳというのは、あくまでも予約

システムではそういったものを使うのかもわかりませんけれども、デマンドバス

にしましてもコミュニティバスにしましても、実際に運転するのは自動運転では

ないと思いますので、そことは一旦ちょっと切り離してお考えいただいたほうが

いいのではないかというふうに思います。 

 ご答弁ありましたらお願いいたします。 

○議長（江守 勲君） 河合町長。 

○町長（河合永充君） 予約システムはあります。何が今大変なのかといいますと、

配車。今回は、例えばその車がどこを走っていて、それを実はオンデマンドタク

シーとか、オンデマンドバス、乗り合いのバスの場合は人がずっとやっています。

システムでき上がっていますが、まずＧＰＳに落とし込んで、最短でどういうふ

うに行けるか。今、どこを走っていて、それをどういうふうに次の電車の時間、

またバスの時間、いろいろな公共交通の時間、それを計算をしてお知らせする。 

 そして今、例えばコミュニティバス、なぜ乗らないのか。一つは停留所までの

距離があるとか、それが何分後には家のすぐそばのここに来ますよとか、そうい
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った新しいソフト、これは実は既存でもやっているところあります。ただ、それ

も一つのモビリティに関してやっていて、つなげている、つなげていくというの

はできませんし、予約システムはそんな難しいシステムではありませんので、そ

れは既存のを組み込むだけの話になると思いますが、どういうふうに連動させて、

というふうに最小限のコストで抑えられて、ＡＩを使って、この時間帯はどの辺

を走っていたらいいのか。そういったことを町で研究するのと、もう一つ、自動

運転はどちらかというとハード面、安全性、ソフトも大事なんですが、ハード面。

センサーによって人を感知して、どういうふうにとまるか。信号の何メートル手

前ではとまらなければいけないか。これをしっかり実証しなければ国の法律をな

かなか変えることができない。安全面で。そこの実証実験をこの永平寺町でやっ

ていまして、オリンピックまでを目標に、世界中まだどこでも、１メートルも公

道では、警察の許可とか特別な許可がない限り走っていないのを、どこかでオリ

ンピックまでには走らせたいという目標がありますので、ぜひ永平寺町で世界で

初めて実用化になって、そこから応用としていろいろなモビリティと結びついて

いく、結びつけていく、そういったことが大事かなと、今進めているところです。 

○議長（江守 勲君） ほかありませんか。 

 ２番、上田君。 

○２番（上田 誠君） 私、ちょっと違う観点でお願いします。 

 これの実際、実証実験というんですか、それを先ほど出ていましたまちづくり

会社がやっているということで、これを実用に向けたときの採算性も含めて、ま

た町がどんだけ支援せなあかんのか。また、継続的にそれが例えばコミバスにか

わるものであるならば、今実際使っているコミバスの費用をどういうふうに充て

ることによって、まちづくり会社も経営なるし、地元のサービスにもなる。それ

の一連の考えをぜひ示していかないと、なかなか議会も当然予算伴うものですか

ら、今後は実際に２０２０年東京オリンピックのころには実証をやるということ

であれば、ぜひ考えていただきたい。例えば一つの例ですけれども志比南小学校、

あの近くにありますから、小学校の子どもを動かすことによって費用的にはどう

なるんかとか、そんな面も含めてぜひそこらあたりを、ここ数年のうちにちょっ

と構築できればお願いしたいというふうに思いますので、よろしく、そこらあた

りの考えあったらお示しください。 

○議長（江守 勲君） 河合町長。 

○町長（河合永充君） 本当にそこが大事なところなんです。持続可能に新しい公共
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交通を維持できるかどうか。 

 そして今、既存の公共サービスで町は幾らぐらい今使っているか。ちょっと試

算はあるんですが。その範囲内でできるかどうか。料金はどう設定するか。実は

ここが物すごく大事でして、国からの補助金とか何かいろいろあるからできる。

補助金とまったらもうできないの？ それはもう実際サービスはありませんの

で、今、永平寺町でやろうとしているのは永平寺モデルということで、この町で

できたことをよその町に持っていって、そこは人口規模であったり、面積とかも

ありますが、この町ではこれぐらいのコストで、もちろん行政の負担というのは

あると思います。今でもコミュニティバス、いろんなところに出している。その

範囲内もしくは便利になるサービスのプラスアルファ、そこをやはりしっかりと

これから積み上げていかないと、ただ走って終わりとなりますので、その辺はし

っかりやっていきたいと思います。運営の面ですが。 

 今、実験の面では、今回の予算でも２００万円程度の予算を持たせていただい

ております。これはどちらかというと自動運転の啓発であったり、そういったこ

とに使わせていただいて、あとのいろんな実験とかそういったものは産総研さん

からまちづくり会社にいろいろ委託していただいたり、そういった関係の実験す

るのに対してはそういった方々がお金を出していただいて進めていくという形に

なってきましたので、どんどんいろいろな方々がこの町で実験をしていただいて、

もちろん安全の確保というのは絶対条件になりますがしっかりしていきたいの

と、今おっしゃられたその後のこともしっかりとそこはやっていかなければ、僕

らが一番危惧するところ、持続可能な町にするためにも大事なところですので、

そこはしっかりとやっていきたいと思います。 

○議長（江守 勲君） ほかありませんか。 

 １０番、川崎君。 

○１０番（川崎直文君） ３１年度が２００万弱の費用をかけて、今説明ありました

ように予約システム。これ具体的に今の実証実験やっているルートに複数台の車

が走る。そして、予約運行システム、町長も言われたそれを実際やる。予約です

から、地元の人も参加してもらって予約を運行していくという、どういうレベル

の実証実験かというのもちょっとイメージ固めたいなと思いますので、わかる範

囲であればもう少し具体的に。今の参ろーどでやっています自動走行の話です。 

 地元の人もかかわっての実証実験ということになると、だんだん地元の人もこ

ういうシステムかなという実感が湧いてくるわけですよね。 
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 次に、３１年度は今言った予約システム。具体的な運行をどうするのか、予約

をどうとるのか、それをうまく調整しながらやっていくシステムを開発すると思

うんです。産総研、いろんな課題があると思うんですけれども、次、どんなふう

な取り組みするのかというのは見えてきているんじゃないかなと思うんですけれ

ども、将来にわたっての課題とかという問いかけなんですけれども、せめて３１

年度は今言ったような取り組み、そして３２年度あたりは次のステップとしてこ

んなふうに実証やりたいんだという情報があれば教えてください。 

 具体的にそういう説明というか、皆さんからも問われるんですよね。一体どう

いう取り組みになるんだという。我々としてもそういう情報を知りたいんです。

お願いします。 

○議長（江守 勲君） 総合政策課長。 

○総合政策課長（平林竜一君） 参ろーど上での自動走行の実証実験の３１年度、事

業計画時点での内容ですけれども、お話出ましたように今４台の車が来ています

けれども、それをさらにふやして、やはり利用者のことを考えますといかに多く

運ぶかということになりますとやっぱり台数も必要になってくると。その台数も

必要になっていますが、今、遠隔操作監視室で操作しているという中で、その台

数をどこまでふやせるのかというのもあります。やはり安全面ということを考え

ますと、何か支障があって１台の車がとまったときに、ほかの車をどうやって監

視するかということもありますので、まずそういった台数をふやした形での実証

実験。 

 あとは、やはり今回の、国の正式な採択が決まれば、やはりサービス実証とい

うことで進めていくという中で、どういった採算性の中で、どういった料金体系

とか、そういったものも長期の中でやっていきたいというふうに計画しておりま

すし、また交差点の安全面。１カ月の実証とあわせまして、県のほうも交差点の

安全対策ということで検証しておりますけれども、それをさらにどういうふうな

形で具体化させていくかというのも当然必要になってくると思います。 

 そういったことも含めて、やはりトータル的には実用化に向けたサービス実証

というものを一つの今回３１年度の取り組みの中で行っていくというのが、今、

産総研と協議の中で進めていく内容ということでございます。 

○議長（江守 勲君） １０番、川崎君。 

○１０番（川崎直文君） 実証実験、６カ月ですけれども、住民の方も参加されて、

予約システム確立していく、そんなふうなイメージですか。 
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○議長（江守 勲君） 総合政策課長。 

○総合政策課長（平林竜一君） 当然利用者の中には住民の方もいらっしゃいますし、

運行補助員としての住民の方のご協力なんかも必要になってくると思いますし、

今の志比北地区のほうでも今後基金を使った一つのアプリの開発というようなこ

とも一つテーマとしてありますので、そういったものを転用できないかどうかと

いうことも連携をとりながら取り組んでいくこともできるのかなというふうに考

えております。 

○議長（江守 勲君） ほかありませんか。 

 なければ次に、包括支援事業に関する事前の通告に対する補足説明を求めます。 

 福祉保健課長。 

○福祉保健課長（木村勇樹君） それでは、包括的支援事業の中の支え合いの地域づ

くりの初年度としての取り組みをということでご質問いただいておりますので、

ご回答いたします。 

 一般質問、それから第１審議、それと昨日の教育民生常任委員会のほうでもい

ろいろ説明させていただきまして議論いただきました。 

 この事業は、地域の生活環境の中で住民同士の支え合いをもって、不足するで

あろう共助のサービスを補っていこうというものです。互助で賄えるところは賄

っていきましょう。 

 今ほどのＩｏＴの活用であったり、自動走行なんかは行政が提供するサービス

であるということは思っております。 

 実は平成２８年度から介護保険の地域支援事業の中で生活支援体制整備事業と

いうことで取り組んでまいりました。初年度というわけではございません。ただ、

実施している協議体といいますか、対象がちょっと変わってきているというとこ

ろです。 

 初年度においては第１層ということで、区長会長さんであったり商工会さん、

それからシルバー人材センターの方にもメンバーに入っていただきまして協議体

ということで協議してまいりました。これまで上志比地区では座談会を開催して

おります。それと志比北地区のほうでも開催しております。来年度に向けてもこ

の座談会については引き続き継続して、課題の認識であったり、やってみようと

いう意識が芽生えるところまではいっておりませんが、ここまで到達できるよう

なところを目標として活動を継続していきたいと思っています。それから永平寺

地区の中地区、南地区、それから松岡地区では旧松岡、吉野、御陵においても座
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談会を新規に開催したいということを思っております。 

 それから、３月１０日に支え合いのまちづくりということでフォーラムを行い

ました。多くの方にご参加いただきましたので、これについてはまた３１年度に

おいても開催したいと思っております。 

 以上です。 

○議長（江守 勲君） これより質疑を許可いたします。 

 質疑ありますか。 

 ４番、金元君。 

○４番（金元直栄君） 介護保険の問題で地域支援事業、それを具体化する中で地域

で支え合う体制をどうしても構築していかなあかんということで力を入れ始め

て、具体的に上志比や北地区では始めていると。全地区に広げたいということで

すが、ただ内容からいうと、支える地域づくりですから、講演で、あなた方はそ

ういう状況ですからやりなさいよではすまないと思うやね。それをどうしていく

んかというところで、いろいろ地域づくりが大切になるんじゃないかということ

を思っているんで、その辺はどうなんでしょうね。進め方の中での地域づくり。

どこが実際進めていく。 

○議長（江守 勲君） 福祉保健課長。 

○福祉保健課長（木村勇樹君） 不足するサービスというのは、各生活圏域の中で変

わってくると思います。当然に介護保険サービスなり、フォーラムサービス、イ

ンフォーマルサービスで賄える範囲の方はそちらをご利用いただく。そちらのほ

うでご満足いただけない方は介護保険サービスを利用していただくということ

で、段階を踏んでいくような利用になればいいかなというところですが、いかが

でしょうか。 

○議長（江守 勲君） ほかありませんか。 

 ２番、上田君。 

○２番（上田 誠君） 今、課長の動きの中で、当然これは前から言われていて、私

どももいろんなところへ視察へ行っているわけですが、やはり進める側として住

民活動だと当然位置づけされていると思うんですが、その住民活動、要はその地

域づくりの活動がそれにラッピングするというか重なってくるということをやっ

ぱりしないといけないんですね。それにはやはり私の思うんでは、町自身がそう

いう動き、地域づくりの中の大きな柱の中に支え合うまちづくりの運動はどうし

たらいいのか。ある程度そこらの方向性を示しながら、今、金元さん言われたよ
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うに、島根県へ行ったときも週に１回も２回もそこに入り込んで、そこで６カ月

間なり１年を対応かけて育てていくという経緯を持っているわけですね。そうし

ないと育たないというふうにおっしゃっていました。ぜひそこらあたりの方向性

を町として進めるようにできないかというふうに思うわけですが、そこらあたり

のお考えと施策があればお示しいただければと思います。 

○議長（江守 勲君） 福祉保健課長。 

○福祉保健課長（木村勇樹君） まちづくりを進めるというところと、我々が思って

いる座談会を開催するというところがリンクするのかなと思います。現在は、地

域包括支援センターの生活支援コーディネーター、それから小さな拠点づくりを

進める社会福祉協議会の地域福祉推進課、こちらが主体となって取り組んでいた

だいております。 

 マンパワー的にも限界がありますので、上志比地区、それから志比北地区にお

いて９回、１０回の開催になりますし、個別の座談会なんかも含めると毎月、毎

週の開催にもなってくることも考えられます。 

 議員おっしゃるように、どこかに集中的に入り込んで、モデル地区のように取

り組んでいくということも必要かと思います。 

 私の思いとすれば、今、上志比地区のほうには２年目、３年目に入ろうかとい

うところでございますので、例えば来年、譲渡する社協の事務所等の活用であっ

たり、各地区の集落センターの活用であったりというところを、事例提供的なと

ころ、それからモデル地区的な考え方を持って進めていくということで考えてお

ります。 

○議長（江守 勲君） ２番、上田君。 

○２番（上田 誠君） 視察した中でも、その自治体、県のセンターですが、そこは

そこのやる自治体に専任の担当者を設けて、そしてそこが任に当たるというふう

を要求していました。実際その形をやりました。 

 当町も、ご存じのように防災についてはその任に当たる人を専任で設けたと思

います。そして、それに対する方向性も含め、また予算もつけています。ですか

らぜひとも、当然予算はそういうのありますが、今、包括支援センターの動きあ

りますが、包括支援センターはそれだけの任に当たっているわけじゃないので、

大変なところも持っていらっしゃるので、ぜひとも私とすれば町自体の動きの中

にそういうまちづくりの専任の中から地域包括ケアも含めた動きが必要だと思う

んですが、そういうふうに私は考えますが、そのあたりはいかがでしょうか。 
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○議長（江守 勲君） 福祉保健課長。 

○福祉保健課長（木村勇樹君） まちづくりの専任ということで申し上げれば、今、

生活支援コーディネーターというのはこの生活支援体制整備事業を主体的に取り

組む担当であると思っています。 

 各地区にそれだけのマンパワーを置ければ一気に事が進むのかもしれませんけ

れども、段階を踏んで取り組んでいきたいということが一つと、それから行政の

ほうで生活支援コーディネーターについても行政の役割的な分と解釈いただいて

も構わないと思いますけれども、余りにも入り込み過ぎても結果的に現状と変わ

らないというところも思います。 

 私が思うには、きっかけづくり、事例提供、それからやろうという気を起こさ

せるような取り組み、ちょっとしたことでやってみませんか、よし、やってやる

わというような関係性ができることを期待しております。 

○議長（江守 勲君） ２番、上田君。 

○２番（上田 誠君） やはりそこらあたりは町長が進めた防災のまちづくりでする

のと同じような形が、今の少子・高齢化の中では必要とされていると思いますの

で、ぜひそこらあたりはスケジュールというか企画をぜひお願いできないかなと

思うんですが、そこらあたりの見解をお願いします。 

○議長（江守 勲君） 河合町長。 

○町長（河合永充君） 実はこういった地域包括ケアについては防災講座でも皆さん

に最後のほうで、これから地域包括大事ですよということもお伝えさせていただ

いております。 

 今、防災等の話も出ますが、防災のときは生活安全室の職員さんが、別に防災

だけではないんです。もちろん防犯についても、いろいろな仕事を持ちながら、

これを取り組んでいこうという思いでやっていただいてきました。 

 今回のこれにつきましても福祉保健課の担当の職員がいますので、もちろん課

長を通じて、いつでもそういう講座とか、こういったところと一緒にマッチング

できるよとか、町長、いろんなところでこういう話をしてほしいとか、そういっ

たのは一緒にまた聞きながら、これをより深くなるようにしていきたいなという

ふうに思います。 

 やはりこれを何とかこの町に根づかせるんだというそういった熱い職員の思い

とともに僕も進んでいきたいと思いますので、よろしくお願いします。 

○議長（江守 勲君） ほかありませんか。 
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 １０番、川崎君。 

○１０番（川崎直文君） 第１審議のときもたしかお伺いしたと思うんですけれども、

今、課長がおっしゃったように地域の人が地域の人を支え合うという、そういう

推進していくんだと。各地域でそういう話し合いを持っていく。これが３１年度、

やりましょうということなんですけど、地域の人がどのような仕組みで地域の人

を支えるのか。地域の人がどんな組織というんですか、運用の形態をつくって地

域の人を支えるのかというところまで持っていって初めて実現できるんで、推進

はいいんですけれども、見える姿に、地域力って実行して初めてなんで、そこま

でしっかりとやってもらえるのかなと、やってもらわんといかんのです。 

 福祉保健課としては、課題とかいろんなことを地域の人と一緒に抽出して改善

策を求める。その中から、じゃ、このことについて私やりましょうというそうい

う雰囲気づくりというんですか、大事なことなんですけれども、次の見える姿と

して、ここの地区でこういうシステム、こういう組織をつくるという事業の中で

目標設定はしているんですかどうかという、第１審議のときのさらなる確認なん

ですけれども。 

 そこのところをもう一度お考えを、頑張ってやりますという答えを期待してお

ります。 

○議長（江守 勲君） 福祉保健課長。 

○福祉保健課長（木村勇樹君） 各地区における目標といいますと非常に千差万別か

なと思うんですけれども、例えばでいくと地域の中で見守りの意識を持っていた

だくというところも一つですし、上志比地区の事例においていえば粗大ごみの回

収について、例えば壮年会の連携があってやりますよ。そういった話は松岡地区

でも壮年会の取り組みはぽつぽつと生まれてきております。それを改めて、この

支え合いのまちづくりだというところをアピールしながらやっていければなと思

います。 

 地区における課題については千差万別ですので、こういった課題が出てきまし

たというところに、その課題解決について事例の提供であったり、こちらの提案

であったり、持てる力は出し切るようにして解決に当たりたいという運びになり

ます。 

○議長（江守 勲君） ほかありませんか。 

 なければ次に、健康福祉施設に関する事前の通告に対する補足説明を求めます。 

 福祉保健課長。 
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○福祉保健課長（木村勇樹君） ２９年の決算の見直しとか、それから本町の瑕疵に

ついてということでご質問いただきました。 

 今回の当初予算第１審議の中の答弁の私の説明不足もあろうかと思います。な

かなかご理解いただけませんが、改めてご説明を申し上げます。 

 まず、現在の指定管理料ですが、指定管理者からの提案で平成２３年の提案書

では、入場者６万６，０００人で売店などの自主事業も含め収入は３，０１８万

７，０００円を見込んでおりました。指定管理料１，５５７万円と合わせて４，

５７５万７，０００円の収入と計画しておりました。 

 支出においては、人件費１，７４５万８，０００円、それから維持費と運営費

で２，３５２万３，０００円、それから入湯税４７７万６，０００円、合わせま

して４，７７５万７，０００円として計画しておりました。 

 指定管理料については、消費税が８％に上がった段階で増税分を加味して１３

８万円を増額し、１，６９５万円に至っております。 

 昨年１２月の教育民生常任委員会で平成２５年度から２９年度までの決算一覧

表を提出いたしました。この表でお示ししておりますが、光熱水費など施設の維

持管理、運営に係る費用を計算いたしますと、平成２５年度、２，２０３万２，

０００円、２６年度、２，９６９万４，０００円、２７年度、２，７１３万円、

２８年度、３，１１３万６，０００円、２９年度、３，５６５万５，０００円と、

管理者提案時の２，３５２万３，０００円とは大きく上回っております。 

 この費用の６０％以上が水道光熱費で、水道料、それから灯油代、それから薬

剤費がメーンとなっております。オープンした後に必要とわかった濃い成分への

対応から水道光熱費が増額となおっております。 

 指定管理業務開始前の提示条件と、管理業務開始後の条件が違っていたという

ことで、私の言い方が昨日は瑕疵という不適切な言い方になっておりましたけれ

ども、このような形で説明させていただきます。 

 本部経費の点につきましては協定において定められておりまして、算出に係る

維持管理費が高額になるのに比例して高額になっております。 

 示された決算上ではマイナスの大きな金額となっております。この点について

は再度申し入れをいたしまして、プラスの決算になるということはないと思いま

すけれども、３月１８日に再度来庁いただいて、今年度以降の維持管理方法の検

討、それから決算の示し方について何らかの回答をいただけるものと思っており

ます。 
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 また改めた新しい対応がございましたら、改めて議会のほうに示させていただ

きます。 

 以上です。 

○議長（江守 勲君） これより質疑を許可いたします。 

 質疑ありませんか。 

 ５番、滝波君。 

○５番（滝波登喜男君） 私の質問の中には２９年度決算の指摘事項で２９年度の決

算については業者にもう一度精査して回答もらうということでしたので、ぜひそ

れは、今の時点ではまだ回答はいただいてないという答弁ですから、ぜひお願い

をしたいなと思います。 

 それと、やってみなければわからないということで状況が２６年度から変わっ

てきたということは、数値を見ますと理解はできるんですけれども、先ほど、こ

こでいういわゆる本部経費というか、事業管理費のことをおっしゃっているんだ

ろうと思うんですけれども、違うんですかね。 

 そこが先ほど課長の説明では協定書が算出根拠が載っているということです

が、ちょっと協定書の何条に載っているのか教えてもらえませんか。 

 私ずっと調べる中で、協定書にもなかなか載っていないで、ずっと見てみます

と最終的には仕様書に載っているんですよ。上位の協定書が一番優先ですよとい

うふうになっていまして、その次、仕様書は一番最後なんですけれども、この本

部経費に値するようなことは協定書にも、次の……。協定書にも、その次になる

のは何でしたっけ。募集要項、提案書、仕様書という順番で上位に来ますよとい

うことなんですが、なかなかそこが載ってない。唯一載っているのは仕様書の中

で書いてあるのは１０％というように示されているんですよ。もしもそこを改正

したということであれば、それをぜひ示していただきたいので、そこが誤ってい

るんなら、変わってないのであればそれに準じてこうなっていますよという算出

根拠を示していただきたいということです。 

○議長（江守 勲君） 福祉保健課長。 

○福祉保健課長（木村勇樹君） 済みません。協定書と申し上げましたけれども、仕

様書なのかちょっとはっきり確認させてください。改めてご回答申し上げます。 

○議長（江守 勲君） ほかありませんか。 

 ４番、金元君。 

○４番（金元直栄君） 単純に言うと私、赤字だと思って、そういうことで町民に知
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らせていましたら電話がありまして、本人から「黒字ですよ、赤字になってませ

ん」という話でした。もう一回見直したら、本部経費が一定でなくて年々変わる

んです。黒字のときは本部経費がふえている。去年は本部経費が、赤字決算なら

普通、本部経費を減らすんだと思うんですが、さらに前年よりふえていたという

ことがあったので、そこらは一定額というのはそれなりに僕はわかるんですけど、

そこは業者の経営能力の問題でって私はこれまで指摘していました。 

 だから、そこはいろいろ行政と、その後にいろいろ出てきたことがあるのかも

しれません。でも、議会で聞いていたのは１，５００メートルから揚げるんでは

なしに、５００メートルからくみ上げるから成分は低くなる。管理もしやすくな

る。機械も結構もつんだというのが当時の行政の報告だったんです。議会はその

程度しか知らないんですね。 

 だから、そういう意味ではそういう決算の状況を見て、やっぱり僕はほかのと

ころで、その業者に遠慮いただいているということもあるので、そこはちょっと

不安です。そういう意味では、何で本部経費が一定にならないのかという根拠は

何も示されていないんで、そこらはどこかで業者との間で確認していく必要があ

るんじゃないかなと私は思っています。 

○議長（江守 勲君） 福祉保健課長。 

○福祉保健課長（木村勇樹君） 議員がお聞きになったという点については、私は聞

いておりませんのでご回答のしようがないんですけれども、私がいただいている

のは禅の里温泉の決算としてご報告をいただいております。恐らく指定管理者全

体の中でどういうご判断やったかということをお耳にされたのではないかなとい

う理解でおります。 

 本部経費について一定額というのは確かに一つの考え方だと思います。現在、

算出している方法については後ほどご回答させていただきますけれども、先ほど

申し上げたとおり３月１８日にまた協議させていただきますので、上限を設ける

なりの考え方というのはお示ししておりますので、ご理解くださいますようお願

いします。 

○議長（江守 勲君） ４番、金元君。 

○４番（金元直栄君） 僕は福祉課が担当している問題についても言っていますから、

そういうある意味煩わしいことは専門の部局で管理すべきだ。やっぱり本来の健

康施設としての役割をどう果たすんかということこそ福祉課は考えてほしいとい

うことなんです。 
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 僕はそこはきちっと、やっぱり管理するところを区別してやったほうが、契約

に対する専門性、正当性というか系統性も含めて判断できることになるんじゃな

いか。業者に対してもそのほかが臨みやすいんじゃないか。そういう煩わしいこ

とは原課でやるべきでないと私は思っているんです。土地の交渉とかそういうこ

とも含めてですよ。 

○議長（江守 勲君） 福祉保健課長。 

○福祉保健課長（木村勇樹君） ご提案ありがとうございます。 

○議長（江守 勲君） ほかありませんか。 

 ２番、上田君。 

○２番（上田 誠君） 私はちょっと別の観点ですが、この前の第１審議では瑕疵が

あったというふうな話が出てました。それは答弁の中でちょっと言い方があれか

なとおっしゃったらしいんですが。 

 私が問題にしたのは、当初の中での約束事で、指定管理料を決めるときに濃度

の関係とか高いというのはもうわかっていたはずです。それはもう実際出てきて、

それに対する水の費用とかそういうものがかかりますから、こんだけの指定管理

料、１，４００万やったか５００万を必要ですよと。だから、当初とは違います

ね。当然、入場者がふえるから、その必要経費は上がっていきますよと。それは

瑕疵でも何でもない。そういうふうに私は思っています。 

 それにあわせて、そのためにポンプの例えば維持管理の中で町がそれをまた年

度よりも短くして交換しているとか、また壊れた場合は町が全部対応するという

ような形で対応しているはずですね。 

 そういう中からいくと、瑕疵という形じゃなくて、指定管理料はやっているわ

けですから、その中での対応が必要。それは先ほど両議員のほうからも管理料の

中のちょっと不透明性というような言い方かどうか知りませんが、合わんのじゃ

ないかということもあるということをおっしゃっていた。 

 それからもう１点は、１０年後のリニューアルをどう考えているかというので、

ぜひそこらあたり予算化をお願いしたいということで、それについては第１審議

の中でも考えますとしか答弁なかったと思って、例えばそういう計画性がなかっ

たと思いますので、そこらあたりも例えばことしいっぱいでリニューアルのとこ

ろを含めての予算計上をするならするというところもやはり示していただきたい

というふうに私は思います。 

 それが今の第２審議の中の２点として、２点はそういうところでどうなるのか。
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ただ、検討するとか、前向きに考えますでは、僕はもうそういう時期ではないと

いうふうに思っているから、それをお願いしたいということでやりました。 

○議長（江守 勲君） 暫時休憩いたします。 

（午前１１時３２分 休憩） 

────────────── 

（午前１１時３７分 再開） 

○議長（江守 勲君） 休憩前に引き続き再開いたします。 

 ほかありませんか。 

○２番（上田 誠君） 先ほどの２つ目の視点、リニューアルのところはどうするの

か、それだけ回答ください。 

○議長（江守 勲君） 福祉保健課長。 

○福祉保健課長（木村勇樹君） リニューアルについては必要なこととは思います。

入湯税もいただいておりますので、こちらのほうを基金として積み立てるような

案を財政課当局と協議してまいります。 

 以上です。 

○議長（江守 勲君） ほかありませんか。 

 なければ次に、保育園運営諸経費に関する事前の通告に対する補足説明を求め

ます。 

 子育て支援課長。 

○子育て支援課長（吉川貞夫君） 保育園運営諸経費の非常勤職員の賃金の実情はと

いうことのご質問ございましたので、お手元のほうに平成３１年度予算に向けて

の賃金、保育士、看護師、調理員の賃金表、それと福利厚生ということもお聞き

しましたので、通勤手当、あと休暇関係を書面にて示しておりますので、ごらん

いただきたいというふうに思います。 

 裏面のほうにつきましては、平成２８年度から導入しました月給制の月額につ

いての推移をお示ししておりますので、またご参考にしていただければというふ

うに思います。 

 よろしくお願いします。 

○議長（江守 勲君） これより質疑を許可いたします。 

 質疑ありませんか。 

 ２番、上田君。 

○２番（上田 誠君） その賃金のところですが、以前示していただいた中で嘱託職
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員の賃金のところの、これは３０年１０月現在でいくと、福井市とかほかの市町

から見ると若干低いように思っています。 

 それと、私ちょっとそこらあたりでここのところで皆さんにお願いしたいとい

うかお聞きしたいのは、非常勤職員の方々、また非正規職員ですね。正規職員は

ある程度やめないと思うんですが、非常勤の職員、保育士さん、それから非常勤

の給食のほうの調理員さん、それから非職員のところでは当然社会保険加入者の

体系のところ、これは６時間、７時間働かなあかんと思うんですが、それとか社

保に入ってない人のところのですね。そこらあたりの人の入れかえが、やめる、

それから募集が大変になっているというふうなのを私は認識しているわけです

が、そこらあたりの賃金体系の中からそういうものが考えられないのか。 

 それは保育園だけじゃなくて、小学校、中学校の給食調理員ですね。そこらあ

たりの実態は、全てが聞き及んでいるところによると、今年度もたしか４名ほど

やめているし、それを補充するのも大変だというのを聞いています。それから、

保育園のほうもそうだろうと思うんですが、その前の年もそういうふうな形でや

めていくと。それにはその賃金体系が、ある面では通常と言われている金額、例

えば民間ですね。そこらあたりでいくと大体１００円から２００円ぐらい違うの

が今のこの８００円前後ということに関しては聞いています。 

 今、多分時間８００円でなかったかなと思うんですが、来年度は８２５円と書

いてありますが、２５円かそこらになるんじゃないかと思うんですが、そこらあ

たりも含めると、やめていく理由というのはちゃんと考えているのかということ

を問題にしながら、その賃金体系も含めて考えないと改善しないと思うんじゃな

いかということで、改めて聞きたいと思います。 

○議長（江守 勲君） 子育て支援課長。 

○子育て支援課長（吉川貞夫君） 非常勤職員さんの退職について、平成３１年に向

けての実態を申し上げます。 

 非常勤職員、まず保育士ですが、フルタイムの非常勤さんについては退職者は

おりません。パートについては８名の方が退職されるということです。これも事

情を私も把握しておりまして、私が聞いた中では賃金が低い、処遇が悪いという

中での退職という申し出はなかったと。全て家庭の事情、体調不良の事情でござ

います。パート職員につきましては、本来はフルタイム職員の勤務をお願いする

ところですけれども、やっぱり家庭の事情とか、子育ての事情とかいろんな事情

があってパートで勤務されるという方がほとんどでございます。そういう方につ
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いては、やっぱりいろいろな事情を抱えて勤務している以上、どうしても退職者

が多いということは否めないというふうに思っております。 

 調理員につきましても、お示しします数字については３１年度から賃金をアッ

プしたということで対応していきたいということでございます。調理員につきま

しても、今年度、退職者はおりますが、その方についても私とお話しさせていた

だいた方には家庭の事情、体調不良のほうでおやめになるということをお聞きし

ておりますので、賃金が問題だということじゃないにしても、賃金が低いからや

めるというようなことでの申し出はなかったということだけは申し上げておきた

いなというふうに思います。 

 以上です。 

○議長（江守 勲君） 学校教育課長。 

○学校教育課長（清水昭博君） 学校教育課関係の調理員さんのところの賃金につい

ては、子育て支援課と同じ金額になっております。 

 今、確かに非常勤さんでおやめになりたいという方の理由ですけど、これも私

のほうで把握しておりますのは、やはり家庭のご事情等でございます。子育て支

援とちょっと違いますのは、うちの場合につきましては長期休暇がございまして、

そのときにつきましては給食をつくっておりませんので、その分はどうしてもお

休みいただかないといけないということを納得して入ってきていただいてはいる

んですけれども、今回、家庭のご事情といいますのは、そういうふうなどうして

も家庭のご事情でもう少し稼ぎたいというふうなこともお聞きしまして、年間を

通して雇っていただけるといいますか、そういうふうな形で仕事がしたいという

ふうなことでございました。 

 それ自体も当初はそのまま継続してやらせてほしいというご希望は伺っていた

んですけど、急遽、家庭のご事情でそういう事情になったので、来年度、３１年

度についてはやめさせていただきたいと、継続を希望しないというふうなことを

お聞きしております。 

 以上でございます。 

○議長（江守 勲君） ２番、上田君。 

 要は調理員がやめるところというのは、やはり実際に１カ月働いた中で、民間

と考えると３万から５万ぐらい違うよというところがあって、ある程度子どもが

小さいときには働けるんだけど、いろんな家庭の事情というのはそういうことだ

ろうと思うんですよ。どうしても収入的なものも結構はらんでいる。 
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 それから、働く条件もいろいろ変わっているとか、全部が全てじゃないですけ

れども、ある程度そこらあたりのところも鑑みないと難しいんじゃないかという

ことで今回指摘したわけです。 

 やはり非常勤で働いている、パートで働いている。パートはご主人の扶養の関

係もあるかと思うんですが、ぜひそこらあたりの実情を聞いてください。 

 いろんな形だと、多分職安に出してもほとんど募集が来ないという形になって

いるんじゃないかなと思うんですが、そこらあたりちょっとわかりませんが、ぜ

ひそこらあたり考えて対応をお願いしたい。 

 私の思いは、そこらあたりはもっと手厚くすべきじゃないかなというふうに思

いますので、そこらあたりの考え。例えば今、最低賃金があるのでそれよりちょ

っと高けりゃいいというような発想ではなかなか難しいんじゃないかと思うんで

すが、そこらも含めてちょっと方向性があったらお示しいただきたいと思います。 

○議長（江守 勲君） 子育て支援課長。 

○子育て支援課長（吉川貞夫君） 今、調理員の賃金についてのご指摘をいただきま

したが、調理員に限らず、子育て支援課としては保育士等もおります。賃金も含

めた処遇については毎年検討しておりますし、やっぱり改善というか、いい方向

に向けるということは我々の業務としては必要なことだというふうに認識してい

ますので、平成３１年度、こういう形になりますが、またそれは実情を見ながら、

やっぱりしっかりと対応していきたいなというふうに思います。 

 ちょっと参考までに申し上げますと、来年の３１年から非常勤さん、また何人

かお願いをすることになっていますが、来年はおかげさまでフルタイムの職員さ

んが結構入ってくれることになりました。その中には、実は他の市町で働いてい

たんだけど、来年からぜひ永平寺町で働きたいという方もおりますし、実は過去

にパートで働いていた方がご家庭の事情でやめられたんですけれども、その事情

がなくなったということで、ぜひ来年からフルで働きたいということの申し出も

ありました。 

 また、パートで働きたいという人も、実は平成３０年、他の市町で働いていた

んですけれども、３１年からは永平寺町で働きたいというふうに、またありがた

い申し出もいただいております。それも実は１０月ぐらいからぜひお願いしたい

というふうな言葉もいただきまして、そういう意味では永平寺町で働きたいとい

う保育士もいるということは私としても非常にありがたいなというふうに思って

います。 
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 そういうことも踏まえまして、やっぱり処遇改善については今後、我々として

もしっかり検討すべき課題だと認識していますので、よろしくお願いしたいと思

います。 

 以上です。 

○議長（江守 勲君） 学校教育課長。 

○学校教育課長（清水昭博君） 学校関係の給食調理員でございますが、実際上、も

ともとは継続のご希望をお聞きしていたところ、急遽、３０年度でという形だっ

たものですから、その分での予想していた人数よりはちょっとふえてしまいまし

た。というところがございました。 

 募集をかけておりまして、今現段階、お一人はもう決まっていまして、お一人

についてはご依頼をしているところでございます。もう一人、問い合わせがござ

いまして、今、その履歴書をお待ちしているという状態です。 

 調理員の募集については、確かに年度途中というのはなかなか難しいんですけ

れども、年度初めから１年間というところですと、それなりにといいますと言い

方悪いんですけれども、募集に応じていただけるといいますか、申し込みはござ

いますというところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（江守 勲君） ２番、上田君。 

○２番（上田 誠君） やはり今こんだけ人手不足の中であるならば、やはりそうい

う条件のところ。家庭の事情という言葉で一緒にくくってしまうんじゃなくて、

その内容を精査していただきたいという点。 

 それと、当然今、子育ての課長が言ったようにいろんなやっているということ

ですが、現実的にはそれぞれの市町と比べるとやはり永平寺町はまだ劣ってます

ので、そこらあたりのところで当然働く場所によっても変わりますから何とも言

えませんが、そういう面もぜひ加味して考えていただければと思いますので、よ

ろしくお願いします。 

○議長（江守 勲君） 子育て支援課長。 

○子育て支援課長（吉川貞夫君） 今、劣っているという議員さんのご指摘でござい

ましたが、私としては劣っているという認識は持っておりません。 

 ただ、今、保育士を取り巻く環境は非常に厳しいです。現実に厳しいです。私

もハローワークへ出向いて調べましたところ、やっぱり公立である１７市町にお

いてもかなり求人が出ていますし、民間の保育園についてもかなりの園が求人を
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出している状況。やっぱり保育環境は厳しいと思います。我々、処遇改善等、検

討する上で、例えば賃金幾らに設定するかというようなところでも、やはり近隣

市町の動向というのを注視しながら検討すべきだと思います。 

 おっしゃるとおり、働く側としてはどうしても賃金とか処遇がどうだというこ

とは非常に興味がある。そういうところを見ながら応募すると思うんですが、そ

ういうところを鑑みますと、我々としてはやっぱり近隣市町の状況とか、あえて

言えば民間の保育園の賃金の状況とかということも総合的な判断をしながら設定

をしているという点で、確かに額的に数字出ますから、それは低い、安いという

のはあるかもしれませんが、総合的な判断見る中においては劣っているという認

識は私は持っておりませんし、だからといってそれがいいんじゃなくて、やっぱ

り毎年毎年しっかり動向を見ながら、しっかり永平寺町としても対応していくと

いうような姿勢は町としては持っていますので、そういうところだけはご認識を

いただきたいというふうに思います。 

 以上です。 

○議長（江守 勲君） ほかありませんか。 

 ４番、金元君。 

○４番（金元直栄君） この示された表を見てみますと５年いて１６万円。これが高

いか安いかって話。その処遇。特に本町はやっぱり町外から引っ越されてきた方

たちも多いと思うんですよ。新しいうちなんかを建てると、そのローンの支払い

でやっぱりきゅうきゅうとすると。パートなんかではひょっとすると家で介護と

か子育てに当たっている人たちもいるかもしれない。 

 そんなことを考えると、例えば５年いたらせめて初任給までぐらいには達する

ぐらいのことを、非常勤ですからね。退職手当がつくわけじゃないですから、そ

んなことも含めてお助けを願っている人たちは、本来で言ったらスポットで使う

人たちは賃金は高いと思うんですよ。 

 今、国も同一労働同一賃金と言っていますので、そこは子育て、福井県一か日

本一か目指す町としては、その子育てを支える人たちが不幸であってはならない

ということも含めて、ぜひ考えてほしいと思っています。 

○議長（江守 勲君） 子育て支援課長。 

○子育て支援課長（吉川貞夫君） 今、その推移をお示しさせていただいたのは、議

員さんもご存じのとおり、月給制を２８年から導入させていただきました。この

ときも近隣市町の水準とかを参考にしながら設定をしました。あくまでも２８年
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から３１年に向けての、町が取り組んできた推移というのをご理解いただきたい。

今、その３１年の１６万円という数字だけを捉えるんではなくて、町の姿勢とし

ては２８年はこう取り組んでいますよということはご理解いただきたいというふ

うに思います。 

 確かに今、賃金の額について議論しますと、それがどうかということはかなり

難しいシビアな問題になりますが、今、議員さんおっしゃいましたように、会計

年度ですよね。同一労働、来年からスタートする。ちょうど我々としても保育士

もそれに漏れず、やっぱりそういう中でしっかりと処遇を考えていかなきゃいけ

ないという認識は持っていますので、その点はよろしくお願いしたいと思います。 

○議長（江守 勲君） ４番、金元君。 

○４番（金元直栄君） 保育士さんが、僕は傾向として職場の環境は何Ｋだとかと言

われているだけでなしに、いわゆる給与のいろんな問題が話された中で、手当が

あったのを、やっぱり保育士さんなんかは手当あったのが、僕は一般職の発想で

なくされていているんでないかなと思っているんです。いろんな手当がありまし

た。それらがなくなっていく中で、全体として給与体系もそれほど優位に立たな

いと。 

 これと同じような環境が看護師の職場でもあるんですね。いろんな手当がなく

なっていく。働く条件が厳しい。そういう中でやっぱりなり手がなくなってくる。 

 だから、潜在的な保育の資格を持った人たちは多いはずです。看護師も物すご

い多いですから。働いている人の何倍も資格を持っている人がいます。そういう

人たちをやっぱり有効に働いていくようにするためには、それなりの考えをぜひ

持っていくべきではないかと思っています。 

○議長（江守 勲君） 河合町長。 

○町長（河合永充君） それは今、人手不足、いろいろな待遇の面でこれからしっか

り取り組んでいかなければいけないなと思います。 

 だだ、今、その一つ、再編計画もやはり将来どういうふうに、もちろん子ども

たち、地域のこと最優先で考えていっているところなんですが、そういう再編計

画にあわせて、今後、そういった持続可能なのか、人が本当にいるのか、そうい

ったこともあわせて考えていかなければいけないなというふうに思っておりま

す。 

 いずれにしましてもこれからはちょっとずつとか、他市町とか、そういったの

ではなしに、やはり大きな視点でトータルでどういうふうに将来につなげていか
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なければいけないかというのも考えなければいけないそういった時期になってき

ているなというふうに思っております。 

○議長（江守 勲君） ほかありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（江守 勲君） ないようですので、暫時休憩いたします。 

（午前１１時５７分 休憩） 

────────────── 

（午後 １時００分 再開） 

○議長（江守 勲君） 休憩前に引き続き再開いたします。 

 次に、農業振興事務諸経費に関する事前の通告に対する補足説明を求めます。 

 農林課長。 

○農林課長（野﨑俊也君） ここで、れんげの里の決算状況をつかんでおるのかとい

うことでございます。 

 実はれんげの里におきましては平成３０年に営農指導強化支援補助事業を組ま

せていただきました。これは、れんげの里の生産性向上のために営農指導とか作

付指導を目的として専属の職員を採用するための支援でございまして、正直、農

林課としましても非常に注視しているところでございますが、実際、これは年度

でございますから実績報告書もないということで、全体的な数字は把握してござ

いません。 

 ただ、もう一つ農林課としましては地産地消支援事業補助金というのを出して

おります。これは農業生産者がれんげの里の出荷組合に登録されまして、れんげ

の里に出荷した場合に出荷額の２％を支援しているものでございまして、これに

ついては今現在、４月から１２月までの補助額を把握してございまして、２％で

ございますから、これを逆算しますと大体７，３００万ぐらいになるんですが、

昨年比からいいますとこれが７．６％伸びているということから、野菜等の出荷

がふえているというふうには理解してございます。 

 ですから、先ほど言いました営農指導強化事業補助金、これについても徐々に

成果があらわれているのかなというふうには考えております。 

 以上でございます。 

○議長（江守 勲君） これより質疑を許可いたします。 

 ４番、金元君。 

○４番（金元直栄君） 私は直売所ですが、町と県が支援してできた、やっと開所に
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踏み切れた施設だと思っています。 

 そういう中で、来年、農協の合併の話があるということで、直売所の問題で、

横にハニーができて以降、売り上げがかなり減っているという話を聞いています。

私のつかんでいる話でも、当時から比べるとやっぱり３，０００万から４，００

０万、売り上げが減っているんじゃないか。農協の総会の資料では、今年度の売

り上げが１億４，０００万ぐらいという話を聞いています。そういう中の地元産

品の出荷部分で伸びている。支援金２％で計算すると伸びているという話になる

んかもしらんですけれども、現実的に加工品なんかは非常に大きいダメージを受

けているということも聞いていますので、僕は心配なのは農協が合併する。それ

と、農協に余力があれば支援すればいいんですが、マイナス金利の影響で金融部

門で年間４，０００万ぐらいの収入減、本当に黒字経営を目指そうと思うときゅ

うきゅうしているという話を聞いてきました。 

 以前、理事をやっていたこともあるのでそういう状況は知っていたんですが、

現実的に合併が目の前に迫ってくると、これだけ売り上げの落ち込みが見られる

と、やっぱりこの施設、生産者はまた生産者としているんですが、ここの売り上

げだけでもやっぱり青果物だけで七千数百万の売り上げがあるとなると、それが

減るとなると大変な状況も生まれる可能性がある。 

 そんなことも含めて将来のことを少し行政も親身になって考えないといけない

時期に来ているんでないかなという訴えなんですけど。 

○議長（江守 勲君） 農林課長。 

○農林課長（野﨑俊也君） 私も今現在聞いておりますのは、ＪＡは合併後も継続し

て続けますということを言っております。 

 農林課としましても、やはり出荷組合の組合員数をふやして、少しでも多くの

地元の農産品を出荷していただくということが肝心かなというふうに思っており

ます。 

 品目もふやしまして、またお寺の宿泊施設なんかもできるということを聞いて

おりますし、なるべく多くの野産品を出荷できるような体制をつくっていかなけ

ればならないなというふうに考えております。 

○議長（江守 勲君） ４番、金元君。 

○４番（金元直栄君） 実はこのＪＡはエルパにテナントが一つあいたということで、

そこに入って３年目ぐらいですかね。ここの売り上げは今８，０００万ぐらいで

す。だから、ここは割と町の生産品が多いと思うんですね。そういう意味では、
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生産者はそれなりに潤っている面があると思うんです。 

 ただ、直売所の施設として運営するには１億４，０００万円というと１５％残

すという計算になっていますね。２，０００万ですよ。２，０００万であの施設

が、人件費も含めて運営できるかというと非常にきゅうきゅうとしたところがあ

るんでないかと、私率直に思っています。 

 そんなことも考えると、本当にちょっとそういう相談にも乗っていかないと。

ＪＡは今、閉鎖するつもりはない、当然そう言うでしょう。そうしてもらわない

といけないですが、しかし、協力して地域の農業振興のためにということで直売

所をつくってきたわけですから、そんなことについてはぜひ相談に乗りながら、

生産者の意欲を失わないように直売所を伸ばしていくことも必要なんじゃないか

なと思うんで、その辺の考えはどうか。 

○議長（江守 勲君） 河合町長。 

○町長（河合永充君） 一般質問でしたかでも申し上げましたとおり、町は農家を守

る。永平寺町内の農家をしっかりと支援していく。また、ＪＡさんも地元の農家

を守っていく。そのお互いの気持ちでＪＡと連携して、またＪＡも支援してやっ

ていくというのが行政のスタンスだと思います。 

 今、農林課長申し上げましたとおり、ＪＡの経営状況、こういったことにつき

ましては何もまだ聞いておりませんし、またそれはある程度の部分はＪＡ内部で

考えるところも大事なところではないかなとも思います。 

 決して冷たいことを言っているのではなしに、行政の仕事として、行政はどう

いった支援ができるのか。そこはやはりしっかりと区別をしてやっていくことも

大事です。ただ、本当に永平寺町の農家を守るためにはしっかりとＪＡとは連携

を組んでいく。また、それが農家を守るためにＪＡを支援しなければいけないの

であれば、そこはしっかりとしていく。そういったことが大事かなというふうに

思っております。 

○議長（江守 勲君） ４番、金元君。 

○４番（金元直栄君） そういうスタンスでいいと思うんですが、もしここがどうな

るかということを、合併以後判断するような状況が生まれるとしたら、それはＪ

Ａの経営と切り離して、やっぱり生産者とＪＡの支援ももらいながら、行政も一

緒になって考えていくべきじゃないかなということだけ提案しておきます。 

○議長（江守 勲君） ほかありませんか。 

 なければ次に、有害鳥獣対策事業に関する事前の通告に対する補足説明を求め
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ます。 

 農林課長。 

○農林課長（野﨑俊也君） ここでは先進事例の確認だったと思いますが、鯖江市、

美浜町、大野市というふうにご指摘いただきまして、今後進めたいと思いますが、

まず第１審議において、この先進事例について、鯖江市、大野市などにちょっと

触れさせていただきましたが、昨年２月２７日に美浜町を事務局とする嶺南地域

有害鳥獣対策協議会というのがございまして、これは嶺南６市町でございますが、

ここの担当者と意見交換会をさせていただきました。そのときに、やはり日程調

整であるとか、協議内容の調整により約１カ月ぐらいかかってございまして、ま

た年度末でもございますので先方の予定もございますから、そう簡単に進められ

ないのでちょっとご理解いただきたいというふうに思います。 

 ただ、この件につきましては既に担当に指示してございますので、日程調整が

つき次第、また実施したいというふうに考えております。 

 それから、ご指摘の中の美浜町でございますが、先ほどもちょっと触れさせて

いただきましたが、そのときには捕獲の状況、それから捕獲隊員従事者の状況、

それから猟友会の運営状況などについて意見交換させていただきました。 

 ただ、嶺南となりますと、また獣種が違いますよね。それから処理方法も全く

本町と違うということで、捕獲隊員の従事者については本町と大体同じぐらいの

規模でございますが、やはり担い手不足について同じ悩みを持っていたというも

のでございます。 

 ちなみに嶺南においてはイノシシの捕獲より鹿の捕獲のほうが２倍、３倍と多

いところでございますし、また猿の被害もあることから、それを参考にしまして

３０年度の６月補正で猿の分布調査を組ませていただいたということでございま

す。 

 以上でございます。 

○議長（江守 勲君） これより質疑を許可いたします。 

 質疑ありませんか。 

 １２番、酒井秀和君。 

○１２番（酒井秀和君） お忙しい中、ありがとうございます。 

 ぜひ、今、担い手不足ということは絶対にこれからうたわれてきますので、そ

のあたりで担い手、狩猟者だけでなく、住民の方の知識も深めるというところは

進めていきたいなと思いますので、予算の範囲内で検討していただきたいと思い
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ます。 

○議長（江守 勲君） 農林課長。 

○農林課長（野﨑俊也君） 既に３１年度から主に猿でございますが、猿というのは

猟友会だけで動いてもなかなか解決できないということから、地元の協力を得な

がら進めていくということになると思いますので、そういった取り組みを３１年

度からしたいというふうに考えております。 

 以上でございます。 

○議長（江守 勲君） ほかありませんか。 

 なければ次に、観光まちなみ魅力アップ事業に関する事前の通告に対する補足

説明を求めます。 

 商工観光課長。 

○商工観光課長（清水和仁君） それでは、禅シンポジウムの事業の目的、その内容、

予算の内容についてというようなご質問でございます。 

 禅シンポジウム及び交流イベントプログラム全体としての開催の趣旨につい

て、事前に配付いたしました資料の２ページ目をごらんいただきたいと思います。 

 ちなみにこの資料につきましては、まだ現段階の案となっておりますのでご了

承いただきたいというふうに思います。 

 まず、開催趣旨といたしまして、平成２６年度より取り組んでまいりました永

平寺門前再構築プロジェクトが完了します。それによりまして、凛とした禅の心

が体感できる環境が整うということで、この機会を好機と捉え、本町が禅を通じ

てＺＥＮ文化と最先端技術が共存する魅力的なまちであることを広く情報発信、

禅の心が息づくまちとして、さらに福井県を代表する観光の拠点である大本山永

平寺のお膝元として、禅の精神を生かしたまちづくりを進めていく上で議論する

場を設け、町民を初め観光分野で連携して取り組んでいる自治体や町に関心のあ

る人や企業が視聴交流する場を提供するということです。 

 また、永平寺町のＺＥＮ文化の魅力を判断で感じていただくため、人と自然・

環境との調和、静寂・落ち着き、癒し・リラクゼーション、命の大切さなどに関

連した体験型のイベントプログラムを実施し、広く県内外の観光客が体験を通し

て交流する場とし、今後の観光誘客につなげる起爆剤としたいというふうに考え

ております。 

 内容につきましては、３ページからになります。 

 本事業の中心となるシンポジウムについては、「禅からＺＥＮへ永平寺町シン
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ポジウム」としまして、門前まちなみ整備事業をさらに展開、進化させていくべ

きかについて、さまざまな角度、視点からご意見をいただき、これからの永平寺

町が進むべき方向や取り組みについて議論するとともに、本町のまちづくりの姿

勢を町内外に広くＰＲすることを目的としております。 

 ６番目の内容についてというところにいきますが、７月２７日の土曜日ですが、

午後、福井県立大学を会場に特別講演会とパネルディスカッションを行うことと

しております。前半は、都市計画の権威であります国土計画協会会長の伊藤滋氏

による講演会を行います。後半は、「永平寺禅境と禅の里・禅のまち」をテーマ

としたパネルディスカッション。パネリストには、福井県立大学の進士学長、大

本山永平寺の小林監院、それから福井県経営者協会、前田会長、それから河合町

長にお願いする予定で、それぞれ県、町、大本山永平寺の立場に加え、経済界か

らもご意見をいただくことにしております。登壇者につきましては、それぞれが

発信力、集客力のある方々ばかりではないかというふうに思っております。 

 翌２８日を中心に、その前後の日程及び町内各所において開催します交流イベ

ントプログラムにつきましては４ページ、５ページをごらんください。 

 タイトルにもあるように、禅を意識し、身も心も満たされる禅が息づく本町を

肌で感じていただけるようなプログラムを提供したいと考えております。それぞ

れ各所属において３１年度に計画していた事業を本事業にあわせて実施する形を

とることで、イベントのスケールアップを図り、ＰＲ効果、相乗効果が図れると

考えております。 

 また、町内の各施設や企業、例えば道の駅やえい坊館、それから柏樹関、それ

から門前観光協会とタイアップして、門前地区などと連携をしまして、関連イベ

ントやプログラムの実施についても働きかけていくということにしています。 

 各事業の詳細については、ページ５をご参照いただければというふうに思いま

す。 

 なお、予算でございますけれども、商工観光課にて計上しておりますのは、実

行委員会補助金として７３０万円でございます。その内訳としては、テレビや新

聞等の広告宣伝費約３００万円で、シンポジウムの内容について新聞紙面を買い

上げて発言内容等もしっかりと掲載していく予定としております。その他、シン

ポジウムの会場設営や進行などの運営業務委託に約２６０万円、事務経費や講師

謝礼、印刷費等で約１００万円、交通や警備などに係る経費として５０万円など

を見込んでおります。 
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 また、今後の調整の中で可能な範囲においてイベントプログラムの追加や町を

ＰＲできるブース出展なども計画したいと考えております。 

 なお、各所属において実施します各プログラムについては、各課にて予算計上

しており、その合計は２８１万円。この一連のイベントの合計１，０１１万円に

つきましては、現在、地方創生推進交付金事業として申請中で、認定されれば２

分の１相当額が交付されるということになるかと思います。 

 以上、説明とさせていただきます。お願いいたします。 

○議長（江守 勲君） これより質疑を許可いたします。 

 質疑ありませんか。 

 ５番、滝波君。 

○５番（滝波登喜男君） 再度、この禅シンポジウムの開催趣旨と取り組み内容を聞

かせていただきましたが、感じ方なんですけれども、開催趣旨、そして目的とい

うのが少しかみ合ってないのかなとは思うんですが、要は町民を初め観光客、県

内外に発信をすると、禅、ＺＥＮをということだろうと思うんですけれども、た

だ、この目的の中でこのまちなみ整備事業が今後どう取り組んでいくかという方

向性も含みながら議論していくということなんですよね。そこがこの発信と、こ

のシンポジウムの目的が少しずれるのかなと思うんですが、いかがでしょうかと

いうことと。 

 あと、この発想というのはどこから出てきたんでしょうか。例えば、今一緒に

県と本山と町と、そして森ビルさんがコーディネーターでまちなみ整備をやって

おりますよね。その延長の中で、その４者の中で出てきたことというふうに理解

をすればいいんでしょうか。 

 とりあえず、それでお願いします。 

○議長（江守 勲君） 商工観光課長。 

○商工観光課長（清水和仁君） まず、２つ目の発想はどこからかご説明させていた

だきますけれども、当然、県と、それからご本山と町とで連携してということで、

そういうふうな意見交換の場もございます。そんな中で、門前整備について、つ

くっただけで終わりではだめだというふうな話し合いが出てまいりました。その

中で、何らかこの事業についてのＰＲだけではなくて、今後どうしていくかとい

うことについても広く発信していこうというふうなことが出てまいりました。そ

の中では、３０年度中にやろうじゃないかというふうな話も出てまいりましたけ

れども、予算の問題もありますし、それからもうちょっとゆっくり時間をかけて
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やったほうがいいんではないかというふうなお話の中で、いろいろ日を追って話

していくうちに、ちょうど柏樹関も完成するところで一回契機としてこの日を使

ってやろうじゃないかというふうな話し合いといいますか、ことになったという

ことでございます。 

 そういう観点から、まずは事業についての、今ほどご説明しました事業のＰＲ

というんですか説明といいますかそういうふうなこと。それから今後の永平寺町

のまちづくりに対する考え方というのを発信するためにシンポジウムをやろうと

いうふうな中で、それだけではもったいないので、その他もうちょっと大きなプ

ログラムにして永平寺町って禅を通してまちづくりしているんだな。ただ単にシ

ンポジウム等で、学術的にというとあれかもしれませんが、そういうことでする

んではなくて、もっと一般的な人にも興味を持ってもらったりとか、わかっても

らったりとか、そういうふうな形で大き目なイベントにしたほうがより効果的な

んではないかというふうなことで庁内で関係課集まって話し合いをしたところ、

関連するようなイベントを持ち寄ってやろうじゃないかというふうなことになり

まして、今回の企画となったような次第でございます。 

 以上でございます。 

○議長（江守 勲君） ５番、滝波君。 

○５番（滝波登喜男君） もう一つ、せっかくまちなみを整備した中でこういうシン

ポジウムをやるというんで、当然僕、本山の中でやるのかな、あるいはもっと言

ったら四季の森文化館のところでやるんかなと思ったんですけれども、県立大学

と。なぜ県立大学を選んだかというのを教えてほしいのと。 

 あと、多分ほかの議員も言われているんですけれども、その「せっかくなんで」

という課長の言葉聞きますと、せっかくなんでこの機に全庁的にやろうという、

その個々のイベントというのが果たしてこのシンポジウムの目的に合っているも

のかどうかという疑問がほかの議員からも投げかけられているんですけれども、

ちょっと言葉の表現で「せっかくなので」というのがもう一つ、そういう趣旨で

やるんなら、今までほかの課で独立してやっていたこともこの中に含まれていま

すので、そこをまげてこっちへやっていくという意味合いが少し、せっかくなの

でだけでは説得力がないと思いますので、その２点。 

 なぜ県立大学を選んだのか、なぜ今まで各課でやっていた事業をこちらの同じ

シンポジウムの中でやるようにしたのかという。 

○議長（江守 勲君） 商工観光課長。 
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○商工観光課長（清水和仁君） 会場につきましては、当初、一番最初に、段階を経

ていろいろ話し合ったと先ほど申し上げましたけれども、本山の中でということ

も最初は考えていましたが、より多くの方を集めたい。そういうふうなことを考

えまして、町の施設、四季の森であるとか、ふれあいセンターであるとか、サン

サンホールであるとかというところも考えましたけれども、より人が集まりやす

くて、例えば駐車場であるとかということ。あとは先ほども私の説明の中で、予

算の範囲内でかもしれませんけれども、ほかのプログラムも入れながらとか、新

しいものも入れながら。実は先ほどの資料の一覧表の下のほうにはちょっと新し

いことを書いてあるかもしれません。ＳＨＯＪＩＮの販売とか、カフェとかとい

うこともあるんですけれども、それも補足して、にぎやかしも含めてやるところ

もあるかもしれませんが、そういうふうな部分も入れていくと、会場がちょっと

大きいほうがいいだろうというふうなこともありまして県立大学を選ばせていた

だきました。そのほかのプログラムについては、町内各所でいろいろやろうとい

うことになっております。 

 そういう中で、２日目ですから同じ日にやる場合には、あそこも行ったり、こ

こも行ったりということで町内もめぐっていただけることもあったりとか、町内

の皆さんも、会場が近いから行こうということもあるかもしれないなということ

も含めまして、いろんな会場でやりたいというふうに思っております。 

 それから、各イベントプログラムについて、目的が若干ずれているんじゃない

かというふうなご指摘もございます。 

 ごめんなさい。その前に「せっかくなので」という表現はちょっと失言だった

かもしれません。申しわけございません。いい機会というふうな形で、ここで日

を選ばさせていただいたと判断していただければというふうに思います。 

 それから、目的に関してですけれども、各課のそれぞれがやろうとしていたこ

とにつきまして、禅の考え方とか、先ほどのＺＥＮ、癒やしとかリラクゼーショ

ンとかいろいろあるかと思いますけれども、そういうなのに比較的近いものとい

うふうなものを集めようというふうなことでございます。ですから、若干、外れ

ているという言い方は正しくないと思いますけれども、より近いものを集めまし

て大きく、それから一緒にＰＲすることで相乗効果を生みたいというふうなこと

も含めましてやらせていただくということで、私、判断する中では全く外れてい

るということではないとは思っているので、その辺ご了解いただきたいと思いま

す。 
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○議長（江守 勲君） ５番、滝波君。 

○５番（滝波登喜男君） 最後にしますけれども、これ今回限りでなくてという、継

続してという話を少し出ていたんですが、本当に継続してやるのかなという、こ

れは純粋たるクエスチョンです。 

 私のイメージとしては、課長の言葉かりるんじゃないですけど、せっかくああ

やって町並みのきれいなところにしたんですから、ぜひあそこで、規模は小さく

てもあの禅という、永平寺本山という雰囲気の中でパネラーが語り合うと。それ

を少人数ではありますけれども、永平寺町の禅と、あるいはそういうようなこと

に興味のある人が集いながら聴取し、意見交換すると。それを新聞あるいはテレ

ビで報道するかどうかわかりませんけど、報道していくというその積み重ねを少

しずつしていって、本山の誘客に結びつけるというようなことなら何となくわか

らんでもないし、そうですと、失礼な話、さほどお金をかけずにでもできるので

はないかなと。毎年やっていくというなら、この１，０００万規模を本当にやっ

ていくのかなと。交付金がずっと続いてはこないと思うんです。 

 まず、継続してやるかどうかも含めてお聞きします。 

○議長（江守 勲君） 商工観光課長。 

○商工観光課長（清水和仁君） まず、こういう大きなイベント等は継続的には考え

ておりませんが、継続と私申し上げましたのは、今まで申し上げてきたのは、こ

のシンポジウム的なといいますか、永平寺町がこういうまちづくりをするんだと

いうふうな、シンポジウムになるのか講演会になるのかわかりませんけれども、

そういったものは今回のように大きくはないにしても続けていきたいなというふ

うな思いを持っております。 

 ただ、今回のように各課連携してということに関しては、今のところ来年以降

は把握しでございます。こうしたほうが、もしこれはよかったなということにな

ればまた話は別かもしれませんけれども、一応今のところは商工観光課単独でそ

ういうふうなシンポジウム的なことを来年以降も続けていきたいなと思っていま

す。 

 それから、議員さんご提案のように、門前であるとか、本山でやるとかという

ような形で禅が感じられるような場所でやるのがいいんじゃないかということに

関しましては、今後考えていきたいというふうに思いますので、よろしくお願い

いたします。 

○議長（江守 勲君） 河合町長。 
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○町長（河合永充君） 今回のこの今までずっと進めてきた中で、一度しっかりと、

ただハード整備が終わっただけではなしに、しっかりと町内外に示していかなけ

ればいけないなという思いでやります。 

 決して今回のようなこういう大きなイベントを毎年するということではありま

せん。今、商工観光課長言ったシンポジウム、来年もという考え方は、例えば今、

滝波議員がおっしゃられた、じゃ、門前のほうで一回シンポジウムをやってみよ

うか、お金をかからずにやってみようかとか、そういったことはまた企画がされ

ると思いますし、またこの５ページに載っておりますいろいろな事業については、

新しくちょっとリニューアルしたのもありますが、例年いろいろな各課、担当課

がやっている事業ですので、あわせて違う時期、もとの時期に戻すか、また一体

とやってやるか、そういったのはまたいろいろ検証しながらやっていかなければ

いけないなというふうに思っております。 

 それと、この開催日のいろいろありますが、例えばまだ未定になっていたり、

福祉保健課がやる事業については診療所のオープンもありますのでちょっと事前

にやったり。 

 なるべくならそういうふうに相乗効果といいますか、ＰＲとかも一緒にあわせ

てやって、またいろんなところで、例えばちょっと禅とずれているイベントがあ

るかもしれませんが、そこで今、町の中ではこういうふうな禅、ＺＥＮでいろい

ろなまちづくりをしていますよとかってふれていただく。そういったのになれば

いいなと思いますし、また、この日程についても２日間で何が何でもやるんだと

いうそういったことでもなしに、ここはちょっと柔軟に講師の方の対応とかもあ

りますので、そこはまた柔軟に対応できていければいいなというふうに思ってい

ます。 

 あくまでもまだこれは案ですので、それもまたご理解いただきたいなというふ

うに思います。 

○議長（江守 勲君） ほかありませんか。 

 １０番、川崎君。 

○１０番（川崎直文君） 今、町長のお話の中で、上志比、永平寺、松岡でいろんな

イベントを、ここの表からいきますと１０個のイベントを行うということなんで

すけれども、このイベントは、この表には交流イベントという言葉を使っている

んですね。交流いうのは、誰と誰が交流するのかという。そこのところをはっき

りしておかなきゃいけないんじゃないか。お聞かせください。 
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 もう一つ、今回の資料で「永平寺町のＺＥＮ文化」という言葉が出てきたんで

すよね。永平寺町のＺＥＮ文化という、これを体験しましょうと。誰が、町民の

方が体験しましょう。永平寺町のＺＥＮ文化って、どれだけ町内の方、理解とい

う言葉はあれですけれども、わかっておられるというか、町民の方が理解してい

るのかというところがあろうかと思うんです。 

 ちょっと確認事項へ戻しまして、上志比、永平寺で行われる１０個のイベント

について、交流というのが目的なのか、永平寺町のＺＥＮ文化いうのを体験して

もらうというところが目的なのか、ここのところを明確に、企画段階でどのよう

にお考えなのかというところをお聞かせください。 

○議長（江守 勲君） 商工観光課長。 

○商工観光課長（清水和仁君） ちょっと変なご答弁になるかもしれませんけれども、

まだ案でございまして、交流という言葉も安易に使ったのかもしれませんが、も

しここで交流ということであれば、このイベントに集った皆さんでの交流という

ことになろうかというふうに思います。 

 ＺＥＮ文化が町民に浸透しているのかというふうなことにつきましては、まだ

十分な浸透はなかなかいっていないのかなとは思います。ただ、今、シンポジウ

ムのテーマにもありますように禅からＺＥＮへというふうなことで、これからそ

ういうふうな文化として発信していきたいというふうなこともしっかりこのシン

ポジウム等を通して皆さんにお伝えしたいなというふうな意味も込めておりま

す。 

 誰が体験するのかというふうなことにつきましては、このイベントは広く発信

したいと思っています。観光客というふうな言葉も使っておりますけれども、当

然観光客の皆さんも来ていただくとありがたいと思いますけれども、今後の観光

客増加に向けてというふうな感じで、永平寺町はこういうふうな町なんだ。それ

じゃ、一回行ってみようというふうな形で観光客増加につなげたいという意味で

の観光客と捉えていただきたいなというふうに思っております。 

 以上でございます。 

○議長（江守 勲君） ほかありませんか。 

 １２番、酒井秀和君。 

○１２番（酒井秀和君） 私からは２点あります。 

 まず１点が、これ第１審議でも私お話ししたんですけれども、町内の企業、団

体の方も巻き込んで、町民全体を巻き込んで進めてほしいなという思いがありま
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す。それをやることで、今、観光客のお話もあったんですけれども、ＺＥＮを町

民の方に知っていただく機会にもなると思います。なので、そのあたりを一度視

野に考えていただきたいと思いますがどうかという点。 

 あとは、以前からやはりここにいる議員の皆さんは究極のパブリックコメント

になると考えていますので、計画段階から例えば担当の常任委員会とかでこうい

うことをやろうと思うんだけどどうだろうというふうな、一度話し合いの場もあ

っていいんではないかなと。各種事業においても。商工観光課以外もそうなんで

すけれども。そういったことも考えてもいいのではないかなと思うんですけれど

も、そのあたりいかがかなというのがちょっと関連質問なんですけれども、お願

いします。 

○議長（江守 勲君） 商工観光課長。 

○商工観光課長（清水和仁君） まず最初の企業、団体も巻き込んでということに関

しましては、先ほど私の発言の中にもありましたように、企業という名前は出さ

なかったかもしれませんけれども、いろんな団体にはお声かけさせていただきた

いと思いますし、その中で取り組めるイベント等につきましては入れていきたい

と思います。企業のほうにもできる限り働きかけてみたいなというふうには思い

ます。 

 また、計画段階から議員の皆さんをというふうなことに関しましては、今、実

行委員会を立ち上げようとしております。その中でまた議員さんにも入っていた

だくとか、そういうふうなことも検討させていただきたいというふうに思います。 

 よろしくお願いします。 

○議長（江守 勲君） ほかありませんか。 

 ２番、上田君。 

○２番（上田 誠君） ちょっとお教えください。 

 ここの案の中に、これこんなこと言ったら大変失礼かもしれませんが、集客目

標が９９５人、１００名ですね。それのかかる経費が２８０万、３００万弱とす

ると、１人３万円ですね。となるんでないけ。それくらいの費用をかけて集客す

ると。同じ禅文化の発信で禅シンポジウムが、例えば私こんなこと言ったら大変、

私の考えかもしれませんが、それを含めて１，０００万のあれね。当然国からの

補助もあるということはわかりますが、その分は持ち出しも大きいわけですから、

そう考えると、こんだけの集客に果たしてこんだけのお金をかけて云々と。これ

はここだけで３００万ですし、全体から見ると１，０００名で１，０００万か。
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ということは、１人１０万ということやでね。そんな形になるんで、そこら考え

ると果たしてそういうことがどうかなというような考えをすぐしてしまうんです

が、そのあたりをちょっとお願いします。 

○議長（江守 勲君） 河合町長。 

○町長（河合永充君） この５ページの事業については、例年ですとほかの時期にこ

の程度の予算を持ってやっております。今回は一つにして、また禅と結びつける

ことで、逆の発想しますと、今回は地方創生交付金をいただいてできるという。

今まで全ての事業においてもこの程度の予算はずっとかけながら、何年間も。最

初のシンポジウムにつきましては大きい、今回あれになっておりますが、こうい

ったことでやっております。 

 各イベントにつきましても、例年やっているイベントにつきましても、目標の

参加者数に達しないとき、なかなか啓発ができなくて、一生懸命しているんです

が、参加人数が少なかったり、いろいろなパターンもあります。今回、一緒にあ

わせてやることで、また目標の人数を達成できることも一応視野に入れてみよう

という、いろいろなそういった発想の中でやっております。 

○議長（江守 勲君） 商工観光課長。 

○商工観光課長（清水和仁君） 各課のイベントについては町長が申し上げたとおり

ですけれども、本体の７３０万円につきましては、シンポジウムを普通やるんで

あればこんなに多くはかからないだろうという気はいたします。しかしながら、

しっかり取り組みたいということで、ＰＲに努めたいということであるとか、先

ほど申し上げましたように今のところ新聞に、紙面を買い上げて内容をしっかり

伝えると。通常ですと投げ込みをしながら取材をしてもらって、その内容を、あ

る１ページの片隅というとあれですけれども、一つの記事として掲載してもらう

というのが普通かもしれませんけれども、しっかり紙面に、例えば２ページを買

い上げるとかいうふうな形で内容をしっかり周知をしていきたいと。そういうこ

とで永平寺町の姿をしっかりとＰＲ、周知をしたいなというふうに考えていると

ころです。そういうところにも予算をかけたいというふうなところでございます。 

 以上です。 

○議長（江守 勲君） ２番、上田君。 

○２番（上田 誠君） 新聞にＰＲって、新聞はどこの新聞ですか。福井新聞で買い

上げたっていうそれだけじゃないよと。例えば禅文化のこれは、当然県内も発信

はあれですが、今後はやっぱり県外も含めてのＰＲなので、その買い上げるのか
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福井新聞の２ページ買い上げたところで、僕はほんなもん、ほれでほんだけの金

を使う効果あんかと。反対にこう言えば切り返したくなるのが事実だと思うんで、

本当に７００万をかけるんであってＰＲするんなら、県外に向けていろんなとこ

ろに発信するのが当然じゃないかなと。 

 だから、そういう感じでもしも、大変申しわけないですが７３０万のうち幾ら

使うつもりでいらっしゃるのか知りませんが、そこらあたりが安易なんじゃない

かなとしか見えないんですが、その答弁から言われると。どういうお考えですか。 

○議長（江守 勲君） 商工観光課長。 

○商工観光課長（清水和仁君） そういうお考えもあるかも知りませんが、一応今の

ところは新聞名出していいかわかりませんが福井新聞を考えております。それで

も百何十万というふうな金額がかかるんじゃないかなというふうに思います。 

 全国紙ですと、それの金額じゃない、桁が違うぐらいになるんじゃないかなと

思われます。全国的な部分に関しましては違った形で、ＳＮＳ等、いろんな形で

発信をしたいというふうに考えております。 

 以上でございます。 

○議長（江守 勲君） 河合町長。 

○町長（河合永充君） もう一つ、今まで取り組んできたことを町内外に発信すると

なっていますが、町民の皆さんにもこのＺＥＮであったり、禅文化、そして今取

り組んでいること。こういったことをしっかりとわかっていただくというか、そ

ういう場にもしていきたいなと思います。 

 今、ＳＨＯＪＩＮブランドというのもありますが、このＳＨＯＪＩＮもやはり

実は禅という考え方、永平寺があって、その中のＳＨＯＪＩＮというワードを使

ってブランド化をしていったというのもあります。 

 この前も中学校のすまいるミーティングに行ったときに、子どもたちに「みん

な、禅ってどういうイメージ持っている」って聞いたときに、言葉はあれですけ

ど、おじいちゃん、おばあちゃんというイメージとは言いました。ただその一方、

今、あみるさんであったり、自動運転も禅という文化があるから、早稲田大学の

皆さんもやっぱりそういった新しい発想の禅というのと、究極のアナログと最先

端が融合している町ということで関心を持っていただいているのも事実です。 

 そういった新しい禅からＺＥＮへのこのＺＥＮ、これをまた広く住民の皆さん

に、また今、門前の町並みが大きな投資をさせていただきましたので、どういう

ふうに変わっていくのか、どういうふうな効果があるのか。こういったことをも
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う一度しっかりとこのシンポジウムを通して説明させていただくといいますか、

ご理解をいただく、そういった場にもしていきたいなとも思っておりますし、そ

れといろんな交流体験。多少ちょっと禅からずれているというのもあるかもしれ

ませんが、そこでもう一度ＺＥＮ、禅、新しいイメージというとまた今度は違っ

たところから怒られてしまうかもしれませんが、このＺＥＮ、これを皆さんの中

に何かに生かせていけたらいいな、まちづくりの中にも生かせていけたらいいな

という、一つのブランドといいますか、そういったものが理解していただけるそ

ういった場にもなればいいなというふうに思っております。 

○議長（江守 勲君） ほかありませんか。 

 １１番、酒井和美君。 

○１１番（酒井和美君） このイベントというのは観光客の方に向けての、町民の向

けての一つのメッセージになると思うんですね。今、案ということなので、これ

からまたブラッシュアップされていくとは思うんですけれども、この案を拝見し

てご回答を伺っての質問としまして、この目的のところの４種類ぐらい書かれた

言葉をぐっと一つにまとめられないかということですね。 

    人と自然・環境との調和、静寂・落ち着き、癒し・リラクゼーション、命の大

切さ。たくさん並んでいるけど、何かすごく耳なじみのいい言葉なんですけど、

耳なじみのいい言葉って、耳で消えちゃって心まで届かないと思うんですよ。ぐ

っと今の人に伝わるような言葉一つつくり出せないのかなというところ、つくれ

ませんかという質問なんです。 

 例えば禅、リトリートというのは前言いましたけど、わかりにくければ禅ウエ

ルネスでもいいですし、禅の里人づくりでもいいすし、リフレッシュ禅とか何か

一つばしっと決めてもらえないものでしょうかという質問がまず一つ。 

 次に、この禅シンポジウムなんですけれども、先ほどパネリストの方、講師の

方が、課長さんはすごく発信力と集客力のある方とおっしゃられたんですけれど

も、通常、こういった講師を招く場合には講師料などが発生しますよね。大体そ

の講師料というのはどれくらいのお客さんが呼べるかということをもとに算定さ

れるわけなので、講師の方というのは大体数字をお持ちだと思うんですね。この

方たちは集客力あるなという課長さんの思いではなくて、実際に何人のお客さん

が来るという数字があります、根拠がありますということを示していただきたい

んです。 

 できれば当代一流の思想家の方を呼んでいただいて、誰もが知っている有名人
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の方を呼んでいただいて、その人目当てにたくさんの人が来るようなシンポジウ

ムしていただいて、永平寺町に提言していただくほうがよっぽど町民の方は関心

あると思うんですね。 

 今、この内容を拝見していますと、ちょっと難しいといいますか、国の方がこ

ういったふうに福井県のまちづくりを考えております。町の人がこういうふうに

考えておりますということを下におろす会ですよね、これって内容的に。それは

その役場の内部でやってくれよって、やっぱり町の人は思うと思うんです。それ

は私どもは参加していいものでしょうかとしか思わないと思うんですね。区長さ

んとか商工会の職員さんとか、そういった専門の方が行かれる会ではないのだろ

うかというのが第一印象ではないかと思います。 

 そういった有名人の方を呼んでいただけないのだろうかということと、講師の

方の集客数のデータ、根拠をお示しいただけないかということを済みません。 

 あと、内容についてなんですけれども、２つ目のほうですね。私、再々、禅文

化に対して古墳というカードを切るのはやめてくれという、それを町民に言うだ

けでなく、観光客にまで言うのは本当にやめてほしいなと思うんですけれども。 

 ほかのイベントについてもなんですけれども、例えば臨床宗教師の方は浄土真

宗の方なんですよね。何で禅のシンポジウム、禅のイベントで浄土真宗の方のお

話を聞かなければならないのか。やっぱりちょっと不思議な感じがいたしますね。

ちょっと失礼ではないかなと思います。しかもスクールカウンセラーの先生って

書いてあるんですけれども、内容はアドバンスケアプランニングって、終末医療

のことなんですよね。テーマは。この先生、果たして本当に終末医療にかかわっ

ておられるのであろうかということも疑問です。 

 できれば禅宗のお坊さんをきちんと呼ばれないでしょうかということ。あるい

は浄土真宗という色は出さないで、実践宗教学の講座をされるということなのか、

その辺ご回答をお願いします。 

 あと、総合政策課さんも子どもプログラミング、あと自動走行車という３つ並

ぶ状態になっているんですけれども、これ普通に座禅をさせるのではなくて、黙

想ではだめなのでしょうかという質問なんですが、この永平寺のお膝元に息づい

てきた禅文化ということであるならば、別に黙想で構わないのではないかと。座

禅までさせる必要があるのでしょうか。 

 お願いします。 

○議長（江守 勲君） 商工観光課長。 
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○商工観光課長（清水和仁君） まず、目的の中にいろいろ文言が並んでいるけど、

まとめられないかというふうなことに関しまして、こちらの思いとしてはいろい

ろ並べたほうがいろんなイメージが湧くかなというふうな思いは持っています。

ご指摘でございますので、また実行委員会等でも検討はさせていただきたいとい

うふうに思っております。 

 それから、登壇者の集客の数字はというふうなことですけれども、そういう数

字は持っておりません。具体的にそれぞれの方、講演とかそういうふうな専門家

的な方々ではないと僕も思っているので、そういうふうな形での集客の数という

のは私どもとしては余り見込んではいませんけれども……。 

 まず、特別講演をお願いしています伊藤先生に関しましては、国土計画協会会

長ということですけれども、都市計画の権威でいるということでございまして、

その道のというとまた……。 

 伊藤先生でございますが、略歴を見ますと、都市計画家で、早稲田大学特命教

授、慶應大学等のほかにも客員教授等も、東京大学の名誉教授もされているよう

でございます。工学博士の方というふうなことでございまして、その他にも日本

地域開発センターの理事長であるとか、ＮＰＯ法人日本都市計画家協会会長とか、

さまざまな肩書を持っておられる方でございまして、そういう都市計画の分野で

はかなりの権威ということでございますので、都市計画にかかわっている、議員

さんご指摘のように町民の方にはということでは違うかもしれませんけれども、

そういうかかわっている方々の中ではかなり有名な方ということで、その先生の

話はぜひ聞きたいというふうなことを言われる方が多いというふうなことでござ

います。この方のお話も町民の方にもぜひ聞いていただきたいなというふうに思

っておるところでございます。 

 また、進士学長につきましても、都市計画等に関しましてはかなり権威といい

ますか見識が、かなりと言ったら失礼ですね。大変な権威でございます。以前は

東京農業大学の学長というふうなところも務められておられます。県の立場から

も、それから専門的な立場からもご意見をいただけるものというふうに思ってお

りますし、県立大学も使う、そして県立大学の学長ということで、県立大学の学

生さんもかなり聞いていただけるんではないかなというふうに思ってございま

す。 

 大本山永平寺監院につきましては、もちろん大本山永平寺から門徒とか、あと

ゴヨウショウの皆さんとか、そういうふうなつながりもございますので、そうい
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った方々のご来場もいただけるんではないかなというふうに思ってございます。 

 あと、それぞれのプログラムについて担当課のほうからお願いしたいと思って

いるんですけれども基本的に禅からＺＥＮへというふうに書いてありますけれど

も、当然、行政がすることですから宗教分離も含めて、宗教のことを伝えるつも

りは全くありませんし、特にＺＥＮに関しましては宗教を外れてというふうな考

え方を持っておりますので、今、宗教の誰々さんとかそういうことは抜きにして

考えていきたいというふうに思っているところでございます。 

○議長（江守 勲君） 福祉保健課長。 

○福祉保健課長（木村勇樹君） 臨床宗教師について昨日もお話しいたしましたが、

再度申し上げます。 

 臨床宗教師というのは、心のケアを提供する宗教者です。ただ、布教や伝道は

目的としておりません。案の中に真宗髙田派と書いてございますが、今年度、あ

る団体で臨床宗教師の方の講演をいただきました。そのときの担当の方が髙田派

のご住職だったものですからこういう書き方になっているわけです。 

 多くの方が宗教者としての資格を持ち、かつ一般社団法人日本臨床宗教師会が

綱領を制定して認定制度になっています。こちらの資格を有した方が臨床宗教師

として活躍されるということになっておりますので、特段、ＺＥＮ、禅、それか

ら真宗がどうだということは抜きにしてお考えください。 

 お坊さんのけさを来て、病院へ行くというこの活動があります。もともとが東

日本大震災の被災地から心のケアをするというところで東北大学から養成が始ま

っているようですので、今回の終末期ケアの診療所の目的、それからＺＥＮの機

会のイベントについては、当然、ふさわしいものだというふうに私は思っており

ます。 

○議長（江守 勲君） 総合政策課長。 

○総合政策課長（平林竜一君） 小中学生を対象に県内外に広く参加を呼びかけてい

きたいというふうに考えております。 

 そういった中で、永平寺町としての魅力、特徴を出すというところで、大本山

永平寺の参籠体験ということで座禅を体験し、また食事、いろんなことで本山の

体験をしていただくという企画をいたしました。 

○議長（江守 勲君） １１番、酒井和美君。 

○１１番（酒井和美君） 禅を抜きにして考えていただいて、でも、それは禅にかな

っているという、禅問答のような回答を課長からいただいてしまったんですが。 
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 ちょっと逆だと思うんです。私は僧侶の方なんかが臨床宗教師の資格をお持ち

で働かれているということだと思うんですね。宗教の僧侶の資格を持った方が臨

床宗教師として働いているというのとちょっと違うと思うんです。だから、結局、

真宗髙田派のお坊さんは真宗のお坊さんとして臨床宗教師の資格も持ちながら、

実践宗教ということに取り組まれているということだと思うんです。なので、人

から語られる言葉というのは浄土真宗のお話なんですよね。 

 それは抜きにしても、東北大学から臨床宗教師ということが始まったというの

は、私もちょっと拝見しました。それは宗教が儀式的になってきているというこ

とを、もとに戻して実践の宗教、臨床の宗教ということをしていこうというとこ

ろから言っていると思うんですけれども、それは一つの実践宗教学というカテゴ

リーがあるわけですね。学術の世界。だとしたら、仁愛大学のその先生が実践宗

教学ということをお勉強されている方なら、それを話してもらったらいいのかな

と思います。ただ、それ、禅には関係ないなと思います。 

 やはり、禅宗のお坊さんで臨床宗教師の資格をお持ちの方を呼ばれたほうがよ

っぽどいいのではないかなと思います。いかがでしょうか。 

○議長（江守 勲君） 河合町長。 

○町長（河合永充君） 禅からＺＥＮへということで、コアな禅、宗教としての禅で

はなしに、この町の中の雰囲気がＺＥＮ、禅の里とも、いろんなところに、例え

ば温泉にも禅の里という名前がついていたりいろんなところに、また町としても

禅というので売り出していたり、東京で自動運転について一度講演をさせていた

だいたとき、企業家の皆さんが集まっているときに、この自動運転と禅というの

をあわせて町の発信にしていくなら、この自動運転は成功するかもしれないねと

か、そういったいろんな企業さんが、実はここに住んでいる私たちが気づいてい

ない、あんまり軽いとかというとまた怒られるかもしれませんが、日本人らしい、

田舎らしい、田舎というとまた怒られますが、地方らしいこの生き方には禅が根

づいていますよ。ＺＥＮ、私たちはこの禅が根づいているその地で生活もして、

いろいろな教育、勉強もいろいろ受けたり、そういったことをしているこの雰囲

気の中でいろいろな取り組みをしているということを発信していきたいというの

が一つで、もちろん宗教としての禅、そういったものは今この場ではちょっと政

教分離がありますので発言するのはふさわしくないかもしれませんが、そういっ

たものは文化としてしっかりと残していく。 

 今回のこれはそういった根づいた中でまちづくりにどういうふうに生かしてい
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くのか。それは今、門前の観光の開発もありました。また、禅と最先端技術の融

合。実はここに来られている方は、あみる君もそうだったし、自動運転で来られ

ている方は最先端技術の場所もある。また、永平寺町という名前の、ここで何か

開発すると発信がしやすい。そして、究極のアナログ、禅がある、ＺＥＮがある

この場所でいろんなことをやってみたい。また、何か新しい発想が得たい。来ら

れている方は、皆さん言うのは、最初はやはり本山へ行かれたり、座禅を組んだ

りされるんですが、結構県外から来られる方が一様に言うのは、ここの人の優し

さであったり、田園の風景であったり、子どもたちが挨拶してくれたり、これが

禅なんだよねって教えてもらうときがあります。そういったのをもう一度、禅の

発祥の一つの永平寺があるこの永平寺町で、ブランドといったらまた怒られるか

もしれませんが、一つの禅というキーワードのブランドを発信していく、そうい

った場になればいいなというふうに私は思っております。 

○議長（江守 勲君） 福祉保健課長。 

○福祉保健課長（木村勇樹君） 資料にあります真宗髙田派という記載については、

重ねて言いますけれども、今年度いらっしゃった方がこういう方だったからとい

うだけです。 

 今回お呼びする方が真宗かどうかというところでは、全く未定です。だから、

禅宗の臨床宗教師、真宗だから真宗の臨床宗教師という選択は全く考えておりま

せん。宗教師の方自体が宗教の枠を飛び越えてというか、関係なく参加されてい

ると思います。キリスト教の方もいらっしゃいますし、神道の方もいらっしゃい

ますし、禅宗もいれば浄土真宗の方もいらっしゃる。そういった枠組みの中でお

呼びすることになります。 

 だから、どこどこの宗教の臨床宗教師ですよというＰＲをするつもりもござい

ませんし、その点だけ資料について誤解があったならおわびいたします。 

○議長（江守 勲君） １１番、酒井和美君。 

○１１番（酒井和美君） 先ほど町長から政教分離という言葉も出たんですけれども、

そのことについて少し考え方が固過ぎるのではないかと思います。 

 行政は確かに布教はしてはいけないと思いますが、禅宗が存在しますよ。こう

いう教えですよということを言うことは別に構わないことだと思います。学術的

に研究もされておりますし、そういった視点から禅を語ることということは布教

行為に当たらないはずです。そういった観点からも、そういった勉強する機会を

設けるということもあっても全然いいことだと思いますし、その禅をテーマにさ
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れるイベントであるならば、一応禅ということの統一性を持たれたほうがいいと

思います。 

 その中でちょっと済みません。総合政策課さんのご回答がちょっと途中だった

ような感じがしたんですけれども、そこにプログラミングが入るということなん

ですよね。プログラミングもされるということなんですよね。 

 私は普通に自動走行車で、参道を行きましょうというのはいいと思うんです。

永平寺のお坊さんはこれまでそこの道を歩いて永平寺に入りましたということ

を、歩くんじゃなくて自動走行車で見ていきましょうというのは一つのテーマと

してあっていいと思うんです。 

 なぜ、プログラミングかというところです。プログラミングと禅、座禅をする

ということを組み合わせていらっしゃるんですよね。そこのそもそもの考え方と

いうのが、きょうの総務課のメンタルヘルスの話などを聞いていても理解されて

いないと思うんですけれども、そもそもがプログラミングとかの業務についてい

る人たちが心のメンタルヘルスケアをすることによって、座禅なんかを取り組む

ことによって、仕事の効率が上がりましたというような時代の流れがある中で、

あみるさんみたいな人が禅とプログラミングを組み合わせてやりたいですという

話をされてきたわけですよね。 

 そういう根本的な考え方があるわけで、仕事と禅とか、メンタルヘルスの分野

なんですよね。こういったことはテーマとしてはっきりわかりやすく、これをお

仕事、ＩＴ関係の仕事ついている方に来てくださいというならわかるんです。そ

こに子どもたちを教育しようというのもまぜ込んできている。混乱している状態

になって、わかりにくくなっているんですけれども、すっきりと子どもたちは参

ろーどを車で行く。ＩＴ関係の人たちが禅とプログラミング体系して、これはメ

ンタルヘルスにすごくいいですねということをわかっていただく。こういったふ

うにちょっと目的性みたいなものを明確にできないものでしょうか。 

○議長（江守 勲君） 総合政策課長。 

○総合政策課長（平林竜一君） これは予算の第１審議のときにもちょっとご説明さ

せていただいたと思いますが、まず、対象を小学校４年生から中学生を対象にし

て、今後、プログラミングの学習ということもあります。当然、プログラミング

を教えていただく専門家にも来ていただいて、簡単な初級レベルのプログラミン

グもあれば、レベルの高いお子さんもいらっしゃると思いますので、そういった

レベルに応じてプログラミングを自分でやってみる。それを自動走行、永平寺町
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って自動走行が、ほかの市町に比べると特徴があるといった中で、自動走行を模

擬体験していただくということで、円盤型の乗用の、電動のカートがあります。

それに実際にプログラミング学習である程度基礎なり習ったことを実際に乗用カ

ートにプログラミングも組み込んで、実際に四季の森の例えば駐車場で走らせて

みて、プログラミングした結果を自分で体験していただく。それが自動運転と重

なっていくよねということをやりたい。 

 もう一つは、永平寺町というとやはり禅ということがありますので、県外の子

どもさん、県内の子どもさんでも、我々子どものときには本山のほうへ行って座

禅体験しましたけど、今、そういった形で体験するというのはなかなかできない

と思います。そういったところで本山のほうで参籠体験ということで座禅をした

り、入浴をしたり、食事をしたり、それにも全ていろいろ決まり事があったり、

いろいろなことを学べると思いますので、そういったことを組み合わせてという

ことで、子どもさんを対象にそういったプログラミングの一つ、自動走行の部分

での一つを。禅という部分での座禅を体験したりとかという部分を組み合わせた

ということで、精神とかいろいろ難しいことはあまり考えてなくて、単純に子ど

もさんたちにいろんな体験をしてほしいというイベントとして企画をしました。 

○議長（江守 勲君） ほかありませんか。 

 なければ次に、商工振興事業補助金に関する事前の通告に対する説明を求めま

す。 

 商工観光課長。 

○商工観光課長（清水和仁君） それでは続きまして、観光物産協会運営補助金につ

いて、物産協会への補助はこれでいいのか、今後の改善策などはというふうなご

質問でございます。 

 ３１年度予算案におきましては、観光物産協会への人件費に相当します運営補

助金が９８１万３，０００円、活動補助金である地域資源活用事業補助金につい

ては１２６ページ、予算説明書ですが、ありますように３７９万２，０００円と

なっており、合計で１，３６０万５，０００円となっております。 

 運営補助金につきましては、以前は専務理事及び職員１名分の人件費相当額で

した。平成２８年度に町の事務も一部移譲したことから、町職員を１名派遣して

まいりました。２９年度にはえい坊館の運営管理を委託することから、現在の次

長分の人件費を追加しております。 

 そして、３１年度において２８年度から３年間派遣してまいりました町職員を
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引き揚げることから、その分の職員１名を新たに採用するため、前年度比２０５

万４，０００円増額となったものでございます。 

 活動補助金であります地域資源活用事業補助金３７９万２，０００円につきま

しては、イベントなどの実施における収入見込み分を除いた必要経費分を補助し

ています。内容の中には、さきに述べた町からの事務移譲分を含んでおります。 

 移譲しました事務は何かといいますと、各種商談会や物産市への参加。祖跡コ

ースの維持管理。参ろーど禅ウオーキングや永平寺禅を学ぶ体験ツアーなど誘客

イベントの実施。観光案内業務として各所への観光パンフレット等の送付。観光

ボランティアガイドの会や浄法寺山岳観光協会、参ろーどの会の事務局としての

役割。そして、九頭竜フェスティバル実行委員会事務局の一部分などがあり、３

１年度予算では２１４万円余りがこれに相当いたします。 

 全体を通しまして多額な補助金ではございますけれども、えい坊館の運営、そ

して町の業務の移譲もお願いしており、また観光や物産事業については実動的な

業務等は協会に活動していただきたいというふうな観点から、人件費相当額の補

助額が増額したことにつながっております。 

 協会人件費は増加しますけれども、職員は役場に１名引き揚げるということに

なりますので、比較して事務移譲の効果として人件費の削減につながっていると

考えております。 

 また、えい坊館次長の人件費につきましては、観光物産協会への運営補助にて

計上しておりますけれども、今後、指定管理も検討していくことも考えますと、

えい坊館運営管理事業において計上したほうが明確になるとも考えられますの

で、次の年度の予算計上時等においてその点も考慮に入れて考えてまいりたいと

いうふうには思っております。 

 今後の予定、方針でございますけれども、協会も一般社団法人化したことから、

公益的な立場もとりながら収益事業も考えておりまして、具体的にはまず、えい

坊館の収益を上げ、職員１名分の人件費相当額を収益で賄うことも目標としてお

ります。おおむね２００万円ぐらいになりますが。 

 具体的な案といたしまして、３年計画で２０２０年度は３分の１相当額、２０

２１年度は３分の２相当額、２０２２年度には１人分の人件費を減額できるよう、

これはできれば１年でも前倒しできるよう協会側と協議をしているところでござ

います。 

 また、見通しとしてはまだなかなかつきませんけれども、近い将来、ＳＨＯＪ
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ＩＮの売り上げというふうなことについても上がっていくような形でいけば、も

うちょっと補助金の削減という形にもつながっていくかなというふうに思ってお

ります。 

 以上でございます。 

○議長（江守 勲君） 河合町長。 

○町長（河合永充君） 補足で、今年度、職員がちょっと、午前中も議論ありました

退職が、採用の後からわかりましたので、今、職員を１人派遣していましたが、

お願いをしまして引き揚げさせていただく。ただ、急な話ですので、そこの部分

は非常勤で対応させていただきたいというお話をさせていただきました。 

 ただ、ここの部分につきましても、第１審議でお話ししましたとおり、お話を

進めまして、ここの予算につきましては３年、４年をめどに段階的に少なくさせ

ていただいて、数年後には、ちょっと今これはお話ししているみたいですが、自

力でやっていただくような、ＳＨＯＪＩＮとかそういったものでやっていただく

ようなお話をしております。 

 それともう一つ、やはり今回の予算の組み方で事業補助と運営補助をしっかり

とここにのせていく、予算書にのせていくのがわかりやすいと思いますので、来

年度からはしっかりといろいろな事業補助。この事業はこういった金額で事業委

託をしますとか、その中にはもちろん人件費ものってくると思います。今はどち

らかというと、運営補助の中で人件費を賄っていまして、その中には人件費は含

まずに事業補助を出していたというそういったのもありますので、そこはしっか

りと試算を出して予算書にしっかりと計上して、皆さんにわかりやすい、そうい

ったことに努めていきたいというふうに思います。 

○議長（江守 勲君） これより質疑を許可いたします。 

 質疑ありませんか。 

 ５番、滝波君。 

○５番（滝波登喜男君） 質疑というんではないんですけれども、第１審議ときには

そこまで出てこなかったんですが、今回、第２審議でそこまで出てきたので、あ

る意味理解はしております。 

 一番心配だったのは、物産協会をつくって、行政が割と手をかけてつくってい

ったという経緯の中で、やはりひとり立ちをしなければ、行政もそんなに財政豊

かではありませんので、ずっと９０％ぐらいの補助をしていて成り立つような組

織だったら、非常に中の職員さんがある意味将来的に不安だろうということで、
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ぜひえい坊館を中心に収益事業して、指定管理をもらいながら独立していくとい

う道筋をぜひつくってほしかったんですが、今の答弁で３年かかってということ

なので、それは理解をさせていただきました。 

○議長（江守 勲君） ほかありませんか。 

 なければ、暫時休憩いたします。 

（午後 ２時１６分 休憩） 

────────────── 

（午後 ２時３０分 再開） 

○議長（江守 勲君） 休憩前に引き続き再開いたします。 

 次に、社会資本交付金事業に関する事前の通告に対する補足説明を求めます。 

 建設課長。 

○建設課長（多田和憲君） それでは、社会資本整備総合交付金事業の永平寺インタ

ー線整備について、その必要性はというご質問でございます。 

 この路線は、中部縦貫自動車道の永平寺インターに接続する国道３６４号、通

称機能補償道路から永平寺口駅の横を経由しまして国道４１６号の福井銀行前を

結ぶ路線でございまして、旧永平寺町の時代から整備を望む声があったというこ

とを地元説明会でもお聞きしております。 

 その後、ご承知のように平成２６年度に概略設計に着手いたしまして、さまざ

まなルートを検討してまいりました。特に踏切に関しましては、東古市地区の役

員の方々にも大変お骨折りいただきまして、既存の踏切を廃止するということに

区民のご理解が得られたというところからようやく実現化いたしまして、関係地

元の説明会や地権者の戸別訪問等でご了承を得て、今年度、詳細設計及び用地測

量に着手したものでございます。 

 現在は、福井銀行のほうから駅のほうに向かいますと、線路のところで行きど

まりというふうになっておりますが、この路線を整備することによりまして永平

寺地区の中心市街地から中部縦貫自動車道へのアクセスが向上し、交通ネットワ

ークが強化されるとともに、えちぜん鉄道、京福バス、コミュニティバスといっ

た公共交通機関との結節機能も持ち合わせておりますことから、沿道のさまざま

な土地利用が促進され、周辺地域の発展に寄与するものというふうに考えており

ます。 

 また、消防本部から国道３６４へのアクセスが向上することによりまして、救

急搬送や火災、異常気象時の対応にも効果を発揮する消防力強化というような効
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果も期待できる路線であるというふうに考えております。 

 このように、さまざまな効果が期待できる路線であり、また交付金事業という

ことで５０％以上の国費も活用できますことから、この事業の推進にご理解をい

ただきたいというふうに思います。 

 以上、建設課関係の説明とさせていただきます。 

 よろしくお願いします。 

○議長（江守 勲君） これより質疑を許可いたします。 

 質疑ありませんか。 

 ９番、長岡君。 

○９番（長岡千惠子君） 質疑というか確認も含めてさせていただきたいと思うんで

すけれども、まず踏切なんですけれども、踏切は既存の駅西側の踏切を廃止して

東側に持っていくということだと思うんですけれども、これにつきまして西側の

踏切は幅員がかなりちっちゃい、狭いと思います。それを幅員を広げるというこ

とになりますと、１カ所の踏切の廃止だけで済まないのではないかと思います。

鉄道においては新設する場合はその幅員に応じた幅員分の踏切の廃止というのが

規定になっていたように思うんで、１カ所だけで幅員を広げることができるのか

どうか確認したいと思いますし、もう一つは駅の東側に行くことで、あの地点、

線路内に切りかえのポイントがあるのではないかと思いますし、永平寺口駅は上

り下りのすりかえの駅ともなっています。それによりましてホームも通常の駅と

は違いましてたくさんあります。たくさんあることによって、線路がたくさんあ

るので、線路の奥行きというか、踏切の奥行きが大きくなります。ということに

なりますと、その踏切を横断するに当たっての踏切内滞在時間が延びるというこ

とになる。そうなれば、踏切内での事故の危険性が高くなるというのが１点あり

ます。 

 踏切は速やかに渡るのが一番だというふうに私は思っておりますので、その点

から考えても踏切の移設及び幅員の関係、これは確認したいと思います。 

 それともう一つ確認したいのは、総延長９０９メートルだと思うんですけれど

も、この路線、新しくつくられましても、今現在ではそれ以上の将来性が見えて

ない。道路の将来性が見えてないということが１点あります。せっかくつくられ

ても、国道４１６号線から国道３６４号線までのその区間だけの道路というふう

になって、それ以上の拡大見込みがないというのが一つ疑問があります。 

 そうなってきますと、それによってその道路を使われる人も限定されてしまう
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のではないか。一般の町民が全てその道路を使うというふうにはまず考えられな

くて、その道路が設置される集落の方のための道路、生活道路になってしまうの

ではないか。それに対して第１審議のときにおっしゃっていました総工費７億円。

これには踏切工事が入っているかどうかわかりませんが、もし踏切工事が入って

いないとすれば、それ以上にお金かかってくると思います。それだけの投資をし

て、果たしてどれだけの利用があるか。ここら辺についてももう建設課さんのほ

うではお調べいただいていることとは思います。その実績についてもお教え願い

たいというふうに思っております。 

 踏切工事、もし入っていなけれれば、これは膨大な費用がかかることは今まで

の踏切工事から見て明らかでありますので、その点についても一緒にお伺いした

いと思います。 

 よろしくお願いします。 

○議長（江守 勲君） 建設課長。 

○建設課長（多田和憲君） まず、踏切の廃止ですけれども、えち鉄等と協議を重ね

てまいって、閉鎖といいますか閉じる踏切は西側の１カ所のみというふうになっ

てございます。 

 あと、今の場所に切りかえのポイントがあるということで、これはたしか補正

予算か何かのときに踏切の詳細設計を今年度計画していたのを翌年度以降に延ば

すということがございましたが、そのときの延ばした原因がこのポイントのどこ

へいのかすかというところがちょっと、今、えち鉄の協議の中でいろいろあちこ

ち、どうしたほうが一番安くできるかということがございまして、ちょっと今ま

だ本格的には決まってないんですけれども、移設するということになってござい

ます。一番いい形でできるように踏切の設計をつくっていきたいというふうに思

っております。 

 それと将来性といったことですけれども、インターの接続道路と今の幹線であ

る４１６を結ぶということで、それ以上延ばしようがないといえば延ばしようが

ないんですけれども、いろいろ平成２３年ぐらいから駅の周辺整備してまいりま

した。インターチェンジと駅周辺の開発した区域を結ぶということで、それは大

きな観光地ではないかもしれませんけれども、駅周辺のレンガ館などの施設も見

ていただくということで、あとそこへ来るまでの沿道もいろんな道路ができたこ

とによって土地利用がされていくのではないかということで整備効果というのは

あるというふうに私どもは考えております。 
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 あと、総事業費の中に踏切工事を含むかということにつきましては、一応今の

ところ含んでいるという状態でございます。ちょっとまだ詳細設計でき上がって

おりませんので額は前後するかもわかりませんけれども、今の段階では入れてい

るということです。 

○議長（江守 勲君） 平野副町長。 

○副町長（平野信二君） 今の質問ですが、清流地区のほう、都市計画道路から今の

変電所の踏切のあそこは、昭和６２年か６３年ぐらいに計画決定をしたんですが、

そのとき名古屋陸運と協議しまして、当時は１２メーターで計画決定してますか

ら１２メーター分出せと。１２メーター廃止して初めて１２メーターを認めてや

るという制度がありました。ただ、今の話聞いてますと、若干緩くなったんかな

と。 

 ただし、清流と交差点まで結ぶのに踏切を１種、２種、３種ってあるんですが、

例えば農繁期だけの踏切とかほんなのも廃止というんで大分したんですが、やは

り地元の同意がとれないということで、最終的には高架橋で解消したということ

がございます。ですから、今言う同じ幅を廃止せえというのは消えたんかなと思

います。 

 以上です。 

○議長（江守 勲君） ９番、長岡君。 

○９番（長岡千惠子君） 踏切の幅、幅員についてはえち鉄さんとちゃんと協議がさ

れてて、了解を得て幅員を広げることが可能だという確約がとれているのであれ

ば別段問題はないと思います。 

 もう一つ続けていきたいのが、この説明書に地図が載っているんですけれども、

この路線の決め方なんですけれども、今までにも何度かいろんな説明を受けまし

た。一番最初は山沿いに真っすぐ上がっていく道で計画しますとかという話もあ

りました。こういうふうに決められたのは、周辺の土地利用を考えての路線を決

められたのでしょうか。それとも例えば墓地があったりとか、あるいは動かせな

いようなものがあるからこうなったのか。いろんなほかの力が働いてこうなった

のかということも含めてちょっとお答えいただければと思います。 

○議長（江守 勲君） 建設課長。 

○建設課長（多田和憲君） ルートにつきましては、概略設計でき上がった時点では、

今、主要事業のところについている図面よりももう一つ西側の、あれは農道かな。

西で３６４にタッチするようになっていたかと思います。 
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 ただ、実際、詳細設計に入る前の段階で、ここの３６４号と田んぼの段差が物

すごい落差があったということが一つと、ここの３６４の勾配がかなりきつかっ

たということがございました。交差点をつくるときの勾配というのはある程度基

準が決まってまして、３６４の勾配を緩くしてやらないと新しい交差点拡幅がで

きないと。そうしますと、もっと田んぼとの段差が高くなります。恐らく５メー

ターほどという計算になっていたかと思います。それはちょっと費用的にも、下

の田んぼつくっている方の利便的にもよくないんじゃないかということになりま

して、東側に、現在の今の図面の形です。東側におおよそ２００メーターほどち

ょっと下がって、インターからは多少遠くはなりますけれども、今の交差点の場

所変更によりまして２億近くの事業費も削減できますし、田んぼの方にもそれほ

どご迷惑にもならないということがございまして、こういう最終形になったとい

う経緯でございます。 

○議長（江守 勲君） ９番、長岡君。 

○９番（長岡千惠子君） 理由はいろいろあろうと思うんですけど、田んぼの方にと

ってはいいかもしれませんけど、この道を利用する人にとっては余計に走らない

といけないわけですからガソリン代いっぱいかかりますよね。毎日毎日になれば、

細かいことを言えば。ただ、どっちがどうなのかなって考えることはあります。 

 それで、最初の質問なんですけれども、質問の中でお答えがなかったんですけ

ど、この道路ができた場合の利用量、交通量についてはどのぐらいを見ていらっ

しゃるんでしょうか。余り交通量がないようであれば、果たして本当に必要なの

かどうかは考えないといけないのではないかというふうに思います。 

○議長（江守 勲君） 河合町長。 

○町長（河合永充君） 今回、線形が変わったのは建設課長おっしゃったとおり、最

初、長岡議員も７億幾らもかかるのという質問いただきましたが、最初ではやは

り１０億近いお金がかかってきてました。これではやはりちょっと負担。５メー

ターの段差といいますと、役場の２階部分ぐらいまでの段差があります。そこは

やはり高い。やはり財政的なこと、いろいろな投資のことを考えて、建設課、い

ろいろ考えながら今回のこの路線になるように設定しました。それはしっかりと

予算のことを考えてやっているというのをご理解いただきたいなと思いますの

と、あわせまして社会資本整備のお金が半分以上入ってきますので、ただ、それ

によって少し年数はかかりますが、そういったものを利用してやっていこうと思

います。 
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 交通量については建設課がお話しすると思います。 

○議長（江守 勲君） 建設課長。 

○建設課長（多田和憲君） 今ちょっと資料を持ち合わせていないんですけれども、

記憶では交通区分、５００から４，０００台という区分を使っていたかと記憶し

ております。 

○議長（江守 勲君） ほかありませんか。 

 ５番、滝波君。 

○５番（滝波登喜男君） 今の質問の回答の中で、やはり費用対効果のことをどうし

ても考えるので、それはどんだけ利用するかということになると思います。 

 今の現段階ではあの道路は何回も第１審議のときにも言われたとおり、永平寺

旧市街地の方の利便性を図ってということなんですが、今ほどの交通量の５００

から４，０００台という意味は少しわからないんですが、現実的には例えば３６

４の交通量とかもある程度参考になると思いますし、そんなことから少し具体的

には出てこないんでしょうか。 

○議長（江守 勲君） 建設課長。 

○建設課長（多田和憲君） 設計の成果表を見ればわかるんですが、今ちょっと手持

ちにございませんで、やはり区分ですね。道路の幅員とかを決める区分としては

５００から４，０００というのは採用しております。 

○議長（江守 勲君） ほかありませんか。 

 なければ次に、小中学校適正配置事業に関する事前の通告に対する補足説明を

求めます。 

 学校教育課長。 

○学校教育課長（清水昭博君） 小中学校の適正配置事業でございます。 

 ご質問としまして、小中学校適正配置の検討について説明資料の表現と答弁の

内容に差異があるということで、改めて内容を詳しく示してくださいということ

でございます。 

 まず、差異につきましてでございますが、目的はというところで児童生徒にと

って望ましい学校の適正配置の方向性を示すということでございます。誤解を与

えるような表記で申しわけございませんでした。 

 改めて内容をということでございますが、一般質問でもお答えしたとおり、今

後、少子・高齢化が進み、児童生徒数減少が予測される中、国は学校規模の適正

化を推進しております。これは学級数が１２から１８学級を標準とするというふ
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うなものでございます。ただしがありまして、地域の実情に応じたというふうな

弾力的なものになっておりますというところでございます。 

 他の市町も検討を始めている現状を考えますと、本町ではまだ適正配置につい

て検証する機会を一度も持っておりません。また、平成２８年度に見直されまし

た第３次行政改革では、２０２０年度――平成３２年度でございますが――まで

に将来的な施設の適正配置の検討を行うと計画されております。そこで、数年後

を見越しまして、あらゆるものをテーブルにあげ、２年をかけて慎重に検討して

まいります。 

 基本的な３つの考えとしまして、１つ目が行政主導ではなく、広く町民の意見

を集約いたします。児童生徒、教職員の意見も大切にいたします。２つ目としま

して、学校の果たす役割を明確にします。３つ目としまして、地域とともにある

学校づくりの視点を大切にいたします。 

 平成３１年度――２０１９年度でございますが――は、まず現在の小中学校の

現状及び今後、少子化による児童生徒の減少等を踏まえ、これからの永平寺町を

担う児童生徒のために学校教育はどうあるべきかをテーマとして町民の意見を集

約いたします。 

 検討委員会で今申し上げたテーマ、永平寺町を担う児童生徒のために学校教育

はどうあるべきかに沿った話し合いを行うための資料や話し合いの道筋を慎重に

検証して、平成３１年度に検討委員会を立ち上げ、２年をかけて検討してまいり

ます。 

 以上でございます。 

○議長（江守 勲君） これより質疑を許可いたします。 

 質疑ありませんか。 

 ４番、金元君。 

○４番（金元直栄君） 学校の適正配置、実は名前はそうですが統廃合。 

 国は平成３２年度までに一つの方向性示せということで言っています。と同時

に、最近はどこもかしこも適正配置の名で統廃合が進められている。その中での

ことですから、住民は非常に過敏です。そこを考えた表現としてきちっと、やっ

ぱり町がどう考えているのかも含めて、できたらそれは発信してもらえればいい

んですが、やっぱり地域に安心感を持ってもらうためにも、教育委員会を中心と

した学校教育関係者の発信というのは非常に大事な時期に来ていると思います。 

 ただ、統廃合の問題といいますと、ややもすると一部の少数地域の問題を、あ
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んまり統廃合には関係ない地域の多数の側が押し切ってしまうと。一旦協議し始

めると、もう一気に進められてしまう。大野の場合もそうでしたよね。ただ、そ

れは住民の力で押し戻されたということがありますけれども、そんなことを考え

ると、ちょっといろんな表現を見てみると、主要事業の説明と答弁では随分違っ

ていたなということで問題にしました。 

 いかがでしょう。 

○議長（江守 勲君） 学校教育課長。 

○学校教育課長（清水昭博君） 当初予算に係る主要事業の中につきましては、概要

としまして教育環境、指導体制、特色ある学校活動、地域コミュニティの拠点等

を含めというふうな形でございまして、これにつきましては現段階の教育環境、

例えば学校の築年数であるとか、児童生徒数の予測であるというのはもう事実と

いいますかデータとしてございますので、それについては当然のことながらやっ

ぱり調べてといいますか、そこはやっぱり資料としてはご提出するような形にな

ると思います。 

 今現段階といいますか、これにつきましては先ほど申し上げた目的はあくまで

も児童生徒さんにとって望ましい学校の適正配置の方向を示す、その方向で考え

るというふうにしておりまして、そういうふうな形で進めさせていただきたいと

思いますので、広く皆さんのご意見を求めるといいますか集約しまして検討させ

ていただきたいと思っております。 

 以上でございます。 

○議長（江守 勲君） ４番、金元君。 

○４番（金元直栄君） 今の答弁で僕はいいと思うんですが、ただ、やっぱり不安で

すって。これだけは言っておきます。この気持ちって、少数の地域に住んでみる

とよくわかります。そのことをぜひ言いたいんです。 

 ただ、本当にこの主要事業のここでは、今、資料を出すといったその中に町独

自の適正配置を実施する基準を定めるんですね。この町独自のというのをどう説

明するか。ここを強めて言うのか、適正配置を実施する基準を定めるというのを

強調するかで捉えられ方は随分違うんです。そこをやっぱり注意して位置づけを

しながら、言葉遣いにも気をつけながら発言をお願いしたいなと思うんですが。 

○議長（江守 勲君） 学校教育課長。 

○学校教育課長（清水昭博君） ご助言ありがとうございます。 

 これにつきましては、先ほどから繰り返し申し上げておりますが、あくまでも
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やっぱり児童生徒さんにとってというふうなところを強調したいと思いますし、

当然デリケートな問題でございますから、私らのほうにつきましてもやっぱり表

現といいますか、そういうのは細心の注意を払って、かつ慎重に検証及び検討し

てまいりたいと思います。 

 以上でございます。 

○４番（金元直栄君） 教育長、何かない。 

○議長（江守 勲君） 室教育長。 

○教育長（室 秀典君） 今、ご指摘をいただいただ点につきましては、確かに誤解

を招くような点があったというふうに私自身も思っています。 

 ただ、先ほど課長のほうから答弁しましたように３つの基本的な考えというの

があります。これをやはり大切にしながら、今後、今の現状を分析し、そして検

証しながら、先ほど課長が言いましたテーマに沿ってどのように検討していく、

道筋なんかも十分精査しながら、検討委員会のほうに結びつけていきたいと思い

ますので、以上でございます。 

○議長（江守 勲君） ２番、上田君。 

○２番（上田 誠君） 私のほうからちょっと確認だけさせていただきたいと思いま

す。 

 今、課長の答弁なんかでも強調しているのは次代を担う子どもたちという言葉

が入りましたが、子どもたちの適正なというか、何かそういう言葉になっている

んですが、私はその中にもっと大事なところは、その地域も含めた永平寺町のま

ちづくりというか、永平寺町はどうあるべきかというビジョンがあって、その中

から例えばこうですよと。それを踏まえて、今、子どもたちに適正なというか、

適正という言葉は余り好きではないんですが、その子どもたちのためのというこ

とが入ってくるんであって、やはりその最初には永平寺町がどのようなまちづく

り、どのような地域づくり、どのような形態の永平寺町という地理的なのがある

んですから、それが最初にあっての話じゃないかと私は思うんですが、そこらあ

たりの見解をお願いしたいと思います。 

○議長（江守 勲君） 学校教育課長。 

○２番（上田 誠君） それは町長にお願いしたいんですけど。 

○議長（江守 勲君） 河合町長。 

○町長（河合永充君） まず、逆に言いますとビジョンが先にあって、そのビジョン

ありきで進めていっていいのかというものも一つあると思います。もちろん大き
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なまちづくりのビジョンの中の学校の役割というのはあると思いますが、ビジョ

ンありきで、この問題に関しては、それありきでしていきますと、また本当にい

つも言っていますように客観的な話ができるのかどうか。そういったのもありま

す。 

 ただ、今回、幼児園を含んだ中でもありましたが、地域における幼児園であっ

たり、地域における小学校、地域における中学校、こういったことはしっかりと

テーブルの上にのせてしっかりやっていくというのは、議論していくというのは

大切なことだというふうに思っております。 

○議長（江守 勲君） ２番、上田君。 

○２番（上田 誠君） ぜひとも今、町長言っていただいたような形も含めて、今、

金元議員も言ったように、やはり懸念するところの町民の方もたくさんいらっし

ゃいますし、今言う少子・高齢化の中でその地域がどう発展するかも含めて、ぜ

ひ慎重に対応していただきたいというのを切に要望するものであります。 

○議長（江守 勲君） 河合町長。 

○町長（河合永充君） これについても何度も答弁しておりますが、慎重に対応して

いきたいと思っております。 

○議長（江守 勲君） ほかありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（江守 勲君） なければ次に、ふるさと永平寺町を担う人材育成に関する事

前の通告に対する補足説明を求めます。 

 学校教育課長。 

○学校教育課長（清水昭博君） ふるさと永平寺町を担う人材育成についてというこ

とでございますが、学校教育課としましては、選挙の関係につきましては中学校

３年の公民の授業で行っております。また、中学校では生徒会の選挙を選挙管理

委員会より投票箱をお借りして実施しております。 

 ふるさとを支える人材育成教育では、小中学校とも地域と進める体験推進事業

や、町内への校外学習を通しまして、ふるさとに誇りや愛着を持ち、新たな活力

を生み出す人材を育成しております。 

 以上でございます。 

○議長（江守 勲君） これより質疑を許可いたします。 

 質疑ありませんか。 

 ５番、滝波君。 



 －877－ 

○５番（滝波登喜男君） 今回、第２審議に持ってきた理由は、ただ単に選挙のこと

だけでの学校教育ということではなくて、要は人づくりというところでの質問を

しているつもりです。 

 今回、投票率が非常に下がりました。それは我々議員の責任もあるのかもわか

りませんけれども、世の中の傾向として特に若者を中心に投票率が下がっている

と。選挙離れ、そういう意味では政治離れというふうに進んでいると。その中で

一番身近な選挙である町議会議員選挙あるいは町長選挙というところの投票率と

いうのは、ある意味そこに住む町民の関心、民度の低さ、高さにかかわるのでは

ないかなと思います。 

 ただ、人づくりというのはすぐにはできないもので、やはりなぜ学校教育の中

でこれを取り上げたかといったら、これからの教育、人材育成の場はやはり幼児

園、幼稚園、小学校、中学校というのが本町の一番できるところではないかなと

思っての質問であります。 

 そこで、ふるさとを愛する、郷土を愛するというようなことをやっているとい

うふうに第１審議でも、あるいは一般質問でも言われているんですが、要は地域

を将来的に支える人材をつくるということを明確に打ち出して、それをぜひやっ

ていくお考えはないのかなと思っているわけです。 

 先ほど職員の若い世代の離職ということを少し話ししましたが、やはり私もこ

ういった議員として活動していったというきっかけは、以前、青年団活動をやっ

ていたということでありますし、ここにいらっしゃる松川さんの生き方も少し見

ながらというような影響もございました。そういったように、若いとき、あるい

は小さいときに、そういうふるさとというものを見詰めながら、ある意味勉強し

て発信をする場。例えばですけれども子ども議会とか青年議会とかという場です

けれども、そういったところで考えるきっかけを与えるというところが、そうい

った人材育成、郷土に対する愛情というのを育むんではないかなと。将来的には

役場の職員あるいは議員とかというようなかかわりにもなってくるのではないか

なと思っております。 

 そういった職員がたくさんいれば、確かに小さい町ですから給与はそこそこ、

そんなに高くはないかもわかりませんけれども、みずから住む、暮らす町をして

いく、地域の人のためになっているということが、直接わかる職員ということに

なると、ただ単に労働環境の問題だけではなくて、愛着あるふるさとのためにと

いうような仕事の意欲も継続していくんではないかなと。そういったことを考え
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ますと、やはり教育というのは大事なんではないかなと思います。 

 教育で非常に成果をおさめている秋田県なんかは、福井県よりも少子・高齢化

が進んでおります。その中で秋田県の方針としては、本当にふるさとを愛し、ふ

るさとを担う人材を幼児園のときから長く育んでいくというようなこと、方針を

立てて各種事業を、子どもたちのための事業をやっているというふうに聞いてお

ります。 

 大綱とか毎年のあれを見ていても、そこまで強烈にはうたってないので、ぜひ

そのことを考えていただきたいなと思って質問させていただきました。 

○議長（江守 勲君） 河合町長。 

○町長（河合永充君） これ今、先生の働き方改革の中でいろいろあります。もとも

と子ども議会をやっていた時期もありました。ただ、学校のほうがなかなか集め

て、子どもたちにいろいろ話をして、議会対策といいますか議会に出るそういっ

たことをして、２日も３日もかかって、なかなか負担になってくるというお話の

中で、じゃ、すまいるミーティングという形で私がみずから、それも何も段取り

なしにフリートークをしましょうということで、今、そういうふうにさせていた

だいております。 

 ただ、この前、松川議員の質問でも申し上げましたとおり、すまいるミーティ

ングの最初には行政と議会の仕事というのは実はこうで、みんながやっている生

徒会も実はそれに準じたやり方。選挙で選ばれて、みんなの多数決をとって決め

ていく。実はこれも世の中の流れと一緒なことをみんながやっているんだよとい

うのを伝えています。 

 また、県立大学のほうでも話ししに行くときにも、皆さん、選挙の大切さ、そ

れも選挙が大事なのではなしに、なぜ選挙なのか。行政はなぜ動いているのか。

議会はどういうふうな機関なのか。こういったことをお話をして、ああ、そうか

というふうな、そういったところから、ただ選挙に行ってください、選挙に行っ

てくださいではなしに、世の中がどういうふうに動いて、例えばごみの収集もど

ういうふうな役割で動いているのか。誰が動かしているのか。そういったことを

もう一度しっかりと伝えていくことが、これからの子どもたちが大人になったと

きの意識の高まりになるのかなというふうに思っております。 

 学校のほうも公民の時間。私たちも習いました。中学校３年生、公民で習って、

選挙権とか司法とか立法とか行政とか習って、それは変わらずずっとやっている

んですが、投票率が下がってくる。やはりこれは一つの社会の何か原因があるの
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ではないのかなというふうにも思います。もちろん子どもたちにも伝えていかな

ければいけませんが。 

 そこで先日、松川議員が一緒にやろうという提案もいただいて、本当にこれに

関しては議会が行政がやってないから、行政が議員さん何もしないからではなし

に、同じ課題として一緒に立ち向かっていく。議会が、行政がと言っているうち

は逆に投票率は下がっていく一方ではないのかなと思いますので、この辺に関し

ましてはやはり一緒に取り組んでいくというのも大事ですし、もう一つ、人材育

成のお話しされました。 

 これは行政ももちろんそういった人を支えていくのは大事なんですが、滝波議

員も活動されていたときに、今、後輩の方はどれぐらい育っていますという話に

も、別に滝波議員のことを言っているんじゃないんです。同級生やと思いますけ

ど。実はいろいろ活発に活動している皆さんが、次のつなげる世代のことも考え

て活動していただくというのも大事です。 

 実は今年度、壮年会、壮年連合会、松岡地区がほとんど脱退して、一度リセッ

トしようと。４月から一度リセットしようというふうになりました。お話を聞い

ているときに、やはり担い手がいないことが原因。その皆さんが今取り組もうと

しているのが、地域の各、例えば僕、芝原３丁目です。芝原３丁目の壮年会も声

はかけるけど、そこに活発にやっている人を個別に入ってもらおう。そういった

やり方もしていこうという、新たな取り組みも今からやっていって、担い手とい

いますか次の世代をつくっていこうというそういった動きも出てきておりますの

で、町もそういったのをどんどんＰＲしますし、そういったやり方もあるという

のもありますし、そういった方々の積極的な取り組みもいろんな形で支援してい

ければいいなというふうに思っておりますので、私も含めて、私も商工会青年部

長もしていました。そういったのを次の世代が参加しやすい、こういうの楽しい

よとか、参加したらとかというのも、私自身もしっかり一町民としてやっていか

なければいけないなというふうに思っております。 

○議長（江守 勲君） 室教育長。 

○教育長（室 秀典君） 今、学校教育でどんなことができるかといいますと、実際

にやっていることなんですけど、私、いつもよく使う言葉、地域の教育力という

ふうな言葉をよく使うんですね。かなり小中学校の中には町民の方が入っていた

だいています。だから、農業体験するにしても、例えば御陵の学校林とか、これ

は町民の方が協力をしていただけないとこういうことはできません。 
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 そういう意味で、本当にいろんな形で学校に入っていただいていますから、小

さいころのその体験というか思い出というのは残るんですね。ああ、よかったな

って。だから、そういう意味で、本当に地域の方に助けていただいているなとい

うふうに思います。 

 今から具体的には各学校、どんなことをやっているかということを課長のほう

から報告させていただきます。 

○議長（江守 勲君） 学校教育課長。 

○学校教育課長（清水昭博君） 先ほど申し上げました地域と進める体験推進事業に

つきましては、地域の方にご協力いただきまして、各小中、取り組んでおります。 

 ごめんなさい。一覧表をちょっと持ってこなかったので申しわけないんですけ

れども先ほど教育長が申し上げました御陵小学校の学校林であるとか農業体験で

あるとか、あと上志比小学校についてもやっぱり農業体験等ございまして、そう

いう形で地域の方と深くかかわり合ってやっております。 

 もちろん学校教育基本方針をお渡ししていると思うんですけれども、３０年度

におきましても方針の中ではふるさと永平寺町を誇りに思える魅力ある学校づく

りをめざしてという目標のもと、３つの大きな柱がありますというところで、豊

かな心の育成、確かな学力の育成、健やかな体の育成というところの中の豊かな

心の育成の中に永平寺町の自然や歴史、文化を学ぶ活動の推進というところは毎

年うたわれております。さらに家庭、地域、学校の連携というのも必ずうたわれ

ておりまして、これにつきましては家庭・地域・学校協議会の中には必ず地域の

方が加わっております。 

 さらに、その地域の中でという形で、永平寺町内のいろいろな組織と連携しな

がら、地域での奉仕活動、ボランティア活動、体験活動を推進して、児童生徒の

ふるさと永平寺への関心を高めるということにつきましては、繰り返し教育とい

いますか実践をしております。 

 僕らも願っているわけなんですけど、そういうふうにふるさとに愛着を持って

いただける、誇りに思える児童生徒が育っていって、きっと地域のために、永平

寺町のためにまた大人になったら貢献していただけるというふうに思っておりま

す。 

 以上でございます。 

○議長（江守 勲君） ほかありませんか。 

 ２番、上田君。 
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○２番（上田 誠君） 本来は生涯学習のところの話かもしれないんですが、今、人

づくりの話出て、学校教育の中であります。 

 教育大綱の中でも青少年の育成という項目が入っています。その中でやはり、

こんなこと言ったら大変失礼ですが、自分らもこういう感じでいろいろ動き出し

たのも、当然小中学校のときにほんだけ動いたかといったら、それは村のいろん

な行事には参加しましたけれども、意識的に、能動的に動いたのはやっぱり青年

期なんですね。青年期にいかにそういうふうなことに関係するか、またタッチす

るか、考えるかというのが、今後のいろんな意味での、今の壮年会も含めて全部

青年期で頑張っていた連中が入っているんだと思います。 

 そういう意味から考えると、青少年の育成、特に青年期の育成というのが大事

なので、そこらあたりの教育大綱も含めてですが、大きな方針を出していただく

ようにまた検討いただきたいと思います。 

 いろんなところで視察行きますと、頑張っているなと言われるところはやはり

青年層が動いています。それも含めて、ぜひご検討をお願いしたいというふうに

思います。 

○議長（江守 勲君） 室教育長。 

○教育長（室 秀典君） これは前回でしたかお答えしたと思うんです。多分、成人

式のところで。 

 確かに今ご指摘されたことは、これから本当に今衰退しているといったら言葉

がよくないんですけど、松川議員、それから上田議員が若いころ、青年団活動を

して非常に活発な活動をしながら、町民にいろいろアピールしてきたというふう

な、実際そういうふうなことは私も聞いています。 

 それが今ちょっと活動が低迷しているという。これはすぐに復活はできません

ので、一つの例として成人式をきっかけに縦の年代を結びつけるようなことを少

しずつですけど、何かやっぱりやっていかなければいけないというふうに私自身

も思っていますので、今後、検討し、また前も言ったと思いますけど、何かいい

案がありましたらまたこちらのほうにお知らせいただければやっていただきたい

と思いますので、よろしくお願いいたします。 

○議長（江守 勲君） ほかありませんか。 

 なければ次に、文化財保護事務諸経費に関する事前の通告に対する補足説明を

求めます。 

 生涯学習課長。 
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○生涯学習課長（坂下和夫君） 生涯学習課から、文化財保護事務諸経費の中の社会

教育助成金に掲載されている文化振興協議会は平成１８年２月１３日、教育委員

会の訓令で定めた永平寺町文化振興協議会設置規定に基づき設置されたものかと

いうご質問です。 

 ご質問のとおり、規定に定められて設置しているものでございます。 

 この設置規定の内容をご説明させていただきたいと、目的につきましては、町

民の文化的諸活動の推進、それから文化の向上を図るために設置いたしておりま

す。 

 組織につきましては、１５人以内の委員で組織するということで、非常勤の委

員さんを任命しております。委員の構成ですが、議会の代表者、学識経験のある

者、社会教育関係団体の代表者、教育機関の代表者の中から教育委員会が任命す

るというものでございます。委員の任期は２年でございます。 

 任務につきましては、教育委員会等の諮問に応じて文化活動の振興に関する審

議を行いまして教育委員会に建議するというようなものが主な内容でございま

す。 

 以上です。 

○議長（江守 勲君） これより質疑を許可いたします。 

 質疑ありませんか。 

 １１番、酒井和美君。 

○１１番（酒井和美君） ご回答ありがとうございます。 

 この規定に基づき設置されている文化振興協議会の予算、助成金ということで。

済みません。ちょっとそれについての内容を少し伺いたいんですけれども、今い

る方は何名いらっしゃるんでしょう。構成委員は議会の代表者、学識経験のある

者、社会教育関係団体の代表者、教育機関の代表者の中から教育委員会が町長の

意見を聞いて任命するものとありますが、それぞれ何名ほどいらっしゃるんでし

ょうか。と、いつから任命されている方々でしょうか。 

○議長（江守 勲君） 生涯学習課長。 

○生涯学習課長（坂下和夫君） 文化振興協議会につきましては、合併後から新しい

永平寺町に引き継ぎまして、当時から１０名の委員で構成されております。 

 構成委員の構成につきましては、学識経験のある者、社会教育関係団体の代表

者、それから教育委員の代表者ということで、現在、議会からの代表者につきま

しては数年前から組織されていない状況です。 
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 学識経験者は３名、社会教育関係団体の代表者が５名で、教育委員の代表１人

で、教育機関の代表者１名という構成になっております。 

 以上です。 

○議長（江守 勲君） １１番、酒井和美君。 

○１１番（酒井和美君） 学識経験のある方というのはどういった学識経験がおあり

になるのか。教育機関の方はどういった教育機関の方であるのかと、一応議会の

代表者としてもというのは書かれているのが、数年前からはいらっしゃらないと

いうことで、一応でも書かれているのでこういったことで話されている内容とい

うのは議会に上がってきてもいいのかなと思うんですけれども。 

 この文化協議会では活動内容としてはどういったことをされていますか。 

○議長（江守 勲君） 生涯学習課長。 

○生涯学習課長（坂下和夫君） 議会の代表者につきましては、平成２２年度からの

名簿を確認させていただきましたが、当時から学識経験者というところで選考さ

れておりまして、議会関係からの代表と、議会代表という形では上がってきてお

りません。 

 それから、活動内容につきましては、まず年間２回、協議会を開催しておりま

して、３０年につきましては９月、１０月に開催いたしております。１１月の文

化の日に文化功労賞の表彰ということで文化祭の中で表彰させていただいており

ます。 

 活動内容につきましては、町内の文化振興に係る代表者の方等を集めまして、

文化振興の奨励を図るために文化祭の表彰の際も各団体に、地区にも地区からの

推薦を出していただいて、広く１年間、年間通して町の文化ですとか振興に活動

等にご尽力いただいた、貢献された方を推薦していただいております。また、そ

の選考もしていると。 

 活動内容につきましては、あと文化事業の実施ですとか、そういうことにつき

ましても初回の協議会のときに、各団体、部門の代表者の方から現状ですとか課

題なども話し合っていただきまして、これから町の文化活動ですとか芸術活動で

取り組むべき内容ですとか、こうしたらというようなご意見もいただいておりま

す。 

 学識経験者につきましては、教育関係者の方、各学校等ですとか退職されまし

て、その後、文化活動ですとか各種団体の代表でいろいろな分野で頑張っていた

だいた方。いろんな各分野にご見識のある方、町民の中から選考していただいて
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いる方がほとんどでございます。 

 学校代表は現職の先生方で、そのほかは学識経験者は経歴としましてはそうい

う方もいらっしゃいますし、若いときから町の文化関係の団体、ずっと代表を務

めてきていただいて、ＯＢとして活動されているような方もいらっしゃいます。 

 以上です。 

○議長（江守 勲君） １１番、酒井和美君。 

○１１番（酒井和美君） こちらの構成は教育委員会と町長でお決めになるというこ

となんですけれども、なぜ議員さんをずっと入れてこられなかったのかなという

点と、学識経験者というのは学識をお持ちの方ということで、研究職であった方

とかそういった意味での先生がいらっしゃるということでよろしいのか確認をさ

せていただきたいなと思います。 

 あと、上志比の文化会館の事業もこちらで決められているのでしょうか。それ

は違うということですね。 

 永平寺町全体の文化、芸術の、文化的諸活動の推進及び文化の向上を図る目的

としているわけで、永平寺町全体のことを見渡すための団体だと思うんです。そ

の文化、芸術振興についての指針もお持ちになると思います。いろんな委員会、

協議会というのは各課で立てられていると思いますけれども、皆さんそこで大切

なことを決められていると思うんですね。文化振興協議会でももちろんそうされ

ていると思うんですけれども、例えばこの四季の森文化館の閉館についても会議

されているのかなとも思ったりするんですけれども、これまでの会議録などもい

ただけたりはするのでしょうか。お願いします。 

○議長（江守 勲君） 生涯学習課長。 

○生涯学習課長（坂下和夫君） 上志比文化会館、サンサンホールの運営につきまし

ては、ほかの組織がございますので、こちら文化振興協議会ではいたしておりま

せん。 

 先ほど学識経験の中で、例えばなんですが文化協会の会長さんですとかそうい

う方も入っております。 

 大学の教授ですとか学校の専攻されている方とか、そういう方は今の委員さん

の中にはいらっしゃらない。町民の方で構成しているということでご理解くださ

い。 

 以上です。 

○議長（江守 勲君） 室教育長。 
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○教育長（室 秀典君） 今の委員さんの件ですけど、任期がありますので、今後ま

た検討していきたいと思いますので。 

 それから、文化事業につきましては、今年度、実は自衛隊というふうなことで

話があったと思うんですね。これ、近隣の市が何か要請したみたいなんですね。

非常に経費が安くなるということで、それからまたもう一つの目的は中学校の吹

奏楽の指導をしていただくというふうな形で今回こういうふうな形に、自衛隊の

音楽隊というふうなことになりましたので、そういう経緯がありますし、またそ

ういう組織にはこういうことをやりますというふうなことで理由を言って、了解

はとっていると思いますので。 

○議長（江守 勲君） ほかありませんか。 

○１１番（酒井和美君） 会議録について。 

○議長（江守 勲君） 済みません。会議録の公開について。 

 生涯学習課長。 

○生涯学習課長（坂下和夫君） 議事録につきましては、また生涯学習課のほうでよ

ろしくお願いします。 

 以上です。 

○議長（江守 勲君） ほかありませんか。 

 暫時休憩いたします。 

（午後 ３時３２分 休憩） 

────────────── 

（午後 ３時３７分 再開） 

○議長（江守 勲君） 休憩前に引き続き再開いたします。 

 生涯学習課長より発言を求められております。 

 生涯学習課長。 

○生涯学習課長（坂下和夫君） 先ほどのご質問で、協議会の議事録をというご質問

でしたが、まず、永平寺町の文化振興協議会が設置された経緯というんですか、

それを先に説明させていただきます。 

 合併前の松岡町のときに、文化振興に使ってほしいということで町民の方から

ご寄附を受けました。その利子を運用させていただいて町の文化振興に寄与した

いという寄附者の方のご意向を反映させていただくための事業を実施しようとい

うことになりまして、文化振興協議会自体は、ご存じだと思いますが法令の定め

のあるものではありませんで、町で協議会を設置させていただいて、皆さん、見



 －886－ 

識のある方にどういう事業に使ったらいいかというようなことを諮っていただい

ておりました。それが平成１７年度の合併で新しい永平寺町に引き継がれたとい

うことで、今現在につながっております。 

 先ほどの議事録を見せてほしいということですが、現在、議事録の形式のもの

は作成していないということで、結果につきましてはお見せできるかと思うんで

すが、規定の中にそういう規定がございません。規定の定めのないことについて

は、会長が決めていただくというようなことがありますので、一応、会長に了解

をとりたいと思いますが、以上です。 

○議長（江守 勲君） ほかありませんか。 

 暫時休憩いたします。 

（午後 ３時３８分 休憩） 

────────────── 

（午後 ３時３８分 再開） 

○議長（江守 勲君） 休憩前に引き続き再開いたします。 

 お諮りします。 

 ただいま平成３１年度一般会計予算及び特別会計予算の第２審議の途中ですが、本

日の会議はこの程度にとどめ延会したいと思います。これにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（江守 勲君） 異議なしと認めます。 

 本日はこれをもって延会することに決定しました。 

 本日はこれをもって延会します。 

 なお、あす１５日は午後１時より本会議を開きますので、ご参集のほどよろし

くお願いします。 

 本日はどうもご苦労さまでした。 

（午後 ３時４０分 延会） 

 


